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    　その少女が手を伸ばすと、その手のひらに銀色の指輪が置かれた。


    　大きいだけで、これといった特徴はない。作りも雑で、夜店に転がっていてもおかしくない。こんなものが、本当に力を持っているのか。


    「安心してください。それは本物ですから」


    　少女の目の前で、女の子が笑った。幼い顔立ちなのに、ひどく大人びて見える。夜の公園にいるのに、その瞳ひとみはあざやかに輝いている。


    「伝説どおりの力を持っていますから、どんなことでもできますよ。人を監視することも脅すことも、そして殺すことも」


    　声は淡々としていて、そしてどこか冷たかった。


    「どうしようと、あなたの勝手です。当方はいっさい関知しません」


    「こんなことをして、なんのメリットがあるの」


    　少女は、問いかけている自分に驚いた。まるで、これが本物だと信じているかのようだ。友達に話したら白い目で見られるようなことなのに。どうかしちゃったのではないか。


    「あなたたちには大切なものなんじゃないの？　こんなにあっさり預けていいの？」


    「かまいません。もう決めたことですから」


    　女の子は、後ろ手を組んで、軽く回った。紅あかいペチコート・ドレスが、闇やみ夜よに映える。


    「あなたには、日常をひっかき回してもらえばそれでいいんです。ゆるくよどんだ空気を揺さぶれば、見えないはずのものも見えてきます。やりたいようにやっていただければ、それだけではっきりするはずですから」


    「……」


    「気にいらないのなら、別のものをお渡ししましょうか。聖剣でも、魔術書でも。伊だ達てに千年の蓄積はありませんよ」


    「いい。これでやってみる」


    　これでも、願いは十分に叶かなえることはできる。ほんの少し、ほんの少しだけ思い知らせてやることができれば、それでいい。


    　少女は、指輪を左の薬指にはめた。


    　途端に、これまで見たことのなかった情景が頭に流れ込んでくる。空、大地、海。あらゆる所に目が届く。


    　少女の世界は、大きく変わった。二度と戻れない形に。
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    「あの、ちょっと悪いんだけど……」


    　とんでもなく甘ったるい声が響いたので、ぼくは驚いて横を見た。


    　ベリーショートの女の子が、大おお股またで前に出ていく。顔は正面を向いたままだ。


    　チェックのキュロットスカートを、秋風が叩たたいた。


    「そのネコ、返してくれない？」


    　その娘が見つめる先には、六人の男が固まっていた。いずれも髪を派手に染め、原色系の服を着ている。一目でヤンキーとわかる連中で、公園のベンチに座ったまま、濁った目でこちらを見ている。


    「ネコってこれのことかよ」


    　男の一人が、小さな塊を持ちあげた。小さな鳴き声があがる。


    　白と黒と茶の三み毛けネコだった。まだ生後三か月なので、身体はひどく小さい。大きな目を激しく動かして、不安げにあたりを見回している。


    「そうそう。その子」


    　女の子は、静かに応じる。それが努力の結晶であることは、握りしめた手を見ればわかる。


    「首輪があるからわかると思うけれど、そいつは友達の飼っているネコなん……いやネコなの。名前はプリン。三日前、行方不明になって、それがずっと捜していたのよ。飼い主はひどく落ち込んでいて、ごはんも食べられないの。早く連れて帰ってやりたいから、こっちに渡してくれない？」


    「へえ。こいつがねえ」


    　ヤンキーは、ネコの顔を指ではたいた。ネコは顔をそむけて、声をあげる。


    　とんでもない情景を目の当たりにして、女の子の雰囲気は変わった。目が微妙に吊つりあがり、頰ほおに赤みが差す。怒りを表に出している。


    「お願いだから、返して」


    「さて、どうしようかなあ。こうかわいいと、おれたちとしても手放したくないんだよなあ」


    　ヤンキーはタバコに火をつけた。大きく吸って煙を吐き出す。


    　紫煙は、まともにネコの顔を襲った。苦しげな声を何度もあげる。


    「ほれほれ、喜んでいる」


    　どこがだ。とんでもなく嫌がっているじゃないか。


    　こいつら最低だ。小さいネコをいじめて楽しむなんて。最高にむかつく。


    　さすがに、ぼくも自分を抑えられなかった。文句をつけようとして、前に出る。


    　しかし、それよりもほんの少しだけ早く、女の子が話しはじめていた。


    「ちょっと、やめろよ」


    　口調はきつく、荒々しい。もうネコをかぶるのはやめたようだ。


    「生き物に、タバコの煙を吹きつけるなんて。何、考えているんだよ」


    「遊んでいるだけじゃねえかよ。いいんじゃねえか。楽しそうだし」


    「ふざけるな。さっさと放せ」


    「いやだね。おれたちは、こうやって遊ぶのが楽しいんだ。もう少しいじらせてもらうぜ。もっとも……」


    　ヤンキーの一人が、嘗なめ回すようにして女の子の身体からだを見た。


    「お前が遊んでくれるっていうなら、話は別だがよ」


    「そうそう、それなら返してやってもいいぜ。別の楽しみがありそうだからなあ」


    　ヤンキーたちはどっと笑った。ひどく下品な表情だ。


    　女の子の肩は、細かく震えていた。もう限界だろう。腹が立って仕方ないはずだ。


    「わかったよ」


    　女の子は、ヤンキーをにらみつけたまま応じた。


    「こっちでよかったら、好きにしてもいいよ。脱がしたいのなら、脱がせばいいさ」


    「マジかよ」


    「ああ」
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    　女の子は、男たちの手が届きそうな位置に立った。堂々と、自らの身体からだをさらす。


    　ヤンキーたちは顔を見合わせていたが、やがて中央の男が前に出た。その手がゆっくりと女の子の胸に伸びる。


    「それじゃ、遠慮なくいただくぜ」


    「ただし……」


    　男の指が触れる寸前、女の子はすっと手を伸ばした。


    「こっちも好きなようにさせてもらう」


    　女の子は、ヤンキーの右腕をつかみ、強引に引っぱる。そのまま背後に回り込んで、その右腕を鮮やかに締めあげた。見事な逆関節だ。


    　女の子が腕を押しあげると、ヤンキーは悲鳴をあげた。


    「や、やめろ。腕が折れちまう。折れちまうよ」


    「当たり前だろ。そのつもりでやっているんだから。あんなかわいいプリンをいじめやがって。そのツケ、倍にして返してやる」


    「待て。ネコは返すから、やめ……」


    　ヤンキーの懇願は、パキッという音に遮られた。途端に悲鳴があがる。


    　関節が外れたか。あるいは本当に腕を折ったか。いずれにせよ、かなり痛いだろう。


    「ざまあみたか！」


    　女の子は、ヤンキーを突き飛ばすと、残った五人と対たい峙じした。


    「さあ、次はどいつだ。さっさとかかってきな」


    「ふざけるな。貴様、おれたちを」


    「そんなの知るか。こっちはもう頭にきているんだ。来ないなら、こっちから行くぜ」


    　布ふ流るの晶あきらという名を持つ女の子は、全員をにらみつけると、自ら疾風のように駆け出した。ヤンキーの前に立つと、容赦なく蹴けりを入れる。


    　大おお喧げん嘩かのはじまりだった。
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    「はああ、まいったなあ」


    　ぼくはバッグを放ほうり出して、ソファーに腰をおろした。喫茶店のボックスシートだ。


    　窓の外は、もう夜の闇やみにつつまれている。近くにある桜の木も、その枝ぶりがちょっと見えるだけで、輪郭もよくわからない。思ったよりも時間が経たっていた。


    「疲れたなあ。もうへとへとだよ」


    「なんだよ。あの程度のアクションで、そんなにへたれて。だらしがないなあ」


    　ぼくの前には、あの女の子が座っていた。


    　白のブラウスに、ニットのベスト、チェックのスカートというのは、私う立高鳥高校ちの制服だ。まあ似合っていると思うが、あぐらをかいて座るのはやめてほしい。たとえ、スカートがキュロットであったとしてもだ。


    　小さい身体からだに無駄な肉はなく、しっかりと引き締まっている。ベリーショートの髪も、その体型、いや性格によく合っていると思う。躍動感が身体からあふれている。


    　布ふ流るの晶あきらは、にやにや笑いながら、こちらを見ていた。


    「お前、何もしていないじゃないか。一人を相手にしただけで、後は逃げていただろ。疲れることなんて、どこにもない」


    「まいったのは、神経のほうだよ」


    　あれだけやり合って、平然としているほうがおかしいんじゃないか。


    　ヤンキーとの戦いは、まあ、それなりの形で決着がついた。相手は喧けん嘩か慣れしていたと思うが、布流が本気になって挑んだ途端、次々となぎ倒されてしまった。急所を蹴けられれば悶もん絶ぜつしたし、首に手刀を入れられれば泡を吹いて倒れた。


    　危なかったのは、六人目のヤンキーがキレて、ナイフを取り出した時だった。怯おびえている子ネコを捕まえて、その首に切っ先を突きつけた。


    　あのバカは本気だった。多分、ネコか布流のどちらかを切り裂くまで、収まりがつかなかったと思う。


    　なんとかなったのは、その時、野良ネコが繁みから飛び出して、ヤンキーに嚙かみついてくれたからだった。三匹のネコがヤンキーの顔や腕に飛びついて、その動きを邪魔してくれた。その隙すきをついて、ぼくがプリンを奪い取り、布流が掌しよう底ていを打ち込んだわけだ。


    「まったく、プリンに万が一のことがあったら、どうするつもりだったんだよ」


    「まあ、その点に関しては、ちっと反省しているんだけどよ」


    「とても、そうは見えないんだけどな。だいたいお前は、頭よりも身体が先に動きすぎなんだよ。おかげで事が面倒になる」


    「なんだよ。じゃあなにか。お前はプリンがいじめられるのを、あのまま黙って見ていればよかったっていうのかよ」


    　うっ。そ、それは。


    　確かに放ほうっておいたら、どうなったかわからない。ネコに、タバコの煙を吹きつけるような連中だ。エスカレートすれば、平気で殴ったり蹴ったりしかねない。最悪の事態になった可能性もある。


    　ほかに手はあったかもしれないけれど、あの時、実際にできたことがあったのかと尋ねられれば、正直なところ、思いつかない。


    「な、おれのやったことは正しかったんだよ」


    　布流は、ソファーの上で、歯を剝むき出しにして笑った。


    「ほれほれ認めちまえ。認めれば楽になるぞ」


    「うるさいな。知ったことかよ」


    　ぼくは、思いきり横を向いた。外を見るつもりだったが、すでに日が暮れていたこともあって、目に入ったのは街灯の光と、喫茶店の窓ガラスに映り込んだ布流と、そしてぼく、泉いずみ城じよう太た郎ろうの姿だった。


    　正直、自分の姿を見るのは好きじゃない。一六八㎝と背もたいして大きくないし、身体からだ全体も少し細いからだ。華きや奢しやに見えるのは、個人的に気にいらない。制服が大きく見えないぐらいの肉はあってもいい。


    　顔もあまり好きじゃない。友達ほどじゃないが、角度によっては女顔に見えてしまう。


    　要するに、自分を見ていると、男としてひ弱に見えて、情けなくなるってことだ。女の子と雰囲気が変わらないように見えることもあって、その時は小さなプライドが本当に揺らぐ。もう少しなんとかしたいと真剣に思う。


    「そもそも、あのヤンキーたちにはむかついていたんだよ。おれは」


    　ガラスに映った女の子の姿が動いたので、ぼくは顔を向けた。


    　布ふ流るのはコップを手に取って水をすする。


    　ちなみに、布流は、自分のことを、おれ、という。目上の人間と話をする時にはあたしになるが、同級、もしくは親しい人間と話す時は間違いなく、おれだ。


    「噂うわさは、ちょっと前から聞いていたんだよ。嫌なところも何回か見たしな。機会があったら、一発かましてやろうとは思っていたんだ。まさか、こんな形でやり合うことになるとは思わなかったけれどな」


    「無茶がすぎるよな。だいたい、お前は……」


    「あら、何の話？」


    　不意に、高めの声が響いた。カウンターの奥からだ。


    　顔を向けると、背の高い女の子が姿を見せたところだった。布流と同じ制服の上から、オレンジのエプロンをしている。長い髪は後ろで束ねられており、歩くたびに尻しつ尾ぽみたいに揺れる。身体はほっそりしていて、引っ込んでいるところはともかく、出ているところはあまり出ていない。


    　顔立ちは、ちょっときつめだ。友人に言わせるとかわいいということだが、ぼくは同意できない。もう少し現実を見てもいいんじゃないかな。


    　同級生で、今ぼくたちがいる喫茶店「デンドロビウム・ファレノプシス」の看板娘、高たか科しな未み来くだ。ちなみに、やたら長い店名は花の種類からとっている。ランの一種だそうだ。


    　高科とは小学校の頃ころからのつき合いで、同じクラスどころか席が隣になったこともある。家が近いから小学校、中学校は仕方ないが、まさか高校まで縁がつづくとは思わなかった。ここまで顔を合わせることになると、正直、妙な気分になってくる。


    　そのあたりは、高たか科しなも同じだったみたいで、同じクラスと知った時には、微妙な表情をしていた。


    　高科はトレイを持ってぼくたちの席まで来ると、慣れた手つきで品物をテーブルに並べた。ぼくはブレンド、布ふ流るのはアイスコーヒーだ。


    　心地よい香りがぱっと広がる。


    　布流はグラスを手に取り、ずずっと音を立ててコーヒーをすすった。その後で顔をあげて、高科を見る。


    「青あお塚つか公園でうろうろしていたバカどもの話をしてた。あいつら最低ってこと」


    「ああ、あの連中ね。ホント、嫌な奴やつらよね」


    「知っているのか？」


    　驚いて尋ねると、高科はうなずいた。顔をしかめて答える。


    「何度かからまれたことがあるからね。もう気分悪いったらないわよ」


    「ホントかよ」


    「それでも、あたしなんかまだいいほう。三組の女の子なんて、無理に奥の方に引っぱり込まれそうになったんだから。近くにいた人が気づいて、声をかけてくれたからよかったけれど、タイミングがずれていたら、どうなっていたかわからないわよ」


    「そんなこともしていたのか！」
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    　布ふ流るのは、手を握りしめた。


    「ちくしょう。それがわかっていたら、もっとギタギタにしてやったのに」


    　いや、十分に叩きのめしたと思うぞ。


    「なに、あいつらにからまれたの？」


    「ちょっと違うかな」


    　布流はかいつまんで、事情を話した。


    　話が進むと、高たか科しなの頰ほおは紅あかく染まった。怒りを隠そうともしない。


    「何よ。それ。弱いネコをいたぶって喜ぶなんて最低」


    　シビアな一言だ。外見を見ればわかると思うが、高科の性格はなかなかきつい。言いたいことはばしばし言うし、口調も時としてかなり厳しくなる。うかつな反論などしようものなら、言葉という機関銃でボロボロにされる。何度穴だらけにされたことか。


    　どうして、こんな女がかわいいのか。ぼくにはちっともわからない。


    「手加減したのを、マジで後悔している」


    　布流も容赦ない。最近の女の子は、こんなのばかりか？


    「あーあ、もう思い出すだけで、腹が立ってくる。もう、この話はいいよ。次、次にいこう」


    　布流はこちらを見た。


    「メール、来てるだろ」


    「あるよ。今日は二件かな」


    「少ないな。なんかつまらないぞ」


    「先週までが多すぎたんだよ。だいたい、布流はあちこちに首を突っ込みすぎなんだ。巻き込まれるこっちの身にもなってみろよ」


    　ぼくはケータイを取り出して、メールをチェックした。


    「まさか高校で、こんなことをするなんて思いもしなかったよ」


    　クラスメイトのトラブルを聞いて解決する。そんなのはマンガの世界だけだと思っていた。現実に、そんなことがあって自分が振り回されるなんて。想像すらしなかったよ。
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    　どうして、こんなことになってしまったのか。正直なところ、よくわからない。逃げる機会はいつでもあったし、断ろうと思えばいくらでも断れた。しかし、気づいた時には、どういうわけか、もめ事を相談され、解決のため走り回るようになっていた。


    　実のところ、きっかけとなった事件のことはおぼえている。それは、四月の半ばに起きた。


    「男の人につきまとわれて困っているの」


    　クラスメイトの女の子からそう言われたのは、ようやくクラスになじんだ四月半ば頃だ。


    　その女の子はある男に後をつけ回されて、ひどく迷惑していた。やめてくださいと言っても、聞いてもらえない。逆に回数が増える始末らしい。一日ぴったりと張りつかれたこともあって、身の危険を感じていた。


    　その男というのが、中学の時の担任教師だというから、世も末だ。


    　事情を知った布ふ流るのは、義憤に燃えて、その男と対決、見事に追っ払ってみせた。少々、手荒い手段を使ったが、それは仕方なかった。最悪の事態になる前に、なんとかしなければならなかったからだ。


    　追い払う時には、ぼくも少しだけ手を貸した。足を引っかけて転ばせたぐらいだけど。


    　布流の活躍もあって、事件は解決した。女の子はひどく感謝して、ぼくたちに何度も頭を下げてくれた。お礼に手作りのクッキーもくれたくらいだ。ぼくとしては無事に済んでよかったと思っただけで、特別なことをしたという感じはなかった。


    　だから、その後、同級生から相談が持ち込まれるようになった時は、正直なところ驚いた。そのことがいつしか口コミで広がっていたみたいで、話をすればなんとかしてくれると思われていたようだ。


    　相談は連日メールで、しかもジャンルは多岐にわたった。恋愛相談から友人との対立、家庭内の不和、はては、紛失した鍵かぎの捜索や試験はどうしたらいいのかという問い合わせまで、呆あきれるぐらい持ち込まれた。プリンの件もその一つだ。


    　誰だれもが親にも教師にも話せない悩みを抱えている。例外は少ない。悩み苦しんでどうにもならないと思うと、同じ生徒であるぼくたちに相談してくるみたいだ。なかなか一人では処理できない重い問題を持っている生徒も時にはいた。


    　相談を受ければ、ぼくたちはできるだけ対応するようにした。無視してもよかったが、実際に困った顔を見ると、やっぱり放ほうっておけない。親や友達とぶつかって、本気で悩んでいる人も多かった。高たか科しなにはお人好しと言われたが、これは仕方がないと思う。


    　それがずっとつづいて、正直、今ではどうすることもできなくなったというわけだ。
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    「まさか、こんなことになるとは思いもしなかったよ」


    「いや、まったくまったく」


    「おいおい、こうなったのは誰の責任だと思っているんだよ。布流がよけいなところに顔を突っ込むから、大変なことになるんだぞ」


    　高校では、あまり人とかかわらずに生きていくつもりだった。


    　濃い人間関係はごめんだ。中学時代のような生活は嫌だったから、いるのかいないのか、わからないような生活をするつもりだったのに……。


    　いつしか授業中はもちろん、休みの日にまで駆けずり回ることになってしまった。どうして、こうなるのか。


    「知らんぷりすればいいのかな？」


    「なんだって？」


    「なんでもない！」


    　ぼくはケータイをたたみ、コーヒーをすすった。


    「それで、どうする。何をやる」


    「そうだな。どうするかなあ」


    　布ふ流るのは腕を大きく伸ばして、ソファーにもたれかかった。


    「基本的にはなんでもいいんだけど、この前みたいな告白の仲介なんていうのはちょっと考えるな。面倒くさくて仕方がない」


    「来ているのは、そんなのばかりだが……」


    「なんでだよ。色恋はねっとりしているから嫌いだ。なんで、あんなねちねちしたことをやりたいのかな」


    「やっぱ楽しいんじゃないのかなあ」


    「おれだったら、ごめんだ。他ほかに何かないのか」


    「今のところはちょっとな」


    「困ったな。それじゃ、明日からは暇になるぞ」


    　結構なことじゃないか。用事がないのならば、たまにはのんびりしたい。家でぽけっとしていてもいいし、たまには映画を観に行ってもいい。一人でやれることはいくらでもあるさ。


    　ぼくが無理をするのはやめようと言いかけた。しかし、それよりもほんの少しだけ早く、カウンターにいた高たか科しなが声をかけてきた。


    「だったら、あたしの話を聞いてくれないかな。ちょっと頼みたいことがあって」


    「なんだよ。面倒なことか？」


    　布流が顔を向ける。ちょっと声が弾んでいる。ちっ、よけいなことを。


    「面倒なことならば、大歓迎だぞ。暇つぶしになる」


    「そのあたりはなんとも言えないな。たいしたことではないかもしれないけれど、もしかしたらとんでもないことかもしれないな」


    「なんだよ。はっきりしないな」


    「どういうことなのかよくわかっていないからよ。とにかく話だけは聞いてくれないかな」


    「いいともさ。ややこしいことならば、大歓迎さ」


    　なんだよ、せっかく余裕ができると思っていたのに、またこれか。


    　ぼくは、カウンターから出てくる高科を見ていた。ため息を懸命にこらえながら。
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    　ぼくは駅の改札口を出た所で、思いきりあくびをした。


    「ふあああ」


    　すれ違ったＯＬが変な顔をしたが、かまってはいられなかった。


    　結局、昨日も大変だった。高たか科しなの話を聞いて、なんやかんやと言っていたら、あっという間に時間が過ぎてしまった。あわてて店を出て家に戻った時には、九時を過ぎていた。帰ってからも、チャットで布ふ流るのたちと打ち合わせをつづけ、ようやく方針がまとまったのは一時過ぎだった。


    　まあ、そこで寝てしまえばよかったのだが、つい調子に乗ってネットで遊んだのがよくなかった。インスタントラーメンはどれがうまいかなんてホームページを読んでいたら、たちまち時間が過ぎて、気がついたら寝不足は確実な時刻となっていた。


    　今朝、起きることができたのはラッキーだったからだ。意志の力じゃない。


    　目を押さえながら、ぼくは左右を見回した。


    　改札口のあたりには、ブラウンのブレザーを着た生徒が固まっていた。顔を合わせるなり話をはじめる女子やら、ぼくと同じぐらい眠そうな男子やらが増えつつある。ちょっと離れた一角には、野球部の男子が一かたまりとなっている。


    　ぼくの通う私立高たか鳥とり高校は、大きな町の片隅に建っている。生徒数は一〇〇〇人ぐらいで、レベルは中の上といったところか。可もなく不可もない。ハイソな子供が通うこともなければ、学校の一角が煙で白く染まることもない。まあまあの子が集まってくる。


    　そんなこともあってか、校風はいたってのんびりしている。一年や二年の頃ころから受験勉強にきりきりするようなことはなく、授業や部活もゆったりだ。都落ち学校とバカにされるゆえんだ。教師はいろいろと気にしてカリキュラムを組んでいるようだが、ぼくは、こんなのんきな学校がちょっと気にいっていた。


    　ぼくは、ポケットに手を突っ込むと、生徒の集団に背を向けた。すぐに見知った顔が視界に飛び込んでくる。


    「よう」


    　声をかけると、男子生徒がこっちを向いた。少し目を開く。


    「よ、よう」


    　同じクラスの百もも瀬せだ。同じ中学の出身で、いっしょに受験勉強もやった仲だ。


    　いつもと同じように、ぼくは話しかけた。


    「なあ。今日の課題やったか？」


    「あ、ああ、まあな」


    「こっちは、布ふ流るのに振り回されて大変でさ。一行もやってないんだよ。頼むから見せてって……どうしたんだよ」


    　百もも瀬せは、ぼくの話をまったく聞いていなかった。そわそわしながら、背伸びして改札口を見ていた。


    「なんだよ、百瀬。何かあるのか？」


    「ああ、悪い。なんだって？」


    「だから、英語の課題が」


    「そうだな。それは、えっと──あっ！」


    　突然、百瀬は手を大きく振ると、足元に置いてあった鞄かばんを拾いあげた。


    「すまん。その話はまた後でな」


    　ぼくを置き去りにして、百瀬は改札口に向かった。


    　その先にいたのは、同じクラスの女子だった。向こうも百瀬に気づいたらしく、手を振ってきた。どことなく幸せそうなオーラを出した二人が身体からだを寄せ合うまで、たいして時間はかからなかった。


    　二人は互いしか見ておらず、どっぷりと自分たちの世界に浸っている。だから、ぼくの横を通り過ぎても合図一つしなかった。


    「なんだよ。あれ」


    　彼女を待っていたとはいえ、あまりにもひどいんじゃないか。というか、あいつ、いつ彼女を作ったんだよ。何かむかつく。


    　ぼくが幸せそうなカップルを思いきりにらんだ時、後ろから笑い声が響いてきた。


    　振り向くと、同じ制服を着た男子が口元を押さえて立っていた。


    　気持ちはわかるけれど、そんなに笑うことはないだろ。
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    「ああ、あの二人のこと。もちろん知っていたさ」


    　その男子は、ぼくの横を歩きながら、質問に答えてくれた。


    「つき合いはじめたのは、学祭が終わってからじゃないかな。どっちが告こくったのかは知らないけれど。十月に入ってからは、一緒に登下校していたよ」


    「知らなかった」


    「あいかわらず鈍いね。まあ、そこが君のいいところだけど」


    　彼が笑顔を向けてくる。それだけで心臓が跳ねあがる。


    　さっきぼくのことを笑った、この男子生徒は名前を石いそ上かみ聡さと史しという。身長はぼくよりも少し高いが、身体の線は少し細い。無駄な肉どころか、必要な肉すらちゃんとついていないのではと思ってしまう。


    　顔立ちは整っていて、目を引く。中性的というより、女性的だ。


    　実際、学祭の時、おもしろ半分で女装させたところ、あまりにも似合いすぎて、クラス中に衝撃が走った。目を見開いて、あたし女やめようかしらと言った女子の表情は忘れられない。


    　本人は女顔はいやだと言っているが、いつも笑いながら言っているので、本気かどうかはよくわからなかった。


    「君が敏感になったら、かなりつまらないと思うなあ」


    　あいかわらず、石いそ上かみは笑っている。


    　変な気分になりそうだったので、ぼくは視線をそらした。


    「そういえば、最近カップルが増えたものなあ」


    　視界に収まった生徒が二人連れだったのは、偶然だ。いちゃいちゃして見えたのも、たまたまに違いない。


    　ああ、憎しみで、人が殺せたら！


    「まあ、秋も深まってきたからね。人恋しい季節になれば、自然とそうなるさ。これからはイベントも多いし」


    　クリスマス、お正月、バレンタインデー、ホワイトデーと、カップルにとって大事なイベントは、年度の後半に集中している。寒さが身に染みるシーズンになると、勝ち組と負け組の差がはっきり出てくる。それは、きわめて腹立たしい。


    「あーあ、つまんないな。少しはこっちにも回ってこないかな」


    「それは彼女が欲しいってこと？」


    「そうだよ」


    「でも、君の近くにはかわいい子がいるじゃないか。それも二人も」


    「誰だれだよ」


    「布ふ流るのさんと高たか科しなさん。彼女たちならいいんじゃない」


    「ぜってーやだ」


    「即答だね」


    　あたりまえだ。あんなのとつき合ったらどうなるか、考えただけでも背筋が凍る。毎日、身体がすり切れるまでこき使われるか、事があるごとにバカにされながら引きずり回されるかのどちらかだ。人に踏みつぶされるアリのようなもので、哀れなことこのうえない。


    　贅ぜい沢たくはいわないから、もう少しかわいらしい女の子がいい。控えめで、人の話をちゃんと聞いてくれて、こちらを立てて、キスの時にはちょっと顔を赤くしてそむけてしまうような子が絶対いい。


    「……それは女の子に夢を見すぎだよ。もう少し現実を見たほうがいいんじゃないかな」


    　石上は首をかしげた。


    「夢は食べられないんだからさ」


    「なんだよ、それ」


    「まあ、マジレスすれば、つき合っていくうえで大事なのは、相手の性格じゃないよ。その人を前にしてどれぐらいリラックスできるかってことだろう。別に刺とげ々とげしい人でも、自分が内面をさらけ出せばそれでいいのさ」


    　石いそ上かみは、視線をそらして、前を見た。秋の風が首筋をかすめる。


    「ただでさえ、君は心に壁を作るようなところがあるんだからね。気を使う人よりは、ずけずけ踏み込んできて振り回してくれるぐらいの子がいいんじゃないかな」


    　思わず、ぼくは石上を見た。


    　表情はまったく変わっていない。


    　そのことを意識して言ったのか、それともただ思いつくままの言葉なのか、そのあたりはよくわからない。


    　様子をうかがうぼくの前で、石上はまた笑ってみせた。


    「なんだったら、どんな女の子とつき合えるか、占ってあげようか」


    「え、いや、いいよ」


    「そんなこと言わないでさ。ぼくの占いは当たるんだよ」


    　それは、本当だ。石上はよく女子に頼まれて、タロットカードを使った占いをしている。的中率はかなり高く、ぼく自身、的中の場面を見たことがある。石上のアドバイスでうまくいったカップルもいるから、笑い飛ばすことはできない。


    　もちろん、ぼくはそんな非科学的なことは気にしない。気にしないが……。


    　とんでもない結果が出たら、どうするんだよ。


    「よかったら、学校が終わったら、ぼくの家においでよ。レイ・チャールズのＣＤ貸すから、その時に占ってあげるよ」


    「いや、今日はダメ。ダメなんだ」


    　ぼくは、胸の前で両手を振った。


    「頼まれていることがあってさ。今日は布ふ流るのと残らなきゃいけないんだよ。うん」


    「ふーん。そうか。やっぱりそうなんだ」


    　石上は足を止めて、こちらを見た。容赦なく顔を寄せてくる。


    「やっぱり君は、ぼくよりも布流さんを選ぶんだ。せっかく男同士で親交を深めようと思っていたのに」


    「ち、ちょっと石上……」


    　歩道は通学路なので、うちの生徒がひっきりなしに行き交っている。


    　今、その視線はこっちに向いている。男女を問わず。ささやき合っている女子もいる。


    　やばい。このままだとあらぬ誤解を受けてしまう。なんとか、なんとかしないと。


    「やっぱり女の子がいいんだ」


    　変な言い方はやめてくれ！


    　なんでこんなことを考えなきゃいけないんだと思いつつ、ぼくは必死になって言い訳を練りあげた。まともな言葉が浮かぶまで、ひどく時間がかかった。
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    　妙なアイコンタクトを送ってくる石いそ上かみを振り切って、ぼくはようやく教室に戻った。時刻は三時半を過ぎていた。


    　今日はホントにさんざんだった。石上はやたらと話しかけてくるし、それを見てクラスの女子はくすくす笑うし。百もも瀬せは課題を見せてくれなかったから、英語の時間にはひどく叱しかられたし。どこか歯車がくるいっぱなしで、ずれまくった日だった。ひどくブルーだ。


    　ぼくは、思わずため息をつく。


    「おい、そのへんにしておけよ」


    　布ふ流るのが横目でこちらを見ると、強めの口調で言った。


    「何かあったかもしれないけど、ため息を見ると人は落ち込むことが多いんだ。こういう時なんだ。少しは気を使えよ」


    「ああ、ごめん。そうだよな」


    　こんなことではいかん。しっかりせねば。背筋を伸ばすと、目線を転じる。


    　すでに、布流も高たか科しなも教室に来ている。そして、もう一人、今日のゲストも。


    　窓際の席には、女の子が一人座っていた。丸い髪にショートの髪がよく似合っている。小柄で、身体からだの線もかなり細い。いつもより沈んだ感じに見えるのは、顔色が悪いからだと思う。目元にはうっすらと隈くまが見える。


    　控えめな性格で、どちらかというとしゃべらず静かに笑っているタイプだ。布流のようにパワーのある女の子がいると、陰に隠れてしまうところもある。穏やかで、いろいろと気が回るので、ねらっている男子生徒は何人かいる。


    　クラスメイトの平ひら瀬せ真ま美みだ。縁がなかったので、きちんと話すのは今日がはじめてになる。それがこんな形になってしまったのは、ちょっと残念かもしれない。


    「それじゃ、話を聞こうか」


    　布流は、平瀬の前にある椅子に座った。逆向きで、背もたれに胸を預けるような格好だ。


    「ゆっくりでいいから、間違いのないように話してくれ。聞いているのは、おれたちだけしかいないから」


    　授業が終わり、教室は空っぽになっていた。窓から差し込む太陽の光は、オレンジ色に変わっている。


    　昼間の熱気がすごいだけに、教室はひどく閑散としている。魂の抜かれた人形みたいなもので、まったく個性がない。別のものに変わってしまったかのようだ。


    　実のところ、ぼくはこういう学校も好きだった。考え事をするには向いている。中学の時には、意味もなく学校に残って、ぼうっとしていた。


    　ぼくは、静まった空気を乱さないようにして、固い椅い子すに座った。


    　布ふ流るのがうながしても、平ひら瀬せはなかなか口を開かなかった。こわばった表情は、その内面を素直に表わしているようだ。


    「大丈夫だから、話して」


    　平瀬の横にしゃがんだのは、高たか科しなだった。その手をしっかりと取り、いつもよりやわらかい声で語りかけている。普段は過激な奴やつだが、こういう時に気配りをできるのはさすがだ。バカなだけではない。


    「一人で抱え込んでいたら、壊れちゃうよ。この二人はバカだけど、信用できるから話してみて」


    　おい、なんて言いぐさだよ。前言撤回！


    　うつむいた平瀬が顔をあげるまでは、ひどく時間がかかった。口を動かすまでには、もっと時間を使った。


    「ここのところ、誰だれかに後をつけられているような気がするんです。昼も夜も」


    　平瀬は、高科の手を取ったまま、たどたどしい口調で話をはじめた。丁寧な口調なのは、こちらに気を使っているからだろうか。


    「はじめて気がついたのは、一月前です。学校に来る時、誰かに見られているような気がして、振り向いたら、何かが動いて。すぐに消えたんだけど、何かがいたんです」


    「……」


    「もしかしたら、気のせいかもしれないと思いました。その時はいろいろあったんで、細かいことが気になっているんじゃないかって。でも、誰かに見られているって感じは、その後もずっと消えなくて。気配もどんどん濃くなって」


    　平瀬の声はさらに低くなった。


    「見られているのは、登下校の時だけじゃなくなって。家にいる時も、学校にいる時も見られているような気がしたんです。ほかの人に確かめてもらったりもしたけれど、それっぽい人は見つけることができなくて。でも、いる。確かにいるんです。それでたまらなくなって」


    　たまりかねて、相談したというわけか。


    　ぼくは何も言えなかった。布流も何も言わないで平瀬を見ている。


    　昨日、ぼくたちは高科から、平瀬の話を聞いていた。誰かにつけ回されて、それをひどく気にしている。このままでは身体からだをおかしくしてしまうから、相談に乗ってもらえないかと。聞いた時は、それほどヤバイ気はしなかった。しかし、これはちょっと……。


    　ストーカーという言葉が頭をよぎる。だとしたら、かなり深刻だ。似たような話は聞いたことがあるけれど、これはかなりひどいほうだ。見ているだけで、何もしてこないなんて、女の子にはたまらない。


    　昨日、布ふ流るのはＯＫを出す時、いつもより時間をかけた。それは、このことがわかっていたのかもしれない。


    「毎日だとしたら、厄介だな」


    　布流の表情も渋かった。ヤバイってわかっているんだろう。


    「で、その後をつけているっていうのは男なのか、それとも女か？」


    　布流の問いに、平ひら瀬せは首を振った。


    「わからないんです。姿を見たことがないから」


    「何か、こうヒントになるようなことはないかな。それらしい人影とか。思いあたることがあるとか」


    「全然、わからない。わからないんです！」


    「ちょっと。もっとやさしく訊きいて！　怖がっているでしょ」


    　高たか科しながたしなめると、布流は口をつぐんだ。


    　教室を静寂がつつむ。再び声が響くまでは、ちょっと時間がかかった。


    「わかった。じゃあ話を変えよう」


    　切り出したのは、やはり布流だった。


    「誰だれかに後をつけられているらしいっていうのは、わかった。それで、その視線を感じるようになってから、何か変わったことはなかったか。何か物を盗とられたりとか、無言電話がかかってきたりとか」


    　ようやく平瀬は顔をあげた。


    「そんなことは何も……」


    「じゃあ、近所で変な奴やつがうろついているとかっていう噂うわさはないか」


    「聞いたことはありません。家族も何も言ってません」


    「ネットはどうだ？　悪口を書かれたとかは」


    「私は見ていません」


    　うーんとうなって、布流は腕を組んだ。


    「本当に見ているだけで、何もしていないってことか。それも厄介な話だな」


    「つけられているのは、学校？　それとも家？」


    　ぼくは口をはさんだ。よけいなことかもしれないが、やっぱり確認はしておきたい。


    　平瀬はちょっと間を置いてから答えた。


    「よくわからないんです。以前は家に近い所のほうが多かったけれど、最近では学校でも感じるようになったんで」


    「今日も？」


    　平ひら瀬せはうなずいた。顔は気の毒なぐらい青くなっている。


    「もちろん、その時には、それなりの人は見ていないんだよね。友達も含めて」


    「はい」


    「学校にストーカーがいるかもしれないのか」


    　その一言を、ぼくはきわどいところで呑のみ込んだ。平瀬を怯おびえさせても仕方がない。


    　布ふ流るのもそのあたりは同じなようで、過激な発言は控えていた。


    　その後も布流はいくつか質問をしたが、こちらが望んだような回答はなかった。


    　結局わかったのは、平瀬につきまとっている何者かがいるということ。それが誰だれなのかさっぱりわからないこと。そして直接、手出しはせず、距離を置いているということだけだった。


    「うーん。うまくないな」


    　布流は頭をかいた。そのしぐさは、どことなく子供っぽい。


    「向こうは見ているだけだからな。材料がこれだけじゃ、正直、手の打ちようがない」


    　確かに。これまでも似たような話はいくつかあったが、相手をつかむのは簡単だった。というより、犯人ははっきりしていて、それをどうにかしてほしいという話を聞くことがほとんどだった。これだけ実態がつかめない話ははじめてだ。


    「ごめんなさい」


    「平瀬が謝ることじゃないだろ。悪いのはつきまとっている奴やつなんだから」


    　今のところ、手がかりはない。あまりにも情報が少なすぎる。さて、どうしたものか。


    　ぼくは小さくうなった。


    　しばらく布流は腕を組んで、口を一文字に結んだ。高たか科しなに視線を移したのは、三十秒ほど経たってからだ。


    　何も言っていないのに、高科はうなずいた。


    　なんだ。なんなんだ？　テレパシーで会話でもしたのか？


    「城じよう太た郎ろう、悪いんだけど、ちょっと外に出てくれない」


    　高科が声をかけてきた。


    「あたしたちは、もうちょっと話がしたいから」


    「な、なんでだよ。ぼくだって関係者じゃないか。のけ者にしなくたって……」


    「女には、女同士にしかできない話があるの。いいから出て行きなさい」


    　高科は指で扉を示す。


    「ま、いいけどな。そんなに聞いていたいなら、ここにいたって」


    　布流はぼくを見て笑った。ニターッという擬音がつきそうだ。


    「ただ、女だけの話はかなりナマ臭いぞ。排卵期間のこととか聞きたいか。他ほかにもそうだなあ」


    　ぼくは文字どおり飛びあがった。手と首を同時に振る。


    「いや、いい。結構です。結構ですから好きなようにやってください」


    　いたたまれないような話をされてたまるか。こっちにだって、まともな神経ぐらいある。


    　ぼくは椅い子すから離れると、すり足で下がって教室から出た。扉に頭をぶつけたのは愛嬌だ。


    　逃げるように、教室を出る時、布ふ流るのの突き放すような言葉が響いた。


    「なんだよ、いくじなし」


    　そういう問題じゃないだろう。


    



    　　　　＊


    



    「たまらないな」


    　あんなこと言わなくてもいいだろうに。女同士の話に割って入るなんて、絶対に嫌だ。生々しすぎる。


    　ぼくは、大きく息をついて、コンクリートの壁にもたれかかった。


    　幸いというかなんというか、教室と教室を結ぶ廊下に人の気配はなかった。時刻は四時に近い。生徒は大半が帰ってしまったみたいだ。残っているのは、校庭か特別教室で部活をしている連中だけだろう。


    　傾いた太陽が、長い廊下をオレンジに染める。


    　高う鳥ちの校舎は、構造がわりと単純で、口という漢字の上と下を左右に長く伸ばしたような形だった。音楽室や美術室といった特別教室が上辺にあり、下辺が一般の教室だ。


    　普通の教室は一階に一〇クラス分あり、それがすべて横に並んでいる。東から一組、二組で、最も西に一〇組がある。それが三学年分で、ぼくたち一年生が五階、二年生が四階、三年生が三階となっている。一学年の教室が同じ階にあり、しかもきれいに横並びという校舎は、実に珍しいのだそうだ。


    　長い廊下のほぼ真ん中に立って、ぼくはぼんやりとしていた。


    　女子生徒が正体不明のストーカーにつきまとわれている。マンガや小説のネタではよく見るが、現実の話として聞いてみると、なかなかに重い。


    　平ひら瀬せは本気で怯おびえており、神経がひどく過敏になっていた。顔色の悪さから見て、病気になってしまうという高たか科しなの言葉もわかる。


    　どうやら思い過ごしということはなさそうだ。あの怯え方は本物だ。


    　性格から見ても、人をだますようなことはないだろう。たいしたことないと割りきってしまうのは、やばい。


    　つけ回している奴やつがいるとしても、タイプはまるではっきりしない。性別すらわからない。とすれば、あとは心あたりを捜してみるしかないが……。


    「そのあたりを聞いているのかな」


    　教室を見ても、声は聞こえてこない。会話の内容はまったく謎なぞだ。


    　もし、ストーカーが本物であったとして、ぼくたちに何ができるのだろうか。


    　警察に知らせて保護してもらうように頼むのか。それとも、自分たちでできるところまで相手を追うのか。


    　残念だけど、ぼくはまだ一六歳の高校生でしかない。できることはひどく限られており、最後まで守ってやれるかどうかはわからない。


    「歯がゆいなあ」


    　もっと自分が強ければ、大人に頼らずなんでもできるのに。もっと自分で自分の道を切り開くことができるのに。


    　未熟な自分が情けない。本当にむかつくし、くやしい。もっといろいろなことができてもいいはずなのに。そうさ。もっと大人ならば、あの時だって……。


    　ぼくは大きく息を吐いて、再び壁に身体からだを預けた。


    　物音がしたのは、その直後だった。


    　ガタッと響いた後に、乾いた音が廊下の空気を揺らす。


    　反射的に顔を向けると、ちょうどロッカーの上にあったバケツが落ちたところだった。


    　その先には、何かの影！


    　人か。だとすれば……。


    　ぼくは間髪容れず走りはじめた。


    「泉いずみ！」


    　布ふ流るのの声がするが、かまってはいられない。必死で、その影を追う。


    　影は廊下の角を曲がると、階段を下った。思いのほか速い。


    　ぼくも階段を一段飛ばしで下りていく。


    　踊り場を回って四階、ついで三階に向かう。


    　三階から二階に入ったところで、ようやくぼくは相手の後ろ姿をつかむことができた。


    　男だ。ジャージを着ているように見えるけど、よくわからない。


    　なんとしても追いついて、正体を確かめないと……。


    　勢い込んで、ぼくは二階にまで達した。相手は一階に向かっている。


    　身体を反転させてなおも後を追おうとしたその時だった。


    　不意に、何かやわらかいものが顔を覆った。視界がふさがり、何も見えなくなる。


    「わ、わ、わ」


    　あまりのことにバランスを失い、よろめく。立て直そうとするが、間に合わない。


    「わーっ」


    　ぼくは、そのままあお向けに倒れた。目の前に火花が散る。


    　しばらく満足に息もできず、ぼくはその場で横になっていた。


    「おい。大丈夫か」


    　布ふ流るのの声がするまで、どのぐらいかかったか。十秒か、あるいは三十秒か。頭が回っていたのでよくわからない。


    「泉いずみ、しっかりしろ！」


    「ああ、まいったな。もう」


    　ぼくは後頭部を押さえながら、身体からだを起こした。まだ痛みは残っている。


    「どうした。やられたのか」


    「いや、そういうわけじゃない。階段を下りていたら、何かがぶつかってきたんだ。避けきれなくて……」


    「ドジだなあ」


    　布流は腰に手を当てて、左右を見回した。


    「それで、さっきの物音は」


    「よくわからない。音がした方向に行ってみたら、人の影があったから、あわてて追いかけてみたんだけど……」


    　こんなことになってしまった。


    　相手は一階まで降りていた。あの速さだ。もう捕まえることはできないだろう。


    「逃げたのは、どんな奴やつだった？」


    「わからない。顔は見なかった」


    「ドジ、間抜け」


    　布流は容赦なく言い放つ。


    「せっかくのチャンスだったのに。捕まえれば、全部、解決したかもしれないんだぞ！」


    「まだそうと決まったわけじゃないだろ。っていうかそう思うんだったら、もう少し早く来いよ。二人で追いかければ、なんとかなったかもしれないんだぞ」


    「追いかけようとしたら、大きな影が横切ったんだ。カラスだったんだけど、一瞬、それが気になったんで、出遅れちまった。っていうか、逃がしたの人のせいにするなよな」


    「仕方ないだろう。突然、変なものが飛んできたんだから」


    「いったい何が……」


    　言いかけた布流の口が中途で止まった。視線も定まる。


    　かわいらしい鳴き声が横であがる。


    　ぼくが顔を向けると、白い子ネコがこちらに向かって来るところだった。


    　体長は五〇センチぐらいで、瞳ひとみはエメラルド色だ。布流にすり寄る様は、かなり愛らしい。


    「あれか？　ジャマをしたのは」


    「多分ね」


    　ぶつかってきた時、妙にやわらかい感触があった。きっとネコの腹がもろに顔にかぶさったのだと思う。どうすることもできず、そのまま倒れたというわけだ。


    「おー、大丈夫か。痛くなかったか」


    　布ふ流るのが抱きかかえても、子ネコはまったく抵抗しなかった。よく慣れている。


    「あいつ、バカだからな。何かあっても対応できないんだよ。許してやってくれよなー」


    「おいおい」


    　相手がネコだとわかったら、それかよ。もう少し言いようがあるんじゃないか。


    「あれ、お前、木きの下したのところのミャアじゃないのか」


    　布流は、首輪に指をはわせた。


    「やっぱり、そうだ。なんだよ、こんなところにいたのか」


    「知っているのか」


    「今日、話を聞いたばかりだよ。飼っているネコがいなくなったから、捜してくれないかって。手伝ってやりたかったんだけど、平ひら瀬せの話を聞くことになっていたからな。また明日ってことになったんだよ」


    　そういえば、クラスで木下の奴、ネコがどうとか言っていたような気がする。あれが、そうだったのか。


    「でも木下の家っていったら、高こ鳥こからずいぶんと離れていなかったか？」


    「うん。電車で三十分ぐらいかかるはずだ」


    「そんな遠くから、この学校まで来たのか」


    「そんなに、ご主人様と会いたかったのかあ。この野郎め」


    　布流が頭をなでると、ネコは軽く鳴いて幸せそうに目を閉じた。


    　どうも最近、ネコづいているようだ。


    　こいつのおかげで怪しい人物を取り逃がしてしまったが……。


    　平瀬の話が妄想でないとわかっただけでも収穫かもしれない。確かに、周りを探っている人間はいる。


    「で、どうする？　やるのか」


    「もちろん」


    　ぼくの問いに、布流はあっさり答えた。


    「しつこく追い回して、女の子を怯おびえさせて喜んでいるなんて、最低だよ。なんとしても捕まえて、百叩たたきの刑にしてやる」


    　こういう時の布流は、実に輝いて見える。それは、ぼくが望んでも、決して手に入らないものだ。


    「さっそく、今日から、はじめるぞ！」


    「なら、まずは平瀬を送って帰るところからだな」


    「いいや。それはおれと未み来くでやる。泉いずみには別の仕事をやってもらう」


    　そう言うと、布ふ流るのは嫌な笑いを浮かべた。


    　背筋が冷える。こういう時はろくなことがないんだが……。


    　なんの抵抗もできず、ぼくはつづく布流の言葉を待った。
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    　予感は的中した。


    　平ひら瀬せを送り届ける布流から、ぼくは学校で逃げた男の行方を追うように命じられた。


    「背格好を知っているのは、お前しかいないんだから仕方ないよな」


    　それが布流の判断だった。なぜか、その顔は笑っていたが。


    「おれたちじゃ、わからないんだから、よろしく頼むわ」


    　そんなこと言われても、もうその男が学校に残っているとは思えない。生徒も少なかったから、目撃者がいるとは思えないし。正直、学校にいても意味はないから、一緒に行くと主張したのだが、聞き入れられることはなかった。


    「まあ、やれるだけのことはやっておいてくれよ。おれが学校に戻ってくるまでにな」


    　それだけ言うと、ぼくにミャアを押しつけて、さっさと行ってしまった。


    　まったく自分勝手なんだから。


    　仕方がないので、ぼくはため息をついて校舎を調べて回った。三十分ほどあたりをうろつき、いろいろと話を聞いたが……。


    　収穫はゼロだった。それらしい生徒は見なかったし、目撃者もなかった。時間が経たっていたのだから当然だ。


    　結局、ぼくはとぼとぼと教室に戻り、自分の席に座った。


    「まったく。お前がよけいなことをしなければ、とっくに決着はついていたんだぞ」


    　ぼくは机に置いた籠かごを見つめた。


    　白いネコは、隙すき間まから、つぶらな瞳ひとみでこちらを見ている。なんの邪気もない。


    「早く戻ってきてほしいよな」


    　なおも話をつづけようとした時、いきなり教室の扉が開いた。入ってきたのは、髪の長い女子生徒だった。身体からだはすらりと細いが、胸のボリュームは意外なほどある。整った顔に、縁のない眼鏡が似合っている。知的な雰囲気を全身から漂わせている。


    　同じクラスの秋あき月つき華か也やだ。


    　教室に人がいると思っていなかったらしく、秋月は視線が合うと、少し驚いた顔をした。


    「あら、泉いずみ、まだ帰ってなかったの」


    　アルトの声には、布流には絶対にない落ち着きがある。


    「うん、まあ、いろいろあってね」


    「はは、また布ふ流るのさんに巻き込まれたんでしょう。あいかわらず大変ね」


    「腐れ縁だから、仕方ないよ」


    　ぼくは大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせた。


    「秋あき月つきもまだ帰ってなかったんだ」


    「あたしは委員会よ。図書委員の仕事があってね。本の整理をしていたら、こんな時間になっちゃった」


    　秋月は、自分の机からルーズリーフを取り出すと、自分の鞄かばんにしまった。


    　ぼくと秋月は、高校に入ってからのつき合いだが、出席番号が近いこともあって、入学した当初からよく話をしていた。高たか科しなをのぞけば、いちばん早く話をした女子かもしれない。気が合ったのか、高科や布流とも話をするようになり、いつしか同じグループで行動するようになった。


    　はっきりいって、秋月には助けられてばかりだ。学年三位の学力はさすがで、一学期から何度となく課題を見せてもらい、きわどいところを救ってもらった。夏休みの課題も、一日なんでも言うことを聞くという条件で、三分の二は見せてもらった。秋月がいなかったら、ぼくと布流の学校生活は地獄を見ていたと思う。


    　問題があるとすれば、あまりにも借りが多すぎて、いつ返済できるかわからないということだ。一日言うことを聞くという話も、今のところ保留になっている。ひたすら新しい借りが増えている現状では、先を考えると少し怖い。


    「たまには泉いずみも図書室に来なさいよ」


    　秋月は鞄を机に置くと、こっちを見た。


    「がらがらで大変なんだから。このままじゃ予算が削減されちゃう」


    「そういえば、行ったことないなあ」


    　図書室なんて、入学してから二回ぐらいしか行ったことがない。しかも、本を読みに行くのではなく、人捜しのためだったような気がする。


    「本の力を侮らないほうがいいわよ。時代はネットだけど、短い時間で、良質の情報を集めることができるんだから」


    「わかったよ。機会があったら、行ってみるよ」


    「すぐに来て。図書室存亡の危機なんだから」


    　秋月は笑った。布流みたいな豪快さはないが、心に響くものはある。


    　ぼくもつられて笑ってしまった。


    「それで、どうして、こんな時間まで残っているの？　もう五時よ。部活も終わりでしょ」


    　秋月はまっすぐぼくを見ている。


    　どうしたものか。うかつに話していいものか。


    　平ひら瀬せの件は間違いなくプライバシーにかかわることで、うかつに他人に漏らすべきではない。それはわかっているが……。


    　秋あき月つきの瞳ひとみには真剣な輝きがあり、おもしろ半分で尋ねているわけではないとわかる。何がそんなに気になるのかわからないが、秋月になら話しても大丈夫だろう。信頼度でいえば、布ふ流るのや高たか科しなの次ぐらいある。


    　ぼくはかいつまんで事情を話した。


    　秋月の表情はあまり変わらなかった。微妙に口元が引き締まっただけだ。


    「そう。ストーカー……」


    　声は低かった。


    「それは大変ね」


    「平ひら瀬せなんて真っ青でさ。あのままじゃ病気になっちゃうよ」


    　ぼくは流れにまかせて、そのまま尋ねた。


    「秋月は何か知っていることはない？」


    「ごめん。彼女とはグループが違うからよくわからないの。顔色が悪かったのも、今、言われて気づいたぐらいだし」


    「そうだよな。悪い。変なこと言った」


    「でも、ちょっと気になる話なら聞いたことがある」


    　秋月はぼくの前に来て、そのまま椅い子すに腰かけた。まっすぐにこちらを見る。


    「彼女、深ふか町まち君とつき合っているでしょ。そのことでいろいろあったらしいわ」


    「平瀬と深町が？　いつから？」


    「夏休み明けからよ。何、知らなかったの？　あんなに噂うわさになったのに」


    　全然、知らなかった。


    　深町は、クラスメイトの一人で、よく話をする。バレー部に属しており、一年でレギュラーになってかなり頑張っているらしい。いかにもスポーツマンという雰囲気で、女の子にももてると聞いていた。


    　やっかんでいる男もいるようだが、ぼくは普通につき合っていた。別に、女の子の自慢をするわけでもなければ、もてない男をバカにするわけでもない。むしろ、きさくに話しかけてくるので、こっちもさりげなくつき合うことができた。


    「そうか。平瀬と深町が……って、ちょっと待ってくれ。深町って確か八組の……」


    「そう。中学の時から一緒だった女の子とつき合っていた。永なが石いしさんね」


    　永石美み奈な子こは何度か見たことがある。大柄で目鼻立ちがはっきりしていて、外国の女優みたいな迫力があった。万事において控えめな平瀬とは対照的で、言動が派手だった。どこにいても目立つだけに、嫌っている女の子も多かったらしい。


    「あたしもそういうことには疎うといからよくわからないけれど、何か夏休みになる前から二人はダメになっていたみたいね。原因が平瀬さんなのかどうかははっきりしないけど。ただ結果だけを見れば、平ひら瀬せさんが深ふか町まち君とつき合いはじめて、永なが石いしさんは見事に振られたということになるわね」


    「うう。修羅場だ」


    　こういう話は苦手だ。布ふ流るのじゃないけれど、恋愛沙ざ汰たはドロドロしていて嫌いだ。何か、こう、もう少しすっきりと物事を進められないものか。


    「何、言っているのよ。女の修羅場なんて、そんなものじゃないんだから。本気になったら、とっくみ合いの喧けん嘩かになるわよ。物を投げ合うなんて当たり前だし」


    「嫌だなあ」


    「泉いずみは、もう少し現実を見なさい。女の子に夢見すぎ」


    「それ、石いそ上かみにも言われたよ」


    　言いたいことはわかるが、納得はできないぞ。布流や高たか科しなみたいな女の子ばかりじゃ、世の中息がつまる。


    「と、少し話がそれたわね。実際のところは本人たちしかわからないけど、はた目には平瀬さんが深町君を奪ったように見えるわけよ」


    「それで、永石が恨みを持っていると」


    「もしくは、その周りの人がね」


    　筋は通っているようにみえるが、どこかピンとこない。あまりにもドラマ的というか、ぼくの知らない世界というか。そんなことあるのか。


    　それに、永石が嫌がらせをするなら、後をつけるぐらいで済ませるだろうか。もう少し目に見える形で、何かするのではないか。


    「あ、ただ一つだけ言っておくけれど、今日、何かあったとしても、永石さんは関係ないわよ。ずっと図書室にいたから」


    「え、なんで」


    「よくわからないけれど、考え事をしていたみたい」


    「そうか」


    「なんだったら、話、聞いてみる？　まだ、その辺にいるんじゃないかな」


    　秋あき月つきが腰を浮かしたので、つられてぼくも立ちあがった。後ろについて廊下に出る。


    　廊下の先には、背の高い女子の姿があった。廊下にある個人用のロッカーから荷物を出しているところだ。癖のある長い髪は間違いなく永石のものだ。


    「ずいぶん雰囲気が暗いな」


    　かなり離れているのに、身体からだを覆う暗い空気が見て取れる。落ち込んでいるというのではなくて、もっとはるかに黒くて強い念が漂っているように見える。表情も険しい。


    「前は、あんな人じゃなかったんだけどね」


    　秋月は小さく息を吐いた。


    「わりと強引なところもあったけど、その分、そのリーダーシップがあったから、慕っている娘こも結構いたのよ。取り巻きも目立ったし。それがここのところ、人に八つ当たりすることばかりで、人の話を聞こうとしないらしいわ。おかげで、クラスの女子からもそっぽを向かれているみたい」


    「やっぱり平ひら瀬せや深ふか町まちのことが関係しているのかな？」


    「そのあたりは、よくわからないな。何か聞いてみる？」


    「いや、いい」


    　かかわりがあるのかもしれないが、確証がないかぎり、ずけずけと踏み込んではいけないだろう。遠慮のない大人じゃないんだから。ぼくたちにはぼくたちのやり方がある。


    「また機会はあるよ。やりようは他ほかにもあるしね」


    「そう」


    　秋あき月つきは、それ以上、何も言わなかった。


    　ぼくは、改めて大柄な女の子を見つめた。


    　永なが石いしは鞄かばんを手にし、こちらに向かってくるところだった。その身体からだからは、怒り、そう、強い怒気があふれているように見えてならなかった。
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    　結局、その日、ぼくは、布ふ流るのが学校に戻ってくると、ちょっと打ち合わせをしてから家に帰った。永石のことは話さなかった。うかつに語っていいかどうかわからなかったからだ。


    　平瀬のガードに入ったのは翌日からだった。登下校時、前後に張りついて、変な奴やつが出てこないか徹底的に見張った。家の周りを見て回ることもあった。


    　やりすぎって言われるかもしれないが、毎日うろついているならばこれぐらいやってもいいだろう。はじめて話をした日のことを考えれば、相手が学校に入り込んでいる可能性もあるのだから、悠長なことは言っていられない。


    　ぼくたちはケータイで連絡を取りつつ、平瀬の動きを見守った。


    　自分で言うのもなんだけど、ぼくたちはそれなりにうまくやっていたように思う。決して目立つようなことはしなかったし、注意を引くような動きもしなかった。


    　それでいて、平瀬を一人にするようなことはしなかった。少なくとも登下校と学校にいる間だけは。一週間は完かん璧ぺきに守りつづけたと思う。でも……。
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    「で、肝心の犯人は、わからずじまいってわけね」


    「身も蓋ふたもない言い方するなよ」


    　高たか科しなの言葉に、ぼくは背を向けたまま応じた。作業が大事なところにさしかかっていて、振り向いて話すことはできかった。


    「まあ、うまくいっていないことは確かなんだけど」


    　ぼくと布ふ流るのは、平ひら瀬せを完かん璧ぺきに守った。危害を加えられるようなことはなかったし、それらしい男が近寄ってくることもなかった。


    　ただ、それで事件の本質が変わったわけじゃない。ストーカーらしき人間は捕まっておらず、平瀬はまだ怯おびえていた。誰だれかに見られている気配も消えていないらしい。不安になって、夜に布流に連絡を入れたこともあったぐらいだ。


    　一度、布流が平瀬の家に泊まったこともあったが、目立った事件は起きなかった。


    「気配すらつかめないから、どうにもならないよ。気づいたことといえば、カラスとネコがやたらと多いことぐらいかな」


    「何それ？」


    「平瀬の家の周りにはいるんだよ。たくさんのカラスが。巣があるのかもしれないな。一〇羽ぐらいがうろうろしている。電柱にたくさん並んでいることもある。野良ネコも多くて、一日に七～八匹はあうものな」


    「……全然、今回の件とは関係なさそうね」


    「ない。まあ、正直、ちょっとくやしいよ、これだけやって相手の尻しつ尾ぽすらつかむことができないんだからさ」


    「それでも、あんたたちはよくやっていると思うわ。少なくとも、変な男が出なくなっただけましなんじゃない。まったくの無駄ってわけじゃないでしょ」


    　驚いて、ぼくは振り向いた。


    　目を見開くと、高科は露骨に顔をしかめた。


    「何よ。その顔は」


    「いや、高科がフォロー入れるなんて、珍しいことがあるなと思ってさ。何か悪いものでも食べたのか」


    「あたしをなんだと思っているのよ。いいことしたら、ちゃんと褒ほめるわよ。鬼や悪魔じゃないんだから」


    　違ったのかなどと言おうものなら、何をされるかわからないので、ぼくは適当にごまかして背を向けた。今は仕事を終わらせたい。


    　ぼくの前には、高科の机があり、その上にはちょっと大きめのパソコンが載っている。いわゆるデスクトップパソコンというものだ。今はケースが分解されて、内部が剝むき出しになっている。


    　今日の夕方、ぼくは高科から呼び出された。パソコンの調子が悪いから見に来てくれという理由で。疲れているのでつらかったが、結局、行くことにした。それなりにいわれのあるものだったし、まあ、本気で困っているようだったから。


    　ぼくは帰りが遅くなることを家に連絡してから、高たか科しなの家に向かった。


    　高科の部屋に入るのは、三か月ぶりだった。前もパソコンの修理だったんじゃないか？


    　六畳の部屋には、ベッドに机、小さめのクローゼットがきちんと置いてある。店のレコードを聴くためのステレオセットや、昔から大事にしているクマのぬいぐるみも健在だ。カーテンやシーツがピンクなのが女の子らしいといえるかもしれない。


    　高科は、部屋の中央に動かした椅い子すに座っていた。ジーンズに白のシャツ、ピンクのカーディガンという格好だ。自分の部屋にいるせいか、表情も態度もリラックスしきっている。


    　来るたびにちょっと照れくさい思いをする。やはり男の部屋とは違って、遠慮がある。


    　ぼくは、視線を目の前のパソコンに向けた。ドライバーで部品を外す。


    「ただ、このままじゃよくないことも確かよね」


    　また高科の声がする。暇なのか、さかんに話しかけてくる。


    「ストーカーってエスカレートするしね。今は見ているだけだからいいけれど……」


    「わかっている。必ず手を出してくるだろうな」


    　対象を見ているだけならばたいして害はないが、自分の存在をアピールしようとするのがストーカーの特徴だ。必ずなんらかの手段で接触してくる。それがメールや電話ぐらいならばまだいいが、いつか突き抜けて直接会いたいと思うようになる。それは最悪の事態だ。


    「その前になんとかしたいな。マジで」


    「晶あきらはなんて言っているの？」


    「考えているって」


    　布ふ流るのも、うまい手は思いつかないらしい。現状維持で精一杯といったところだ。


    　事態は、むずかしいところにさしかかりつつある。親や教師はあてにならない。大人の論理に従っていたら、とんでもないことになる。


    　けれど、今のぼくたちにできることもなかった。手がかりすら見つからない。


    　嫌な事態になる前に手を打ちたいが、いいアイデアは出てこなかった。


    「とにかく、誰だれがつけ回しているのかはっきりさせないと」


    「そのへんは、あたしも聞いてみるわ。やっぱり気になるし」


    「ありがと。助かるよ」


    　ぼくは、パソコンのケースを元に戻した。


    「よし、終わりっと」


    「直ったの」


    「なんとかね」


    　ぼくは、高科を見ながらパソコンを叩たたいた。


    「ケーブルが接触不良になっていたから直した。これでしばらくはなんとかなるだろ」


    「サンキュ。助かるわ」


    「ただ、応急処置だからな。いきなりドカンといくことがあるかもしれないぞ。その時はどうにもならない」


    　ぼくは、パソコンを見つめた。


    「っていうか、そろそろ買い換えろよ。こいつはもう六年、いや七年目になる。長く使っているからあちこちおかしくなっているし、スペック的にももの足りないだろ」


    　このパソコンは元々、ぼくが使っていたもので、二年前、高たか科しなに譲った。トラブルを抱えていたので、ちょっとためらったが、どうしてもと言われて渡した。案の定、三か月に一回ぐらいはおかしくなって、そのたびにぼくが呼び出されている。


    「使えなくて、いらいらするのは嫌だろう」


    「でも、あたしの場合、ネットにつないで、ワープロをちょろっと使うだけだし」


    「最近のは安いぞ。うまくやれば、定価の半分でなんとかなる」


    「そうなんだけどさ……」


    　高科は、そこで顔をそむけた。


    「……そうなったら、修理に来てくれなくなっちゃうでしょ」


    「は？」


    「こうやって話すことだってなくなるし」


    「なんだって？」


    「なんでもない！」


    　高科は立ちあがって、右手で頭をかいた。


    「なんでこうなるのよ。まったくもう。最高にむかつくわ」


    「言っていることがよくわからないんだが……」


    「わからなくていい！　とりあえず修理は終わったんでしょ。手、洗ってきて。お茶いれるから！」


    　高科は強い調子で言った。


    　なんなんだ。どうしてこんなことになるんだ。


    　やっぱり、女の子は何を考えているのかわからない。怖い怖い。


    　言われるままに、ぼくは洗面所へ行き、手を洗った。部屋に戻ってからしばらくしていると、高科がコーヒーを持ってきた。


    　軽く一杯飲んだ後は自然と雑談になった。


    「そう言えば、石いそ上かみがショスタコの七番、持ってたってさ。明日、学校で渡すって」


    　ショスタコっていうのは、ロシアの作曲家であるドミトリー・Ｄ・ショスタコービチのことだ。二十世紀の人間で、交響曲を数多く残し、生きているうちから名声を得ていた。荘厳さには欠けるけど、どこか派手な感じがあって、ぼくは好きだ。


    「やっぱり持ってたんだ。むかつく奴やつだけど、そのあたりはすごいわね」


    「なんつう言いぐさだよ」


    「いいのよ。ホントのことだもん」


    「でも、ショスタコなら店にもあるだろ。無理に借りなくてもよかっただろ」


    「そうなんだけど……店うちのものを勝手に持ち出すのはよくないでしょ。あの指揮者のはうちにもないし。前から聴いておきたいと思ってたけど、今月ちょっと苦しいから買うのはむずかしくてね。正直、助かるわ」


    　高たか科しなは、椅い子すに座ってコーヒーをすすった。


    「どうして、あんなに音源、持っているのかなあ。呆あきれるわ」


    　石いそ上かみは、自宅に大量のＣＤ、それにレコードを持っていて、話が出るたびにちょくちょく貸してくれる。Ｊ‐ＰＯＰはいまいちみたいだけど、クラシックやジャズ、Ｒ＆Ｂはすごい。落語や浪曲まであるのは、愛あい嬌きようなのか。


    　ぼくも高科もずいぶんと借りた。ジョン・レノンやサッチモは石上に教えてもらったし、高科はマリア・カラスをずいぶんと聴き込んでいたはずだ。


    「家族がコレクターなんじゃないか？」


    「それにしては、統一感なさすぎよ。まあ、おかげで助かるけど」


    「ショスタコを聴くのは、店のため？」


    「そうね。『デンドロビうウム・ファレノちプシス』のお客さんはクラシックに詳しいし。店で流していて、何も知らないっていうのは、ちょっとね」


    　話を聞いて、ぼくは高科の思いが変わっていないことを知った。


    「やっぱり店を継ぐんだ」


    　少し間を置いてから、高科は答えた。


    「あたしは、そうしたいと思っている」


    　去年、ぼくは高科から、そのことを直接、聞いた。お父さんの跡を継いで、「デンドロビウム・ファレノプシス」をやりくりしていきたい。あの味と雰囲気を残すために、できるだけのことはしたいと。


    　高科は店の手伝いが好きで、中学に入ってからは、ウェイトレスのみならず、カウンターで店番をすることもあった。さすがにコーヒーはいれさせてもらえないが、乾き物を並べてお客に出すぐらいのことはしている。ここのところ料理に興味を持ったり、コーヒーや紅茶を飲み歩いているのも、多分、先のことを考えてのことだろう。


    　高科は一人娘だから、家を継ぐことにはなんの問題もない。少なくともぼくはそう思ったし、高科もそのあたりは甘く考えていたと思う。


    　だから、そのことで最近もめているという話を聞いた時には、かなり驚いた。話を聞いてみると、どうも高たか科しなのお父さんが消極的らしい。ほかの仕事に就いてほしいと、さかんに言っているようだ。お父さんにしてみれば、今の段階で将来を決めず、広い世界を見てほしいということなのだろう。


    　もちろん、高科はいやだと言った。高科にしてみれば、自分のやりたいことが店の手伝いであり、お父さんの跡を継ぐことが社会に出ていく第一歩だった。まっすぐに自分のやりたいことをやっているだけで、一歩も引くつもりはなかった。


    　二人の間には、ちょっとした認識の差があり、それが時として表面化することがある。それが口くち喧げん嘩かのもとになるわけだ。


    　そのあたりの事情は、何度か高科から聞いていた。


    「大変だな」


    「うん。でも、それはわかっていることだから。あたしだって、自分がまだまだ未熟だってことはわかっているわよ。接客だってちゃんとできてないし、こうやって家でいれてるコーヒーもとてもパパには及ばないわ。学校を出たら、ちゃんと外で勉強しようと思っている。最初から店にいすわるつもりはないよ」


    「そうか」


    「ただ最後は、『デンドロビウム・ファレノプシス』に戻るつもり。だって原点だもの」


    「高科はよくやってる。このコーヒーだっておいしいよ」


    　ぼくがカップを上にあげると、高科は小さく笑った。


    「ありがと。お世辞でもうれしいわ」


    「別に、そんなつもりじゃ……」


    「変に褒ほめないで、その気になっちゃうから」


    　ぼくの言葉を遮さえぎって、高科は言った。視線はなぜか足元に向いている。


    「あたしのことばかり聞かないで、たまにはあんたも話しなさいよ。あんたは将来、どうするの？　プリントは出したんでしょう」


    　先日、学校で進路調査のプリントが配られた。進学なのか就職なのか、進学するとすればどこへ進学するのか、その先はどうするつもりなのか、細かな質問がたくさん並んでいた。みんな早いよと言ったし、ぼくもそう思ったが、とりあえず書くべきことは書いた。


    「あんなの適当だよ。マジに書けるわけないだろ」


    　はぐらかそうとしたが、うまくいかなかった。高科はまっすぐこっちを見ていた。その目は真剣だ。


    　今までも、何度か将来について尋ねられていたが、そのたびにぼくはごまかしていた。あまり語りたくはなかったからだ。ごまかすことができるのならば、なんとかしたかったが、今日はどうもダメなようだ。


    　高科は本気だ。目の色が違う。どうやら覚悟を決めたほうがいいらしい。


    　ぼくは、大きく息を吸ってから、話をはじめた。


    「適当に書いたっていうのは、半分がホントだよ。わからないことばかりだった。機械には興味があるけれど、それがすべてってわけじゃないし。進学するか、就職するかもまだ決めていない。ただ……」


    「ただ？」


    「どうなるにしろ、卒業したら、家は出るつもりでいる。地方の学校に行くとかもありだと思う」


    「……もしかして、おじさんたちのことを気にしているの？」


    「そういうわけじゃない。おじさんたちはよくしてくれているから。別に負担に思っているというわけじゃないけれど、これ以上迷惑はかけられないよ」


    　高たか科しなの表情が曇った。


    　彼女は、ぼくの家がどうなっているのかよく知っている。両親のこと、そしてそれにかかわる多くの問題。小学校、中学校とあれだけ言われたし、直接、話をしたこともある。いまさら隠しても仕方がない。


    「人に頼ってばかりは嫌だな。自分の道ぐらいは、自分の手で切り開きたいな」


    「そう」


    　高科がそれだけ言って黙り込んだ。


    　部屋は妙な沈黙につつまれた。


    　まいった。こういうのは困る。なんで、いつもみたいに、話しかけてこないんだよ。あのきつい口調はどうしたんだよ。


    　待っていたが、高科の口は動かなかった。微妙な表情でうつむいている。


    　ぼくはたまりかねて口を開いた。


    「ええと、布ふ流るのはどうなのかな。あいつ、プリント、出さなかったみたいだぞ」


    「あの子はわかんないな。内閣総理大臣って書くと言っていたけれど、本気だったのかな」


    　あいつは小学生か。


    「なんとも言えないなあ。何も考えないで、その時自分がやりたいと思ったことをやるかもしれないし、深く考えて自分にしかできない仕事をするかもしれない」


    「そんなに思慮深いとは思えないけれど」


    「晶あきらは、見た目ほど単純じゃないと思う。まあ、勘だけど」


    　ぼくの頭には、何も考えずに人の後についていき、後で失敗だったと気づいて頭をかかえてうずくまるシーンしか浮かばないのだが……。女の子の視点はまた違うのか。違う何かを見ているのかもしれない。


    「なんにせよおもしろい子ね」


    「変な奴やつだよ」


    　その後、ぼくと高たか科しなは布ふ流るのの話をして、盛りあがった。高校に入ってからのつき合いなのに、いつの間にか誰だれよりも仲よくなっている。多分、自分を飾らず、自分の思うところに従って動く性格に安心しているせいだろう。


    　ぼくにしては、かなり珍しいことだ。


    　本人がいないのをいいことに、ぼくと高科は言いたい放題だった。話は自分たちでも驚くほど長くつづいた。
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    「なんだよ、これ！」


    　ぼくは、アスファルトの小道を走りながら、思わずつぶやいた。


    　風が吹くと、雨粒が横から押し寄せてくる。はっきりいって、痛い。


    　水たまりは大きくなって、道のあちこちで行く手を遮さえぎっている。路面で跳ねる水滴の量も増えている。髪から水がしたたるが、どうしようもない。


    　うかつだった。いつものように平ひら瀬せを送り届け、布ふ流るのと別れた時は、まだぽつぽつ降っているだけだった。だから、大丈夫だと思ってコンビニに寄ったのだが……気がついた時には視界が煙るほどの豪雨が塊となって空から降っていた。逃げようがなく、傘もなく雨の世界に飛び出すしかなかった。


    　降りはひどくなる一方で、ぼくはシャツのみならずパンツからも水をしたたらせていた。制服のブレザーはバッグにしまっていたから無事だったが、他ほかは全滅だ。


    　道をトラックが走ると、雨水が跳んで、足を濡ぬらす。


    　身体が冷えているのがわかる。


    　このままでは、間違いなく風邪を引く。早く家に帰ってシャワーを浴びたい。


    　顔に押し寄せる雨を避けながら、ぼくは手前から数えて三つめの門の前に立った。あとはドアまでノンストップだ。


    「ただいま、おばさん」


    　ぼくはバッグを投げ捨てると、ぐしゃぐしゃ音がする靴を脱いだ。


    「廊下は後で拭くからさ。先にシャワーを使わせて」


    　とにかく今はこの身体をなんとかしたい。


    　台所から声が響いてきたが、気にしてはいられなかった。そのまま廊下を抜けて、脱衣所に飛び込む。


    　浴室には、すでに電灯がついていた。どうやら、おばさんが気を回してくれたらしい。


    　中で服を脱ぐつもりで、ぼくは扉を開けた。


    　途端に水音が響き、湯気が視界いっぱいに広がった。


    　誰だれかがシャワーを浴びていた。


    　えっ。いったいどうして？　


    　疑念が頭をよぎったその時、湯気の中で人影が動いた。髪が揺れる。


    　身体はほっそりとしており、濡れた肌はびっくりするほど白い。


    　髪は短いが、こちらに向いた背中のラインは……。


    「女の子？」


    　頭が動いて、視線が合う。その顔は……。


    　布ふ流るのだ。間違いない。


    「え、えっ……」


    　ぼくはパニックになった。


    　どうして布流がぼくの家にいる？


    　なぜ、シャワーを浴びている？　しかも、すっ裸で。


    　ありえない。そんなことあるわけがない。


    　これは夢だ。目を開けたまま夢を見ているに違いない。


    　たじろぐぼくの前で、布流は笑った。ファウストと契約した直後のメフィストフェレスのように。


    「やあ、泉いずみ。一時間ぶりだな」


    　声は穏やかだったが、どことなくおかしそうな雰囲気が漂っているのは気のせいか。


    「また会えてうれしいよ」


    「な、なんで……」


    「とはいっても、いきなり女のいる浴室に入ってくるとはなあ。のぞきかよ」


    「ち、違う。そんなつもりは断じて……」


    「そうか。見たいのか。仕方ないよな。泉も健全な男だものな」


    　布流はにやりと笑いながら、肩を動かした。


    「見たいなら、見せてやるよ。ほらほら」


    　身体からだをこちらに向けようとしている。わっわっわっ。ダメだ、ダメだ。


    「よせ、よせ、よせえ！」


    　ぼくはぱっと下がって背を向け、一目散に浴室から逃げ出した。


    　大笑いする布流の声が後ろから響いてくる。何を考えているのか、ものすごくよくわかったが、ぼくにはかまっているゆとりはなかった。
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    「ははは。おっかしいや」


    　タオルを頭に乗せたまま、布流はぼくのベッドに乗ってあぐらをかいていた。


    　白いＴシャツに、青色のショートパンツという格好で、右手でホットミルクの入っているマグカップを持っている。湯気が漂っているのは、まだ入れた直後だからだ。


    「あの時の泉の顔ったら最高だったよ。幽霊とあったみたいに、ぽかんと口を開けてさ」


    「幽霊のほうがなんぼかマシだよ」


    「おれが振り向こうとしたら、顔が青になったり、赤になったりしてやんの。あんなにあわてて逃げ出さなくてもよかったのさ」


    　ああ、そうさ。悪かったな。逃げたよ。


    　冷静に考えてみれば、バカみたいに逃げ出さなくてもよかった。すっと下がって、脱衣所で待機していれば、よかったんだ。本気で布流が振り向くつもりだったかどうかも怪しかったし。


    　ちゃんとしていれば、パニくって、ネズミに出会った某ネコ型ロボットのような対応はしなくても済んだ。してやられたような気もする。


    　ああ、もう、もうなんで、布ふ流るのがあんな所にいたんだよ！


    「そうだ。忘れるところだった。着替え、ありがとな」


    　唐突に、布流は両手をあげて、Ｔシャツを見おろした。


    「お母さんにも礼を言っておいてくれ。わざわざ買いに行ってくれたみたいだから」


    　シャツとショートパンツは手元にあったが、さすがに女の子向けの下着まではなかった。おばさんがさっき、気を利かせて買ってくれたらしい。


    「礼なら、おばさんに言ってくれよ。ぼくは何もしていないんだからさ」


    「おばさんって……それじゃ、あの人」


    「まあ、いろいろあるんだよ」


    　高たか科しなと違って、布流はそのあたりの事情を知らない。いずれは知ることになるかもしれないが、積極的に話すつもりはない。小学校、中学校でのトラブルが頭をよぎるだけに、知らないでいてくれれば、それでいい。
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    　黙ったぼくをしばらく布ふ流るのは見ていたが、やがて軽く首を振った。


    「まあ、いいや。ずぶ濡ぬれになった時はどうなるかと思ったけどな。幸い、こうやっておいしいミルクも飲めるし」


    「そういや、お前、なんでここにいるんだよ」


    「え？」


    「ちょっと前に平ひら瀬せを一緒に送って別れたばかりじゃないか。用があるのならば、その時に言えばよかったはずだろ。ケータイだって、メールだってあったじゃないか」


    　くそっ！　一言言ってくれれば、あんなことにならなかったのに。あいつが、あそこにいなければ。


    「決まってるだろ。話したいことがあるからだよ」


    　布流の口調が変わった。ひどく真剣で、声のトーンも低い。


    　気になったぼくが顔を向けると、布流はバッグからペーパーを取り出した。


    「なんだよ。それ」


    「脅迫状。平瀬の家に届いていた」


    　生ぬるい空気が一気に吹き飛ぶ。ぼくは紙を手に取って見た。


    　二枚のレポート用紙には、文字がびっしりと書き込まれていた。


    　最初の文は強烈だ。


    「オマエは、もう逃げられない。何をしても無駄。地獄のはてまで追いつめてやる」


    　その後には、平瀬がここ三日間にとった行動が書き込まれていた。家のみならず、学校での行動も細かく記されている。寝た時刻や登下校のタイミング、さらには学校での会話や家でのちょっとしたしぐさまで描写してあった。


    「なんだよ。学校へ行く時のルートまで書いてあるじゃないか。毎日変えていたのに」


    「向こうには、お見通しだったみたいだな」


    　布流は顔をしかめた。


    「女の子の後をつけ回して、何をしているか調べるなんて、むかつく野郎だぜ」


    「それにしたって、これは異常だろ。ここまで調べるなんて、ちょっと考えられない」


    　学校での会話までつかんでいるなんておかしい。クラスメイトがいる状況下で、ここまで細かい観察なんてできるわけがない。家での行動もそうだ。あまりにも細かすぎる。


    「ここまでつきまとっているなら、ぼくたちだって気づくはずだ。なのに気配すら感じさせないなんて」


    　ぼくは脅迫状を見返した。あまりにも詳細に調べすぎている。


    「そう、変だ」


    　布流は腕を組んだ。


    「なあ、この脅迫状、いつ届いたと思う？」


    「え。今日だよな。昨日だったら、平ひら瀬せが朝に教えてくれたはずだし」


    「そう。今日の午後だ。けど、考えてみろ。おれたちは今日、平瀬を送っていった時、家で郵便物を確かめただろ。その時は何も入っていなかったじゃないか」


    「え？　脅迫状はその前についていたんじゃないか」


    「違う。玄関で物音がしたから行ってみたら、これが入っていたってことだ。おれの所に連絡があったのは、泉いずみと別れてから十五分後だよ」


    「なんだって？　じゃあ、犯人はあの近くにいたってことか？」


    　布ふ流るのはうなずいた。


    「情けないよな。おれたちのやっていたことはなんだったのかって気がするよ」


    　そのとおりだ。あれだけ張りついていたのに、犯人の尻しつ尾ぽをつかむどころか、逆に裏をかかれてしまった。かなり凹へこむ。


    「どうする？」


    　脅迫状を置いてきたということは、相手はレベルを一つあげたということだ。エスカレートすれば、直接、危害を加えてくるかもしれない。あまりにも危険だ。


    　ぼくが素直にそのことを語ると、布流はあぐらをほどいて、ぼくのベッドで横になった。頭の後ろで手を組み、あお向けになって天井を見つめる。しなやかな足がまっすぐ伸びる。


    「泉の言うとおりだ。何か起きるかもしれない。多分、今のままじゃ、その前に平瀬がおかしくなる。今日だって、すごく怯おびえていたからな」


    「学校を休ませたほうがいいんじゃないかな」


    「変わらない。家でしたことだって、あれだけ書かれているんだ。部屋にいても、気が休まらないと思う。ここのところ、眠れないって言っていたしな」


    「もしかしたら、それがねらいかも」


    　脅迫状の冒頭には、地獄の底まで追いつめてやると書いてあった。このままの生活がつづけば、まさに平瀬にとって地獄になる。精神的にかなりきついはずだ。


    「だろうな。そうやって、平瀬がダメになるまで追い込むつもりなんだろ」


    「で、どうするよ。この後は」


    　布流は答えなかった。ベッドに横たわったまま天井を見ている。ようやく口を開いたのは、ぼくがもう一度尋ねてからだった。


    「思いきって、揺さぶってみるしかないかもな」


    「おい。それって……」


    「そう、罠わなを張る。向こうがわざと動きやすい状況を作って、実際に動くように仕向ける。引っかかったら、その瞬間をねらって押さえる。それしかないだろ」


    　言いたいことはわかるが、それはあまりにも危険じゃないか。平瀬に万が一のことがあったら、大変なことになる。


    「危ないのはわかっている。おれだって、こんなことはしたくない。だけど、このままじゃ何も変わらない。持久戦なんてやっている余裕はないから、一刻も早く解決するには、どっかで無理をするしかない」


    　布ふ流るのは顔だけをこっちに向けた。


    「やるなら今、今しかない。打てるだけの手を打って、大勝負に出る。うまくいけばそれでよし。ダメならば、くやしいけれど大人の手を借りるしかないな」


    　騒がれるのが嫌だからという理由で、平ひら瀬せは、ぼくたち以外に、事件について話していなかった。警察はもちろん、親にも教師にも話をしていないだろう。ストーカーなんて聞いたら、なんて言うか。


    「泉いずみはどう思う？」


    「正直、危ないと思う。できることなら、もう少し安全策を採りたい」


    　ぼくは、懸命に言葉を選びながら言った。


    　布流は何も言わない。ただ目で、先を話せとうながしているだけだ。


    「でも、平瀬が怯おびえているなら、なんとかしてやりたいと思う。ここまでかかわってしまったんだから、見捨てるなんてできない。できるだけのことはしたい」


    　せっかく頼ってきてくれたのに、突き放すようなまねはしたくない。ここで手を引いても誰だれも怒らないだろうけど……かなり後味が悪い。ガキだからたいしたことはできないが、ガキにしかできないこともある。


    「やってみよう。ただ絶対に平瀬に危険が及ばないように気を使って。人手を増やすのもいいかもしれない」


    「わかった、その線でいこう。とにかく、やれるだけのことはやるさ」


    「覚悟を決めろってことか」


    「そういうことだな」


    　布流は、横になったまま天井を見つめた。呼吸をするたびに、Ｔシャツの胸のあたりが上下する。


    　そういえば、先刻、サイズが合わなくて、おばさんが買ってきたブラはつけられなかったって言っていた。ということは、今、あの下には何もないわけで……。


    　妄想が頭を駆け抜けて、ぼくは妙な気分になった。


    　あー、もうシリアスなところなのに、いったい何を考えているんだ！


    「泉……お前、どこ見ている？」


    　布流の顔は、こっちに向いていた。視線がきつい。


    　また、ぼくは逆上した。パニックになる。


    「見ていない！　絶対に胸なんか見ていないっ！」


    「なんだあ、やっぱりおっぱい見たかったのか。仕方ないよな。男だもんな」


    　布ふ流るのは身体を起こして、再びベッドの上であぐらをかいた。邪悪な笑みを浮かべている。


    「見たいなら見せるのに。ほれほれ」


    　Ｔシャツの裾すそをつまむと、布流は軽く持ちあげて振ってみせた。


    　臍へそのあたりがもろに見える。肌が異様に白い。


    　ぼくがあわてて顔をそむけると、大きな笑い声があがった。ホントにおかしそうだ。


    　くそっ！　どうして、こういうことになるんだ！
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    　妙なテンションで、妙なひとときを過ごした翌日、ぼくはいつもよりも気を引き締めて、平ひら瀬せのガードについた。さすがにあれだけのものを見せられては、油断はできない。少しの気配も見み逃のがさないといったところだ。


    　ネコが駆け抜ければ顔を動かし、カラスが頭上を飛び越せば平瀬との間をつめたりした。


    　その日は、いつもよりさらにネコやカラスが多い日で、五〇メートル進むたびに何かが横切った。ネコがブロック塀に並んで、こちらを見ていることもあった。


    　そういえば、前にぼくと布流が助けたプリンはどうしただろうか。飼い主の所でおとなしくしているみたいだけど、元気でいるだろうか……。


    　結局、その日の朝は何事もなく、ぼくたちは学校に着いた。変なことはおきなかったし怪しい人影もなく、放課後までは大丈夫と思った。


    　ところが、そんなぼくの読みは、思いもよらない事件のおかげで、たちまちくるってしまった。
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    「どうしたんだよ。そのけがは？」


    　苦々しく笑う高たか科しなの姿を見て、ぼくはかなり驚いた。ジャージの袖そでをまくって、右腕に包帯を巻いていたからだ。


    　その横には青い顔の平瀬と、肩を落とした布流が寄り添っていた。


    　いずれもジャージ姿であったのは、その日の最後の授業が体育だったためだ。男子も同じだったが、こちらは一足、早く終わったので、先に着替えて待っていた。すると秋あき月つきから三人が保健室に行ったという話を聞かされて、ちょっと不安に思っていたところだった。


    「たいしたことはないのよ。ちょっとガラスの破片が当たっちゃってね」


    　高科は腕を振ってみせた。


    「けがは軽かったんだけど、わざわざ包帯、巻いてくれてさ」


    「でも、結構、血が出ていたみたいだし……」


    「平気だって」


    　弱々しく言う平ひら瀬せに、高たか科しなはその肩を叩たたいて応じた。


    「前に料理やってて指を切った時なんて、こんなものじゃなかったもの。まな板が真っ赤になって、どうなることかと思ったわ」


    　声を張っているのは、平瀬を心配させまいとしてのことだろう。気を使うのはわかるが、どうしてそこまで？　けがをしたのは高科であって、平瀬ではないはずだ。


    「何があったんだよ？」


    「うん、ちょっとね……」


    　口ごもった高科に代わって、布ふ流るのが応じた。


    「詳しいことは、おれから話しておくよ。二人は先に着替えてくれ」


    「でも……」


    「いいから。悪いけど、平瀬、未み来くのこと頼むな」


    　二人はためらいながらも、後でねと言って体育館に入っていった。出入り口の近くには、ぼくたちだけが残された。


    「うかつだったよ」


    　布流は、ぽつりと言った。


    「あんなところで、ねらわれるなんて思ってなかった。注意不足だった」


    「ちょっと待ってくれ。それじゃ。あのけがって……」


    「平瀬がねらわれた。未来はそれをかばって、ああなった」


    　布流の話によると、襲われたのは体育館での授業が終わった直後だった。女子更衣室に向かう途中で、いきなりガラスの破片を投げられたらしい。


    　女子更衣室は体育館二階の少し奥まった所にあり、昼でもうす暗く感じることがある。そこでねらわれたわけだ。


    「電気が消えていたから、おかしいなと思ったんだ。気になって周りを見回した時、長さ一〇センチぐらいの破片が飛んできたんだ」


    「それは……」


    「最初の一発は壁に当たっただけで済んだけれど、もう一つがかばった高科の右腕をかすめてな。けがをしてしまった」


    　布流は手を仰いで、大きく息をついた。


    「傷跡が残ったら、どうしよう」


    「大丈夫だって。高科も、たいしたことないって言っていたじゃないか。跡が残るようなけがだったら、とっくに病院に行っているだろ」


    「そうだけど、おれがもう少し気を配っていれば、こんなことには……」


    「らしくないぞ。弱気になるな」


    　ぼくはわざと語気を強めた。しっかりしてもらわねば困る。


    「学校でここまでするなんて、誰だれも考えないさ。とりあえず最悪の事態にならなかっただけでもよしとしないと」


    　エスカレートするとは思っていたが、まさかいきなり危害を加えてくるとは思わなかった。


    　学校で動くのも予想外だ。足がついたら、どうするつもりだったんだ？


    「平ひら瀬せを守ったんだから、最低限のことはできたよ。……それで犯人は？」


    「追いかけたんだけど、逃がしちまった。体育館の二階にはテラスがあるだろ。そっちに出て逃げたみたいだ。後を追ったんだけど、とんだジャマが入ってな」


    「なんだよ」


    「カラスさ。カラスが前を遮さえぎってな。巣かなんかあったのかな。とにかく行こうとしたら、翼を広げて威い嚇かくしてきて、どうにもならなかった」


    「なんだかな」


    　いまいち運がない。前回はネコで、今回はカラスか。どうも動物に嫌われているようだ。


    「ちくしょう。今度、機会があったら絶対に捕まえてやる」


    　布ふ流るのは[image: ]こぶしで手のひらを叩たたいた。


    「おれの友達を傷ものにするなんて、絶対に許せない。腕の一本や二本はへし折ってやる」


    　ずいぶんと過激な話だが、気持ちはわかる。ぼくもその男を目の前にしたら、冷静でいられるだろうか。


    「しかし、そいつはいったいどこから入ってきたんだろう。学校のセキュリティはかなり強化されているはずなのに」


    　ぼくは首をひねった。


    　以前、のぞき事件があってから、学校のセキュリティは大幅に強化された。校門には監視用のカメラがついたし、教員もしょっちゅう校内を見回っている。生徒も気をつけているので、よほどうまくやらなければ、監視の目をかいくぐることはできない。進入するには、内部の事情に詳しくないと。


    　ぼくが気になったことを告げようとした、その瞬間だった。


    　ガラスの割れる音が響いた。体育館の奥からだ。


    　まさか！


    　ぼくと布流は顔を見合わせた。


    「布流！」


    　声をかけた時、布流はもう走り出していた。弾丸のようだ。


    　ぼくもあわてて後を追い、体育館に入った。全力でリノリウムの床を蹴ける。


    　階段をのぼりはじめた時には、トップスピードに達していたと思う。


    　なのに、布ふ流るのに追いつくことはできなかった。逆に、一歩進むたびに引き離されていく。まさに風だ。


    　ぼくが二階に着いた時、布流は女子更衣室の前に着いていた。


    「おい。未み来く、平ひら瀬せ、大丈夫か」


    　扉を叩たたく。鍵かぎがかかっているので開かないらしい。


    「中はどうなっている？」


    　ようやく追いついた時、再びガラスの割れる音が響いた。たてつづけに三回だ。


    　音は更衣室の中からしている。間違いなく何か起きている。


    「鍵を借りてこよう。確か体育準備室に……」


    「そんな余裕あるか。どけ！」


    　布流は息を吸い込むと、気合いとともに右足を繰り出した。


    　渾こん身しんの蹴けりを受けて、鉄の扉は激しくきしむ。


    　二発目で蝶ちよう番つがいが飛んだ。


    「こいつ！」


    　体当たりすると、荷重に耐えられず扉は開いた。


    　布流は、そのまま更衣室に飛び込む。


    　ぼくもその後を追って突入した。


    「大丈夫か。二人とも」


    　顔を向けようとしたその時、カン高い声が響いた。


    「バカ、こっち見ないで！」


    　剝むき出しの肩とピンクのブラが視界をかすめた時、ぼくは顔をそむけざるをえなかった。


    　なんだよ。そんなこと気にしている場合か。いや、気にするべきなのか。


    「晶あきら、気をつけて！」


    　高たか科しなが叫ぶと、またガラスが割れた。これで更衣室のガラスはすべて砕かれたことになる。


    　いったい何が起きているんだ？　


    　着替え中だった二人が視界に入らないようにして、ぼくはあたりを見回す。


    　人の気配はない。結構大きな部屋には、ぼくたち以外の人間はいない。


    　となると、外か。石でも投げているのか。


    　ぼくが視線を向けると、ちょうど布流が窓枠に足をかけたところであった。


    　ちょっと待て。二階とはいえ、下までは三メートル以上あるんだぞ！　


    「てやっ！」


    　ぼくが声をかけるよりも早く、布流は外に飛び出していた。そのまま姿を消す。


    　ぼくが窓に駆け寄って下を見ると、布流は、何事もなかったかのようにバレーコートの手前を走っていた。そのまま体育館の裏に向かう。けがをした様子はない。


    　いったいなんなんだ。あいつは超人か。それとも変人か。


    　ぼくは迷った。布ふ流るのを追うべきか。それともこちらに残るべきか。


    「行って。早く！」


    　下を見つめるぼくの背中から、高たか科しなの声がした。


    「こっちは大丈夫だから。晶あきら一人じゃ危ない」


    「わかった」


    　ぼくは窓枠から身を乗り出した。ただし布流のように、そのまま飛び降りることはしない。窓枠にぶら下がって、下までの距離を十分に縮めてから手を離す。


    　高さは二メートルを切っていたと思うが、降りた時には足の裏が痛かった。顔をちょっとしかめてから、体育館の裏に回る。


    　布流の姿を見かけたのは、体育館の奥にあるテニスコートのところだった。その前には、学校と外部を仕切る緑色の金網が立っている。


    「布流、やった奴やつは？」


    「……逃がした」


    「こっちへ逃げてきたのか？」


    「ああ、このあたりで物音が聞こえた。気になって来てみたら……見てみろ」


    　言われるままに顔を向けると、金網が一部めくれあがっていた。


    「ここを通ったっていうのか」


    「本気でそう思うか」


    「いや……」


    　無理だ。確かに金網はめくれていたが、その大きさはせいぜいネコが二匹、通過できるぐらいだ。きわめて小さいスペースで、子供だって通り抜けるのは、むずかしいんじゃないか。


    「でも、気配はここで消えた。他のところには行っていない」


    　布流の表情は硬かった。金網を見る目も、いつもより厳しい。


    　目の前で起きていることが信じられないのか。それとも他ほかにわけがあるのか。そのあたりはさすがにはっきりしない。


    「でも、どうして、こんなことに。あんなにガラスが簡単に割れるなんて」


    「更衣室にこれが落ちていた。ガラスを割ったのは、多分、これだろ」


    　布流の手のひらに乗っていたのは、パチンコ玉だった。


    「こんなものであの分厚いガラスを？」


    「バカ、パチンコ玉を嘗なめるなよ」


    　布流の声はきつい。


    「小さくて重くて、そして硬いんだ。スリリングショットで打ち出せば、ガラスぐらい簡単に砕けるさ。その気になれば、人を傷つけることだってできる」


    「そんなものでねらったのか」


    　布ふ流るのは答えずに左右を見回した。怪しい人影はなかった。


    　代わって、部活に出ようとした生徒たちが集まってきた。ガラスの割れた音に気づいて、様子を見に来たのだろう。騒然とした雰囲気になりつつある。


    　これはまずい。布流もそのあたりを察したらしい。


    「一度戻ろう。平ひら瀬せと未み来くの様子を確かめないと。調べるのはその後だ」


    　了解だ。ここにいても意味はない。


    　ぼくは布流の後を追って、体育館に戻った。


    



    　　　　３


    



    　大きく息をつくと、ぼくは公園のベンチに座った。


    　ひどく疲れており、身体からだを動かすのがおっくうになっていた。成果があがらないので、精神的にもまいっている。深く腰かけると、もう動けない。


    　公園を彩る陽光は、オレンジに染まっていた。傾いた太陽は、西にある建物の陰に隠れようとしている。木々の影は伸びる一方だ、あたりを吹き抜ける風は冷たい。


    　あわただしかった一日は、ようやく終わろうとしていた。


    　あの事件の後、校内は騒然となった。授業が終わったばかりで、生徒の大半が残っていたこともあるだろう。一時は、体育館の出入り口に生徒が押し寄せ、大変な騒ぎになった。


    　事件に巻き込まれた高たか科しな、布流、平瀬、ぼくは、教師の事情聴取を受けた。渦中にいたのだから、これは致し方のないことだ。


    　正直、ぼくも布流も、ストーカーの件を話してもいいと思っていた。事がここまで大きくなってしまったのだから、大人を巻き込むのもやむをえない。あまりにも危険すぎる。


    　しかし、心あたりを問われても、平瀬は首を振るだけで、何も言おうとしなかった。何度うながされても、それは同じで、口が動くことはほとんどなかった。


    　平瀬が何も言わないのなら、ぼくたちが口出しするわけにはいかない。結果からみると、口裏を合わせるような格好になってしまった。


    　聴取から解放されたのは、四時を過ぎてからだった。


    　ぼくと布流は、平瀬と高科を家に送ってから、もう一度、学校に戻り、外から周りを調べて回った。犯人の逃げ道を探るためだ。どこかに見落としているところはないか、穴がないか、一つ一つ見て回った。


    　一時間近くうろついたが、成果はなかった。疲れただけだ。


    　ぼくはベンチに腰かけたまま、ぐったりしていた。


    「おい、これぐらいのことでだらしがないぞ。さっきまでの意気込みはどうしたんだよ」


    　白い足が目の前にある。


    　顔をあげると、布ふ流るのがこちらを見おろしていた。


    「どうやって逃げたか調べようって言ってたじゃないか」


    「そうなんだけど、やっぱ疲れてきてさ。学校で、絞られたのがこたえたよ」


    　教師に心あたりを尋ねられた、あの時間は苦しかった。ねちねちとした話は、苦痛でしかなかった。早く終わってくれという言葉を、頭で何回唱えたかわからない。


    「今日は、ちょっと苦しい」


    「だらしないぞ。それでも男かよ」


    「そういう布流だって、テンション、落ちてるだろ」


    　ちょっと前まで目を釣りあげていた布流だったが、夕ゆう闇やみが濃くなってから足の動きが目に見えて落ちていた。多分、成果があがらないせいで、気力が萎なえているんだと思う。


    　案の定、小さく息を吐くと、布流はぼくの隣に座った。


    「何かうまくいかないなあ」


    　声も少し小さい。


    「相手の尻しつ尾ぽをつかむどころか、動きを押さえることすらできない。いつでも後手後手に回っている」


    「ここまでどうにもならないと思わなかったよ。気配ぐらいはつかめそうなのに」


    「何かおかしいよな。おれたちがとんでもない勘違いをしているか。でなけば、平ひら瀬せがまだおれたちに隠していることがあるか」


    「そうじゃなければ、ぼくたちには想像もつかない何かが起きているかだな」


    　半ば冗談のつもりで言ったのだが、布流は目を大きく見開いて、こっちを見た。そうだなと応じるまでには、長い時間がかかった。


    　何だよ、驚くじゃないか。


    　布流がそのまま固まってしまったので、公園をつつむ静寂がひどく気になった。周りには人の話し声はもちろん、足音すらしない。この前までうろうろしていたヤンキーの姿も、今は見られない。


    　秋の夕暮れということもあって、人の気配が薄くなっているのか。それとも公園自体がどこか人を拒絶しているのか。


    　空気は冷える一方で、寂しげな雰囲気が消えることはなかった。静けさを打ち破るには、結構、力が必要だった。


    「平瀬は心あたりがないと言っていたけど、本当なのかな？　何かヒントはつかんでいるんじゃないのか？　今日、話さなかったのは、騒がれるのが嫌なだけとは思えないんだけど」


    「正直、脅迫状が来る前と後では、微妙に態度が変わったような気がするけど……根拠はないな。噓うそをつくタイプにはみえないんだけどな」


    「噓うそはついていなくても、隠していることはあるかもしれない。あまり人を疑うようなまねはしたくないけど、事が事だけに少し慎重になったほうがいいんじゃないかな」


    「……珍しくまともなことを言うな」


    　布ふ流るのは、ぼくから視線をそらさなかった。


    「いや、驚いた。百回に一回ぐらいのこととはいえ、いいこと言うこともあるんだな」


    「なんだよ。それじゃ、いつもはバカみたいなことしか言っていないようじゃないか。少しは信用しろよな」


    「まあ、そのあたりはともかくとして……」


    「ともかくってなんだよ。ちっとは信じろよ。これだけつるんでいるんだからさ」


    「確かに、何かあると思ったほうがいいかもな。脅迫状のことで、何か気づいたのかもしれないな」


    　布流は立ちあがった。


    「明日、一度、平ひら瀬せにも話を聞いて作戦会議をしよう。腹を割って話し合えば、今後のことも決まるだろ」


    「なら、前に言っていたあれもなしか。誘い出すとかってやつ」


    「まあ、無理だな。ここで変に動いても仕方ない」


    　そこで布流は大きく手を伸ばして、身体からだを反らした。


    「うーん。方針が決まったら、すっきりしたぞ。今日のところは帰るか」


    「だな」


    　ぼくも立ちあがり、ゆっくり歩きはじめる。


    　そこへ背後から声がかかる。


    「ちょっと待て。泉いずみ。そこで止まれ」


    「なんだよ」


    「いいから、足を止めて中腰になれ」


    　わけもわからないまま、ぼくは言われたとおりの姿勢を取った。


    「そりゃ！」


    　かけ声と同時に、背中が重くなった。何かが乗っている。腕が首に巻きついてきたのは、一瞬の後だ。


    「動くなよ。落ちちゃうだろ。しっかり支えろ」


    　あわてて手を回して、腰のあたりに巻きついてきた布流の足を支える。自然と、ぼくは布流を背負う格好になった。


    　なんなんだよ、これは！　


    　耳元で声がする。


    「今日はもう疲れた。歩きたくない。このままおぶって学校まで連れて帰ってくれ」


    「学校ってなんだよ。今日は帰るんじゃなかったのかよ」


    「ジャージをロッカーに入れっぱなしだった。あんな汗だらけの服を置いておくのは嫌だ」


    「ふざけるな。自分で歩けよ」


    「うるさいなあ。がたがた言うと、昨日のシャワーのこと、未み来くにバラすぞ」


    　ここで、そのネタを使うのか。ああ、むかつく。


    　頭にくる話であるが、その時の高たか科しなの顔を思い浮かべると、逆らうことができない。ねちねちと責められてたまるか。


    「それじゃ、エンゲージ！」　


    「なんだよ、それ」


    「『スター・トレック』見ていないのかよ。これぐらい常識だぞ。出発進行エンゲージ」


    　布ふ流るのは右手を振ると、全体重を預けてきた。


    　仕方がないので、ぼくはとぼとぼと歩きはじめた。


    　制服越しに、やわらかい感触が背中に広がる。


    　甘い香りが風に乗って、首の後ろから漂ってくる。男の汗臭さとはまるで違う。頭がくらくらするほどだ。倒れないためには、前に進むしかなかった。


    　ぼくは、公園の小道を選んで、学校に向かった。幸い、学校は公園の隣なので、うまくすればほとんど他人に見られることなく、校舎に入ることができる。


    「あー、楽だなー。歩かないで自分の行きたい所に行けるって、しあわせー」


    「こっちは重い荷物を背負わされて、かなーり不幸なんだが」


    「細かいことを気にすると、人生つまらなくなるぞ。あ、白髪見っけ」


    「痛て」


    「抜いてやったんだから感謝しろよな」


    　よけいなお世話だ。


    　布流は、ぼくの背中に乗ったまま話をつづけた。


    　はじめて会った時のこと、クラスメイトに頼まれていろいろと動き回ったこと、試験前に高科や秋あき月つきと集まって、そこそこ真ま面じ目めに勉強したこと。花火を見るため浴衣ゆかたで出てきた布流が転んでしまって、膝ひざから下がぐしょぐしょになってしまったこと。いくらでも出てくる。ネタは尽きない。


    　なつかしい話ばかりで、もう十年も前のことのような気がする。


    「そういや、明日の世界史、小テストだろ。ちゃんと勉強しているか」


    「やってない……っていうか、なんで一年から世界史があるんだよ、うちは」


    「受験対策じゃないのか。早いうちにやっておいて、二年、三年は受験用の課題をやっつけるっていう」


    「いらないよ、世界史なんて」


    　ぼくの言葉に、布ふ流るのは意外に強い調子で返してきた。


    「バカ。歴史の知識は人間が生きていくうえで、必要最低限のものだぞ。知らないと、人は同じことを繰り返すんだからな。ほれ、言ってみな。秦しんの始し皇こう帝ていが死んだのはいつ？」


    「知らないよ、そんなこと」


    「テストの範囲内だぞ。しっかりおぼえておけよな」


    　とりとめのない話がつづく。知り合って半年にしかならないが、こうして話を聞いていると、ずいぶんといろいろなことがあったと思う。


    　正直、自分が思い描いていた生活とはずいぶんと違っている。もっと物静かに生きていくつもりだったのに、今は落ち着く暇すらないほど忙しい。


    　しかし、それを悪いと思わない自分がいることも確かだ。なんでかな。　


    「なあ、一つ聞いていいか」


    　ぼくが尋ねたのは、裏門から校内に入った直後だった。


    「前から気になっていたことがあるんだけど」


    「なんだよ、改まって」


    「いや、お前、なんでこんなことしているのかって思ってさ」


    「へ？」


    「頼まれもしないで、人助けしているのは、どうしてなのかなって思ってさ」


    　ぼくは、淡々とつづけた。


    「冷静に考えてみれば、面倒だろ。うまくいけば感謝されるけど、思ったとおりにいかないことだって多い。怒られたことだってあるじゃないか。手間だってものすごくかかるのに、金を取るわけでもなく、ただ助けてやるだけ。それぐらいならカラオケ行ったり、家でネットとかやっていたほうが楽しいだろ。好んで面倒な相談を引き受けているのは、どうしてなのかって思ってさ」


    「よくそんな言い方ができるな。自分でもやっているのに」


    「悪い。だけどさ……」


    「まあ、気持ちはわかるよ」


    　布流は少し声の調子を落とした。おかげで、しんみり語りかけるような雰囲気になる。


    「面倒くさいものな」


    「べつに嫌だって言っているわけじゃないぞ」


    「わかっているさ」


    　体重が、ぼくの背中にかかる。


    「おれがこんなことをやっているのは……。なんていうかな、そう、もう少し人というものにかかわっていたいからだと思う。人と一緒にいたいんだよ」


    「そんなの普通にやっていたってできるだろ」


    「確かに、普通に話をして、普通に遊びに行く。学校で会った時だけ、バカ話をする。それでもいいさ。けど……なんていうかな。それだけだと、ちょっとつまらない気がする。表面だけの軽いつき合いになって、印象が残らない。別れてしまったら、それでお終しまい、何も残らない。そんなことにもなるような気がしてさ」


    「言いたいことはわかるよ」


    　ぼくにも思いあたるところはある。ある一瞬だけ仲のよかった友人は多い。顔を合わせている時はそれなりにうまくやっていたが、別れてしまうと相手がどんな人間だったのかよくわからないことがある。終わってみると、記憶には何も残っていない。


    「だから、もう一歩踏み込みたい。あいつこんなことを考えていたのかとか、あの娘こはこんなのが嫌だったなとか考えられるようになりたい。深くかかわって、互いに触れ合ってみたい。だから……やっているんだと思う」


    「……」


    「こうやって、あちこちに顔を突っ込んでいけば、人とのかかわりが切れることはないだろ。どこかでつながることができる。そういうのが欲しいんだろ」


    「前向きなんだな」


    　ぼくは昇降口から校内に入った。


    　にもかかわらず、布ふ流るのは降りようとしない。最後までこのままでいくつもりらしい。


    　もう陽は半ば沈んでおり、学校も闇やみの支配する世界に入っていた。寂しげな空気か漂う。


    　布流が応じるまでには、少し時間がかかった。


    「それはどうかな。むしろ逆って気がする」


    「え、だって……」


    「自分でつかみにいかなければ、消えてしまう。手を出さなければ、忘れられてしまう。そう思うから焦ってやっている。むしろ、発想としては後ろ向きだろ」


    　布流はふっと息を吐いた。甘い空気が首筋を駆け抜けて、妙な気分になる。やわらかい身体からだは、ぼくの背中にぴったりと張りついたままだ。


    「このままでもたいして変わらない、なんとかなると思っている奴やつのほうが、むしろ、前向きなんじゃないかな。少なくとも、未来が今よりも悪くならないという前提に立っているんだから。先が悪くなると思っていれば、のんびりはしていられない。必死になってあがくはずさ」


    「……」


    「この先はずっと平坦、悪くなっても誰だれかが助けてくれる。そう思っている奴はやっぱり前向きだよ。頭は使っていなくともな」


    　微妙であるが、間違っていないようにも思える。少なくともそう聞こえるから不思議だ。世界は、ぼくが思っているほど単純じゃないのかもしれない。


    　ぼくは布流を背負ったまま、階段をのぼった。


    「おい。いい加減に歩けよ。こんなところ人に見られたら、なんて言われるか」


    「いいじゃないか。言わせたい奴やつには言わせておけば。おれには関係ない」


    「あのなあ、昨日も思ったけど、お前、女として無防備すぎるぞ。もう少しちゃんとしろよ」


    「いいの。別に」


    　布ふ流るのはぼくの肩に回した手に力を込めた。太ふと股ももが腰のあたりに触れるのがはっきりとわかる。頭がくらくらする。


    「前に、進路調査のプリント、渡されたのおぼえているか」


    「あ、ああ」


    「そこに、おれはこう書いたよ。ずっとこのままでいたい。この日常がつづいてくれればそれでいいってな」


    「変わらないだろ。日常なんて、ずっとこのままさ」


    「バカ。日常なんてな、ほんのちょっとしたきっかけで変わってしまうんだ。昨日までの真実が、今日は噓うそになるなんてことはしょっちゅうさ。世界は、そんなに頑丈じゃない。だから、何度もこうやって口にしなければいけないんだ。ずっとこのままでいたい。みんなと一緒にいたいってな。大切なことは忘れちゃいけないんだよ」


    　ひどく女の子らしい言葉遣いに、ぼくは動揺した。身体がくっついていたこともあって、半ばパニックに陥る。


    　だから、つい口走ってしまった。悪気はなかったんだ。


    「ふ、布流」


    「なんだよ」


    「お前ってさ」


    「うん」


    「思ったより胸、小さいんだな」


    　直後、頭の中で火花が散った。
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    「うー、痛い」


    　ぼくが思わず頭をなでると、横にいた布流がすごい顔でにらみつけてきた。


    「バカ。変に動くな。目立ったら、おしまいだろ！」


    「けど、まだ頭が痛いから……」


    　三日前、布流に殴られた後頭部は、今日になっても痛みが消えなかった。瘤こぶも少し残っている。昨日は本気で病院に行こうかと思ったぐらいだ。


    「本気で殴りやがって。もう少し加減しろよな」


    「人がシリアスになっている時に、バカなこと言うからだろ。くそっ。本音で言ったおれがバカみたいだ」


    　布ふ流るのはブルゾンのポケットに、荒々しく手を突っ込んだ。


    「一世一代の名めい台詞ぜりふを言って、ちょっとしんみりしていたのに。あれじゃ、頭にこないほうがどうかしている」


    　そんなこと言われても、あれは仕方なかった。


    　胸を押しつけられ、質感すら感じることのできる状況にあって、まともでいられる男がいるわけないだろう。話の内容も内容だった。頭がのぼせても当然だ。


    　ぼくは悪くない。


    「まったく……人が気にしていること言いやがって」


    「えっ。そうなのか？」


    「いいんだよ。これからでかくなるんだから。くそっ。ＦとかＧになっても、お前には絶対触らせないからな」


    　布流は顔をそむけると、一人で先に行ってしまった。


    　今日この場になってまで騒ぎ立てるとは。そんなに気になることだったのか？


    　ぼくが吐息をつくと、横に石いそ上かみ聡さと史しが並びかけてきた。顔は笑っている。


    「布流さん、どうしたのさ？　何か怒っているみたいだったけど」


    「えっと、なんていうか。ちょっとした行き違いがあってさ」


    「また君がよけいなことを言ったのかい？」


    「そんなことはないと……思うよ」


    「そうであってほしいけれど、君はうかつだからなあ」


    　石上は、ぼくの横を歩きながら、布流の行方を目で追った。黒のパンツに、白のコットンシャツという格好だ。手ぶらで荷物は何も持っていない。上着がないので寒いように見えるが、本人はあまりに気にしていないようだ。


    「でも、さすがだね、布流さん」


    　石上は、前を見たまま話をつづけた。


    「怒っていても、前の二人から目を離さない。しっかり後についているよ」


    　布流は、その二〇メートルぐらい前を行く二人の後に張りついていた。雑踏をかき分けるようにして進んでいる。


    　ビルの壁にある時計は、十一時三十分を示している。人の数はこれからも増えるはずだ。


    　ぼくらが歩いているのは、町の中心にある繁華街だった。映画館やらファーストフード店が集中している区画で、人通りが多いことでよく知られている。今日は土曜日だからまだいいが、日曜の午後ともなれば、文字どおり人が連なって歩くような形になる。あまり金がかからないこともあって、中学生や高校生がうろうろしている。


    　人通りが多いということは、人混みに紛まぎれて動けば、たいていの人物は目立たないことになり、きわめて危険である。ただ、一方で、こちらが気をつけていれば、罠わなとしても十分に成立することも意味する。


    　ぼくは、ショーウインドーの前にいる二人に注意を向けた。


    　一人は高たか科しなだ。ジーンズにピンクのセーターという格好はラフすぎるように見える。ただ、それは、動きやすいようにしてくれという布ふ流るののオーダーを受け入れてのことだと思う。いちばん近くにいるだけに対応が遅れるようなことがあったら、困ると思ったからだろう。何があるのかわからないのだから。


    　その隣でこわばった表情をしているのが、平ひら瀬せだ。こちらは白のスカートに、同じ色のカーディガンで、小さめのハンドバッグを持っている。清せい楚そな雰囲気であるが、青白い顔色のおかげでかわいらしさが半減している。


    　二人は横に並んで、映画館の方角に向けて歩き出した。布流はそのうしろだ。


    　これで、二十分ほど、このあたりをうろうろしている。


    　これは、もちろん、わざとだ。ストーカーを捕らえるために、街をぶらぶらしている。


    　今日、ぼくたちは、あえて繁華街に出た。平瀬の強い主張を受け入れてのことだ。


    　ぼくも布流も、三日前の時点では、無理をするつもりはなかった。体育館での騒動を見れば、何が起きるかわからない。いきなりナイフを突きつけられてもおかしくない。慎重に様子をみるべきという判断に傾いていた。


    　ところが、平瀬に、無理をするのはやめようと言うと、強い調子で拒絶された。おとなしくしているのは嫌だと言い、一刻も早く事件を解決するために目立つ所に出てもいいと主張してきたのだ。


    　いったい何が起きたのか。なぜそこまで踏み込む気になったのか。


    　理由はわからなかったが、そのままにはしておけない。ぼくや布流は必死に説得した。あまりにも危険すぎると。後で高科も加わったが、平瀬は絶対に首を縦に振らなかった。このままでは耐えられないというのが、口にした理由であった。


    　なんとかやめてもらいたかったが、平瀬の意志は想像以上に固く、結局、ぼくたちは押しきられてしまった。一人でやるとまで言われては、どうすることもできない。


    　決まったからには、なんとしても平瀬を守り抜かなければならない。ぼくたちは計画を立て、できるだけ多くの手を打った。


    　その時に人を増やすというアイデアもあり、人選はぼくに一任された。だから、石いそ上かみに声をかけたわけだ。


    「そういえば、布流と何かあったの？」


    　ぼくが声をかけると、石上は意外そうな顔をした。


    「そんなことはないけど。どうして、そんなふうに？」


    「いや、今朝、顔合わせした時、布ふ流るのがびっくりしたような顔をしてたから。その後もあまり話をしていないし」


    　考えてみれば、布流と石いそ上かみが話をしている光景をほとんど見たことがない。どちらかが近づくとどちらかが離れるという感じだ。二人とも人見知りするタイプではないだけに、ちょっと意外な気がする。


    「前に何かあったとか？」


    「よく見ているね。うれしいよ。君がぼくのことをそんなに気にしてくれているなんて」


    「別に、そういうわけじゃないけれど……」


    　なんでそういう言い回しをするのか。ぼくはまた妙な気分になる。


    　石上は布流の背を見ながら話をつづけた。


    「まあ、なんというか、ぼくと布流さんには妙な縁があってね。そのあたりを気にしているわけさ。こっちはともかく、向こうがね」


    「そうなんだ」


    「触らぬ神に祟たたりなしというやつさ。無理することもないので、それなりに距離を置いているんだ。ぼくも華か也やもね」


    「秋あき月つきもかかわっているのか」


    　そういえば、前に勉強会をやった時、秋月と布流の間には、微妙な空気が流れていた。いったい何があるのか。


    　どんなに親しい間柄であっても、自分の心をフルオープンにすることなどない。必ず隠していることはある。ぼくにも触れてほしくないところはあり、そして布流もそうだろう。


    　うかつに聞いてはならないことだと思うが、何か引っかかる。


    　気になったぼくが視線を向けた時、石上の声が急に鋭くなった。


    「まずいな。近づきすぎている」


    　あわてて顔を向けると、布流と二人の距離は五ｍぐらいになっていた。


    「あれじゃ、犯人が来ても気づかれてしまう。少し引き離さないと」


    「どうする？」


    「ぼくがやる。君は後ろに気をつけていて。この隙すきに誰だれかが近づいてこないように」


    「わかった」


    　ぼくは神経を張りつめて、左右を見回した。


    　変な動きを見逃してはならない。挙動不審な人物は、すぐにチェックする必要がある。ぼくは息をしばらく止めて、周囲をチェックした。


    　うまくいっている。変な動きはない。


    　そう思っていただけに、突然、横から声がした時には驚いた。


    「こんにちは」


    　あわてて顔を向けると、小さな女の子がこちらを見て笑っていた。


    　年は、多分、七歳か八歳ぐらいだと思う。頭がぼくの胸ぐらいのところにあり、こちらを見あげる格好になっている。髪は黒で、肩のあたりできれいにそろえられている。


    　顔立ちは整っている。かわいいといった感じだ。フリルのついた赤いワンピースもひどく似合っている。純日本風の顔立ちなのに、瞳ひとみだけが青く、それが印象的だった。


    「はじめまして」


    「え、ああ、はじめまして」


    　少女が頭を下げたので、ぼくも頭を下げた。いったいなんなんだ。この子は？


    「えっと……」


    「ああ、すみません。名乗りが遅れまして。私はアミ・オキイシ・シュナイダーと申します。以後、お見知りおきを」


    　ひどく丁寧で、大人びた口調だった。澄んだ声とは、微妙に合っていない。


    　ぼくは対応に困った。こんな美少女に知り合いはいない。いや、だいいち、今、はじめましてと言われたばかりではないか。


    「ああ、あまり気になさらないでください。私は、悩める若人の、よきアドバイザーです。困っている人を見ると、放ほうっておけないのです」


    　ますます、怪しい。いったい何を言っているんだ。
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    　アミと名乗った美少女は、にこりと笑った。


    「あなたたちが、前を歩いている二人を、いや正確に言えば、あの白いスカートをはいている女の子を守っているのはよくわかります。素人にしては、なかなかの手際です」


    「な！」


    「けれど、隙すきもありますよ。あなたがたは後ろと横に注意を向けすぎて、前を軽んじています。いきなり振り向いて、ナイフを突きつけられたらどうするつもりなのですか」


    　この娘こは何者なんだ？　どうしてこっちの考えていることがわかる？


    　ぼくが見おろしても、美少女は気にしたそぶりを見せなかった。その横顔は、ひどく大人びて見える。


    「たとえば、ほら、あの帽子をかぶっている男の人、怪しいと思いません？」


    　言われるがままに顔を向けると、ニットキャップをかぶった男が二人の前を歩いていた。距離は一〇メートルあまりで、間に入っているのは、二、三人しかいない。高校生ぐらいだろうか。赤いジャンパーがよく目立つ。


    　サングラスをかけて、後ろをちらちらと見る様は、確かにおかしい。


    　まさか、あいつが！


    　考えるより前に、ぼくは走り出していた。


    　ちらっと後ろを見ると、美少女の姿は消えていた。現れたのと同じぐらいの唐突さだ。気になるが、かまってはいられない。


    「布ふ流るの！」


    　ぼくが声をかけると、布流も何か察したようだ。


    「お前は二人を頼む！」


    　横にいた石いそ上かみに言い残すと、すぐに駆け出す。


    　ぼくたちが動くのに気づいたのか、その男も急に走り出した。一気に逃げようとする。


    「あいつか。犯人は！」


    「わからない。でも、何かある」


    「よし！」


    　布流は一気に加速する。人混みなんてまるで気にしない。


    　相手の男は相当に足が速かったが、布流にはかなわなかった。たちまち距離がつまる。


    　たまらず男は角を曲がって、小道に入った。


    　布流はためらうことなく後を追う。


    　ようやくぼくが小道に入ると、そこには信じられないような光景があった。


    　男は足を止めて、左右をうかがっていた。ビルの谷間にある小道には、横に逃げるスペースはない。どうにもならない。


    　そして、前にも行くことができない。


    　布ふ流るのが立ちはだかっていたからだ。


    　どうやってかわからないが、布流は男を抜いて前に出てしまったらしい。男にとっては小道に入ったのが失敗で、ぼくと布流に挟きよう撃げきされるような形になった。


    「もう逃がさないぞ。この卑ひ怯きよう者もの」


    　怒りに震える布流の声が響く。


    「よくも女の子の後をつけ回してくれたな。覚悟しろよ。ギタギタにしてやるからな」


    　やりすぎはよくないが、ぼくも気分は同じだ。徹底的に締めあげたい。


    「まずは、その顔を拝ませてもらうぜ」


    　布流は、まさに一瞬で、男の懐に入った。襟えり首くびをつかみ、右の手を振りあげる。


    　その[image: ]こぶしが振りおろされる瞬間だった。


    「待って！」


    　高い声が響く。


    　きわどいところで布流は手を止めて、ぼくの後ろを見た。


    　つられるようにして、ぼくも振り返る。視線の先には眼鏡をかけた女の子の姿があった。


    　秋あき月つき華か也やだ。まっすぐに布流を見ている。


    「彼は違うんです。離してください」


    「え？」


    「関係ないんです。ストーカーとは」


    　驚いた布流が手を離すと、男はよろめいて膝ひざをついた。衝撃でサングラスが落ちる。


    　陽に焼けたその顔には見おぼえがあった。というより毎日見ている。


    　平ひら瀬せの彼氏である深ふか町まち順じゆん一いちの顔がそこにはあった。


    　どういうことだ？
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    「平瀬さんは、今日のことを深町君に話していたのよ。あらかじめね」


    　近くのファーストフード店で、秋月はゆっくり話をはじめた。店の奥にある六人掛けの席は、一つをのぞいて埋まっていた。秋月、高たか科しな、布流、石いそ上かみ、そしてぼくだ。


    　平瀬は深町が家に送っていった。ちょっと前に家に着いたという連絡が入ったから、もう大丈夫だろう。


    　なぜ深町があそこにいたのか。そして、タイミングよく秋月が出てきたのはどうしてなのか。ぼくたちは、自然と秋月に説明を求めた。


    　ファーストフード店に入って席についた時、ぼくたちの表情は、見事なぐらいばらばらだった。石上が微笑を浮かべていたのに対して、秋月は無表情に近かった。布流はどういうわけか怒って顔をそむけていたし、高たか科しなはそんな布ふ流るのの機嫌が気になったのかどこか心配そうな表情をしていた。


    　ぼくは、状況がわからなかっただけに、ひどく神妙にしていた。席についた時から秋あき月つきを見ていただけで。


    　秋月が話を切り出したのは、みんなが一通り何かを飲んでからだった。


    「ううん、話したのは今日のことだけじゃないの。今まで起きたこと、全部よ。一昨日おとといまでは心配させるのが嫌で黙っていたみたいだけど、さすがに耐えきれなくなってね」


    　秋月は黒のフレアスカートに、ベージュのシャツといういでたちだった。ジャケットは脱いで、空いている席に置いている。


    「それで深ふか町まち君は、驚くより心配になったわけ。何かあるとは思っていたけれど、ストーカーにつきまとわれているなんて考えてもいなかったから。今日、こんなことをするなんて言われたらなおさらよ。気持ちはわかるでしょ」


    　秋月が視線を向けてきたので、ぼくは素直にうなずいた。同じ状況にあったら、多分、ぼくも同じことを言っていたと思う。


    「もちろん、平ひら瀬せさんとしては巻き込みたくなかったから断った。でも、どうしてもって言われて、首を縦に振ったの。もう一人、誰だれかを連れてくることを条件に」


    「それが秋月？」


    「そういうことね」


    　秋月は、素直に応じた。


    「あたしと深町君で様子を見ていた。何かあったら、いつでも動けるようにしてね。もちろん、迷惑をかけたくなかったから、遠くから見守るつもりだったの。でも、気になったのか深町君はどんどん近寄ってしまった。多分、そのことには平瀬さんも気づいていたでしょう。声をかけなかったのは、多分、きっかけがなかったからだと思う。それで、しばらくはその状態がつづいていたけれど……」


    「ぼくたちに見つかってしまったってわけか」


    「深町君もそれに気づいて、あわててはなれようとしたんだけど、うまくいかなくて……結局ああなって」


    「まったくだよ」


    　頭を下げる秋月に、布流は容赦なく言い放った。顔は横を向いたままだ。


    「おまえたちが出しゃばってこなければ、真犯人を引きずり出せたかもしれないのに」


    「それは、本当にすまないと思っています。ただ、平瀬さんを心配していた深町君のこともわかってほしいんです」


    　布流は何も言わなかった。秋月はさらに先をつづける。


    「さっきも言ったとおり、彼は、何かが起きていることは察していたみたい。それがなんなのか探っていたんだけど、なかなかできなかった。あなたたちに学校で追いかけられたこともあったみたいで、うまく平ひら瀬せさんからも話を聞けなかったみたいね」


    「深ふか町まちが追いかけられた？」


    　ぼくは、そこが引っかかった。


    「それってもしかして、十日ばかり前のこと？」


    「そう。平瀬さんがはじめてあなたたちに相談した日ね」


    「くそっ。じゃあ、あれは深町だったのか」


    　心配して様子を探っていた深町だが、ぼくたちに気づかれて逃げた。多分、勘ぐられるのが嫌だったのだろう。


    　理由はわかるが、おかげで、とんでもない遠回りをしたことになる。あの男が犯人じゃないなら、マークすべき相手が違っていたわけだ。


    「今日は、本当にごめんなさい。こんなつもりじゃなかったのに」


    　秋あき月つきがまた頭を下げた。


    　そんなこと言われても、困ってしまう。悪気はなかったんだから、仕方がないだろう。


    「そんなに気にしなくても……なあ、高たか科しな」


    「そ、そうよ。深町君の気持ちもわかるもの」


    　高科は雰囲気を察してか、しっかりとぼくに合わせてきた。


    「真ま美みの考えていることも理解できるし。仕方なかったのよ」


    「ありがとう。泉いずみ君、未み来く」


    　秋月はちらりと横を見る。


    「でも、布ふ流るのさんはまだ許してくれないみたいだけど……」


    　布流はまだ横を見たままだった。


    　困った奴やつだ。気持ちはわかるが、不可抗力だろう。友達が謝っているのだから、許してやればいいのに。仲が悪いわけじゃ……。


    　そこまで考えた時、ぼくは秋月の言葉に違和感をおぼえた。


    　なぜ、秋月は布流のことをさんづけで呼ぶんだ？　高科のことは未来と言うのに。他ほかにも名前で呼ぶ友達は多いのに、なぜ布流にだけ距離を置くのだ？　


    　つるんでいる時間は長いのに、何か変じゃないか。気になる。


    「でも、まあ、これで振り出しに戻ったと思えばいいんじゃないか」


    　いきなり石いそ上かみが口をはさんできた。


    「幸い誰だれもけがをせずに済んだのだから、もう一度、考え直せばいいと思うよ」


    「最初よりは半歩後退という感じだけどね」


    　ぼくはため息をついた。平瀬が相談に来た時に逃げた男が深町だとすれば、犯人像は最初から練り直しだ。男か女かすらわからなくなっている。


    「今のところは、お手上げだ」


    「なんなら占ってあげようか。今日もカードを持ってきているんだよ」


    「石いそ上かみ」


    　布ふ流るのがきつい声で言うと、石上は肩をすくめた。微笑を浮かべる。


    「まあ、冗談はさておき、こうなってしまったら仕方がない。袋小路にはまったなら、最初に戻ればいいんじゃないか」


    「どういうことだよ」


    「平ひら瀬せさんをいちばん恨んでいるのは、誰だれかって、考えてみることさ。それが基本だろう」


    「えっと、それは……」


    　ぼくは秋あき月つきと高たか科しなを見る。おおまかな状況を二人は知っているはずだ。


    　渋い表情を見れば、なんとなく見当はつく。これまで聞いた話をまとめれば、最も恨みを持っているのは永なが石いし美み奈な子こということになる。


    　しかし、永石が動いているとは思わなかった。気になってちょっと調べてみたが、ここのところ永石は家と学校の間を往復しているだけで、ろくに外出もしていなかった。体調を崩しているのではという話もあるぐらいだ。平瀬の件に直接、かかわっているとは思えない。


    「むずかしいなあ」


    　ぼくは首を振った。


    「よくわからないよ。はっきりしないことが多すぎる」


    「それも大事だ。確かに。話を聞いただけでも、引っかかることが多すぎる。何かおかしいんだ。だから、きちんとさかのぼって考えないといけないのさ」


    　石上は指を立てた。


    「相手の気配はまるでないのに、まるで見てきたかのように平瀬さんの動向をチェックしていること。これだけ時が経たっているのに、その姿がまったく見えないこと。直接、手を出しているのに、あまり大きな騒ぎになっていないこと。これはやっぱり変だよね。とりわけ、あの脅迫状はおかしい。たとえ、ぴったり張りついていたとしても、あそこまで日常の動きを調べることができるとは思えない。普通の人間には、まず無理だね」


    　最後の言葉を聞いた瞬間、布流の顔が石上に向いた。目には強い輝きがある。まるでにらみつけているかのようだ。


    　石上は、布流を無視して話をつづけた。


    「何か常識では考えられないことが起きているのかもしれない。簡単に計算できない事件になっているとすれば、我々は警戒水準を引きあげるべきじゃないのかな」


    　石上の言葉に反応したのは、秋月だった。珍しく目を大きく見開いて、布流と石上を同時に見る。声もかすかに震えている。


    「そんな。なら……」


    「我々には、どんな細かなことでも、報告する義務がある。もし、これが彼らにかかわりあることだったら……」


    「関係ない！」


    　布ふ流るのは立ちあがった。


    　いったいなんだ。何が起きているんだ？


    「あんなこと、簡単に起きるはずはないだろう。気にしなくていい。わからないのは、単におれたちの調べ方が悪いだけだ！」


    「しかし……」


    「よけいなことを言うな！　関係あるはずがないんだ！」


    　布流はテーブルを手のひらで叩たたくと、席を離れた。そのまま店から出ていってしまう。


    　なんだよ、何があったんだ。


    　布流の後を追って、ぼくも立ちあがった。放ほうっておくわけにはいかない。


    　店を出る時、ちらりと後ろを見ると、何か言いたげな高たか科しなの顔が見えた。そちらも気になったが、声をかけるゆとりはなかった。もう布流は店から出ていたのだ。
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    　ぼくがようやく布流に追いついたのは、五分ほど後のことだった。超高層ビルの下にある公園で立ちつくしていたのだ。


    　秋のやわらかい陽光を浴びた布流の姿は、ひどく寂しげに見えた。


    　落ち込んでいる時とも少し雰囲気が違う。今まで感じたことのない孤独の陰がある。踏み込むには勇気が必要だった。


    「どうしたんだよ。いきなり飛び出したりしてさ」


    　ぼくは横に立って声をかけた。


    「みんな心配しているぞ」


    　布流は答えなかった。うつむいたまま動こうとしない。


    「深ふか町まちのことなら仕方ないだろ。あれはどうにもならないことだったんだから」


    「……」


    「それとも石いそ上かみの話を気にしているのか？　あれはいったい……」


    「関係ない！　そんなこと！」


    　布流の声は強かった。それは言った本人が驚くほどであった。


    「悪い。別に怒っているわけじゃないんだ。ただ、あの話にはあまり触れてほしくなかったんだよ。石上もそれはわかっていて言ったんだろうけど……」


    　布流は顔をそむけて、また口を閉ざした。


    　さっきからどうも様子がおかしい。布ふ流るのはもちろん、石いそ上かみや秋あき月つきの反応も不自然だ。三人の間で何かができあがっており、ぼくや高たか科しなは踏み込むことができない。


    　もしかしたら、何か気づいていないことがあるんじゃないか。今までぼくが見ていたのは上っ面だけで、裏ではとんでもないことが起きているのではないか。


    　何か世界が旋回するかのような感覚をおぼえる。何か変だ。見ている情景が裏返って、まったく異なる何かが見えてきそうだ。


    　ぼくは無言で布流を見つめた。


    　静寂が公園を包みこむ。人の気配もほとんどない。まるで、本来の世界から切り離されてしまったかのようだ。


    　黙っているのに耐えられなくなって、ぼくが声をかけようとしたその瞬間……。


    　布流が顔をあげて、視線を公園の入り口に向けた。


    「来やがったか、こんな時に」


    　声は低い。表情も引き締まっている。


    「見てみろよ」


    　自然と、ぼくもそちらに顔を向ける。


    　一〇ｍほど離れた所にある楠くすのきの横に人影が三つあった。こちらに向かっている。


    　顔と体つきには、見おぼえがあった。


    　半月ばかり前に、公園でやり合ったヤンキーだ。ネコをいじめていて、それに腹を立てた布流が叩たたきのめした。しばらく姿を消していたが、まさかここに現れるとは。


    「意い趣しゆ返しでもしようっていうのか。おもしろいや」


    　ぼくを押しのけて、布流が前に出た。その[image: ]こぶしは固く握られている。


    「ムシャクシャしていたところだ。ここで憂うさを晴らしてやる」


    「待てよ。何か様子がおかしい」


    　三人の足どりは、異様に遅かった。身体からだは左右に大きく揺れて、ぴたりと定まることがない。視線もずれている。


    「ここは、ちょっと待って……」


    「そんな悠長なことしていられるか！」


    　ぼくが言い終えるより早く、布流は駆け出していた。真ん中の男と向かい合う。


    　ヤンキーは腕を振りあげた。


    「やっぱり、やるつもりかよ！」


    　布流は、振りおろされた腕を軽くかわした。


    「そんなのにやられるか！」


    　布流はかがんで一撃をかわすと、逆に右腕を大きく振るった。[image: ]こぶしが腹に食い込む。


    　まともにみぞおちを叩たたいたように見えたが……。


    　ヤンキーは平然としていた。表情すら変えずに反撃してくる。


    　間一髪でかわして、布ふ流るのは下がる。


    「危ない！」


    　今度は、横から別のヤンキーが両手を伸ばしてきた。抱きかかえようとしている。


    　相手の動きを見て、布流は横にかわし、今度は回し蹴げりを入れた。


    　これもこめかみを正確に叩たたいたが、まるで効いていなかった。平然と手を伸ばしてくる。


    　何の格闘技をやっていたかは知らないが、布流のパワーは普通ではない。殴っただけで大の男を気絶に追い込むことができるし、蹴りを入れればぶ厚いガラスでも簡単に砕いてしまう。この間みたいに、鉄のドアを壊すこともできる。


    　その攻めが、今はあっさりと跳ね返されている。


    　問題は布流にあるわけじゃない。相手のヤンキーがおかしいだけだ。まるで痛覚がないかのような動きをしている。このままじゃやばい。


    　ぼくは前に出たが、すぐに布流が手で遮さえぎった。


    「よけいなことはするな。こいつらとの決着は、おれがつける」


    「でも……」


    「やりようはある！」


    　布流はヤンキーとの間合いを自らつめた。相手は例によって殴りかかってくる。


    　右手の[image: ]こぶしを寸前でかわすと、身体からだを沈めて、今度は足払いをかけた。


    　軽く左足を薙なぎ払っただけのように見えたが、ヤンキーはバランスを失って、あお向けに倒れた。


    「今度は！」


    　布流は、右から迫ってくる敵の懐に飛び込むと、膝ひざ蹴りを入れた。


    　急所への一撃だ。さすがに男も前のめりになる。


    　離れざま、布流は回し蹴りで首筋に一撃を叩き込む。


    　二つの攻撃には耐えられず、ヤンキーは気を失って倒れる。


    「もう一人は！」


    　布流が振り向くのと、三人目の男が殴りかかってくるのはほぼ同時であった。左にかわせたのは奇跡に近い。


    　ヤンキーの[image: ]は、布流の身体をかすめ、その後ろにあった街灯のポールを叩いた。


    　骨が砕けてもおかしくない勢いであったが、ヤンキーは平然としていた。負けたのは、むしろポールで、殴られたところから大きく曲がってしまった。


    　なんという力。こいつら、本当に人間か？


    「いい加減、おとなしくしろ！」


    　布流は三人目に掌しよう底ていを叩き込んだ。


    　大の男がバランスを崩して下がる。もう一息で倒せる。


    　そう思った時、視界の片隅で、何かが動くのが見えた。


    　先刻、足払いで倒したヤンキーが起きあがっていた。右手に何か袋のようなものを握って、布ふ流るのをねらっている。


    　くそっ！　やらせるか！　


    　ぼくは近くの石を拾うと、全力で投げた。


    　石はほぼ一直線に飛び、まさに手が離れる寸前の袋に当たる。


    　袋の口が開いて、中身が宙に舞う。緑の粉だ。


    　粉は大半がヤンキーにかかった。顔が緑に染まる。


    　ヤンキーの様子が変わったのは、その直後だった。


    「ぐわあああ！」


    　悲鳴とも雄たけびともつかない声をあげて、ヤンキーはその場に倒れ込んだ。ひどく苦しんでいる。


    　まるで粉が熱を帯びているかのようだ。懸命に払いのけようとして、手を振る。


    　しかし、状態はまるでよくならない。身体からだは痙けい攣れんし、呼吸も激しく乱れる。


    　何度かうめき声をあげると、ヤンキーはあお向けに横たわったまま動かなくなった。目は開いたままだ。


    　なんだよ、これは。いったい、どうなっているんだ。


    　駆け寄ろうとするぼくの前で、三人目のヤンキーが倒れた。布流の一撃が顔面をつらぬいていたからだ。


    　ようやく、ぼくは男の横に歩み寄った。ゆっくりと手を伸ばす。


    「触っちゃダメだ！」


    　言うなり、布流はぼくの手を引っぱった。あまりにも強かったので、危うく倒れるところだった。


    「なんだよ、おい」


    　ぼくが尋ねても、布流は答えなかった。ただ顔が緑になったヤンキーを見ているだけだ。


    　何が起きているのから、まったくわからない。


    　くそっ！　誰だれか説明してくれよ！


    　いら立ってぼくは首を振る。


    　その時、視界の片隅に二人の女の子が飛び込んできた。


    　背丈はかなり違う。一人は、もう一方の胸のあたりに頭がある。


    　どちらも見おぼえがある顔だ。


    　小さいほうは、先刻アミと名乗った美少女だ。まっすぐにこちらを見ている。


    　そして、もう一人は、あの永なが石いし美み奈な子こだった。ひどく陰気な顔をしているが、間違いない。


    　けれど、どうして、あの二人が一緒に？　知り合いなのか。


    　さらに注意を向けようとしたその時、横で声が響いた。


    「ちくしょう。なんで、なんでだよ」


    　布ふ流るのだ。ひどくつらそうな口調だ。泣いているようにも聞こえる。


    　うつむいているので表情はよくわからないが、本当に泣いていたかもしれない。


    　何をそんなに気にしているのかよくわからない。いったい何があるんだ？


    　ぼくは、布流と動かなくなったヤンキーたちを見つめた。


    　風が吹き抜け、土ぼこりが舞いあがる。


    　静寂があたりをつつみ込もうとしたその瞬間、公園の空気が一気に変わった。


    　頭上で異様な声があがった。何かのうなり声のようだ。


    　反射的に顔をあげると、木の枝に止まっている鳥の姿が見えた。


    　その数は一〇や二〇じゃない。一〇〇か、もしかしたらそれを超えている。


    　公園の木々は、無数の鳥によって占領されていた。枝は鳥の群れでびっしりだ。


    　その瞳ひとみは、すべてぼくたちに向いている。


    　カラスが声をあげると、すぐにハトやスズメも鳴きはじめた。タクトで合わせたかのようなすさまじさだ。


    　地鳴りのような声に、空気が震える。


    「いけない！」


    　布流は倒れたヤンキーに手を伸ばす。


    　その瞬間、木々を覆う鳥たちが羽ばたいた。竜巻と化し、そのまま地面に降りてくる。


    　鳥の群れがめざしたのは、あのヤンキーたちだ。ためらうことなく襲いかかる。


    　嘴くちばしが身体からだをつらぬき、爪が腕や足をがっちりとつかむ。


    　服はたちまち裂けて、身体が剝むき出しになる。それでも勢いは止まらない。


    　カラスが次々と舞い降りる。その数はたちまち増え、男の身体は黒い羽の下に消える。


    　嘴は、容赦なく身体をついばむ。


    　ついには肉が食いちぎられ、血が流れ出した。コンクリートの大地が赤く染まって、カラスは攻めつづける。髪の毛が宙に舞う。


    　けたたましい鳴き声があがる。


    　ハトやスズメもすさまじい勢いで襲いかかる。


    　鳥の嵐はヤンキーを覆いつくした。血が大地を染める。


    　いったいなんだ、これは。


    「くそっ！　こんなやり方で口封じかよ。させるか。させるかよ！」


    「バカ、近づくな」


    　ぼくは布流を止めた。


    「無理だ。もうどうにもならない」


    「けど……」


    「よせ。このままだとこっちも……」


    　顔をあげると、スズメとカラスの集団が飛びあがったところだった。今度は、こっちをねらっており、このままじゃ、ぼくたちも同じ目にあう。


    　頭上では、鳴き声がさらにひどくなる。


    　スズメの集団が舞い降りてきた。


    　ぼくは布ふ流るのの手を取ると走り出した。
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    　教室に入って自分の席につくと、ぼくはようやく肩の力を抜いた。今日も何事もなかったようだ。腕を軽く回してみると、肩のあたりがちくりとしただけで、痛みはほとんどなかった。手の甲にまだ痣あざは残っているが、これはたいしたことはない。昨日まであった首筋の痛みももう消えている。


    　この程度のけがで済んだのは、幸いだと思う。ホントに。


    　一昨日おととい、公園でヤンキーを襲った鳥の群れ。公園から逃げるぼくたちにも攻撃をかけてきた。嘴くちばしだけでなく、爪でも引っかかれた。カラスの一撃は強烈で、皮膚がえぐられるのではと思ったほどだ。


    　二人で追い払ったのと、近くに地下通路に降りる階段があったのでなんとかなったが、あと三分追い回されていたら、どうなっていたかわからない。


    　なぜ鳥があんなふうに襲ってきたのか、いまだに理由がつかめない。まるで何かに操られるようにして、襲いかかってきた。


    　考えられないことだ。そう、常識で考えればありえない。


    　日常の光景では絶対ない。


    　もしなんらかの事情を知っているとすれば、布流だけだが……。


    　ぼくは教室を見回した。


    　ショートカットの女子はいない。二〇人くらい生徒がすでに教室にいるが、布流の姿はどこにもなかった。平ひら瀬せを守って登校した後、姿を消してしまった。


    　一昨日から布流の様子はどこかおかしかった。逃げた後、事情を訊きいても、何の説明もしなかった。今日もろくに口をきいていない。何か考え込んでいるようで、いつもの陽気さはどこかに吹き飛んでいた。


    　いったい、どういうことなんだ？　誰だれか説明してほしい。


    　ぼくは固い椅子の背もたれに身体からだを預けた。


    　ちょうど、それに合わせるようにして、高たか科しなが姿を見せた。ぼくに顔を向けると、鞄かばんも置かず、一目散に歩み寄ってくる。


    「ちょっと、一昨日おとといはどうしたのよ。あの後、ケータイを鳴らしても出ないし」


    　いきなりつめ寄られて驚いたが、ぼくはなんとか手を振った。


    「悪い、悪い。いろいろあったんだよ」


    「心配したんだからね。あの後近くの公園で何か騒ぎがあったみたいだし」


    「知っているのか？　ニュースにもならなかったのに」


    「あんたたちを置いて帰るわけにはいかなかったから、三人であのあたりを見て回ったのよ。そうしたら公園の方で変なことが起きたって聞いて。どうしたのかと思って行こうとしたんだけど、華か也やに止められて、結局、そのまま家に帰ったのよ」


    　一昨日の件は、テレビでも新聞でもまったく報道されなかった。あれだけの変事だし、被害者もいる。なんらかの報道があってもよさそうなものだが、まったく流れてこなかった。


    「昨日はケータイにかけても出ないし」


    「あー。ごめん。電池が切れてた」


    「お願いだから、あまり心配させないで」


    　大おお袈げ裟さだなあと言おうとしたが、こちらを見る高科の顔を見て口ごもった。ひどく不安げな表情をしていたからだ。


    　そんな真剣になられても困る。あの、いつものガミガミ言う高科はどうしたんだよ。


    「わ、わかったよ。気をつけるよ」


    　いたたまれなくなって、ぼくは顔をそむけた。


    「そういえば、布ふ流るのは？　どこへ行ったか知らないか？」


    「晶あきらだったら、華也や石いそ上かみ君と話していたわよ。声をかけようと思ったんだけど、言い争っているような感じだったから……」


    　そう言えば、一昨日も布流は、石上や秋あき月つきともめていた。妙に謎なぞめいた言い回しをしていたのも気になる。


    　何か引っかかる。ここ二、三日、いや、もしかしたら、その前から、変なことが起きている。その原因を知っているとすれば、布流だ。もしくは石上と秋月も含めた三人だ。


    　三人がいるなら、ちょうどいい。


    「行ってみよう。どこにいる？」


    「屋上へ行く踊り場の所」


    「高科も来てくれ。話を聞いてみないと」


    「う、うん」


    　ぼくは立ちあがった。が、教室から出ることはできなかった。


    　扉のところで、女の子のカン高い声があがったからだ。


    「ちょっと待ちなさいよ！　ぶつかっておいて謝りもしないなんて」


    　教室の空気が揺れて、生徒の視線が集中する。ぼくもそちらに顔を向けた。


    「ちょっと！」


    「放しなさい」


    　その娘この手を振り払って、女子生徒が教室に入ってきた。


    　永なが石いし美み奈な子こだ。荒々しい足どりで黒板の前に立つ。


    　その様子を見て、ぼくは息を呑のんだ。


    　永石は尋常ではない顔つきをしていた。目は吊つりあがり、口元もひどく歪ゆがんでいた。顔色は異様に悪く、どす黒く見える。髪もぼさぼさで制服のネクタイも曲がっている。


    　クラスメイトは凍りついていた。いてはならない怪物がそこに立っているかのようだ。


    「ようやく見つけたわよ。平ひら瀬せ真ま美み」


    　永石の視線は、平瀬に向いた。


    　うつむいていた女の子は、その一言で肩を震わせた。


    「よくも、よくも、あたしをバカにしてくれたわね。人の悪口をさんざん言い触らして、さんざん貶おとしめておいて、あげくのはてに、あたしのいちばん、大切な人を奪うなんて。おかげで、あたしの周りには誰だれも、誰もいない！」


    　おかしい。平瀬は、永石の悪口なんて言っていない。むしろ、沈黙を守ったほうだ。
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    　周りに誰もいないとすれば、自分の責任だ。人のせいで、友達が離れていくことなんて、絶対にない。被害妄想……というより、どこかずれてしまっている。


    「殺してやる……」


    　永なが石いしの声は教室に低く響いた。


    「地獄の底まで追いつめてやる。あなたは学校であたしからすべてを奪った。なら、その学校で、あなたは朽ち果てるのよ！」


    　その言葉を聞いた時、ぼくは脅迫文の一文を思い出した。冒頭の文章は、今の永石の台詞せりふとまったく同じではないか。


    　となると、平ひら瀬せを脅していたのは、やはり……。


    「今のあたしには、その力がある」


    　永石は左手をかざした。


    　その薬指には銀色の大きな指輪がはめられていた。飾かざり台だいに組み込まれた物体には何か文字が刻み込まれている。宝石はないが、禍まが々まがしい輝きを放っている。色は銀なのに、黒のように見えるほどだ。


    　永石が腕を大きく振りあげた時、鋭い声が教室の空気を切り裂いた。


    「やめろ！　指輪を使っちゃいけない！」


    　布ふ流るのが教室の出入り口に立って、永石を見つめていた。


    「そんなことをしたら、お前は……」


    「ジャマをしないで！」


    　永石が手を振った瞬間、轟ごう音おんがあがった。外からだ。突風が吹いたかのようだ。


    　間髪容れず、窓ガラスが砕ける。


    「きゃあ！」


    　悲鳴があがった直後、黒い風が教室に飛び込んできた。


    　なんだ？　何が来た？


    　ガラスの破片から身をかばいつつ、それを見る。


    　カラスだ。大きな群れがそのまま教室に飛び込んでくる。


    　黒い影が教室で逆巻いた。蛍光灯を叩たたき割り、バケツをひっくり返す。


    　黒い影は、たちまち教室いっぱいに広がった。数は一〇〇を超えている。


    　教室は、悲鳴につつまれた。


    「いやあ！」


    　男子も女子も懸命に伏せて、カラスから逃げる。頭を押さえる者も多い。


    　カラスはクラスメイトに襲いかかった。餌えさを前にしているかのように、嘴くちばしを突き立てる。


    　一羽をかわしても次が来る。たいして広くない教室に、大量のカラスが飛び込んできている。


    　逃げることなどできない。


    「やめて、来ないでえ」


    　女子が首のあたりを激しくつつかれていた。皮膚が裂けて血が流れる。


    「いやっ！」


    「高たか科しな！」


    　ぼくの横で、高科が襲われていた。こちらはカラスではなく、ハトだ。三羽が束になって嘴くちばしを立てている。


    「くそっ。こいつ！」


    　ぼくは高科を抱きかかえて、床に伏せた。なんとかハトから引き離すことができたが、それと入れ替わるようにして、今度はカラスが襲いかかってきた。背中が激しくつつかれる。


    　痛いが、弱音は吐けない。高科だけでも逃がさないと。


    「なんなのよ、これえ！　どうして、どうしてえ！」


    　聞きたいのは、ぼくも同じだ。昨日に次いで、今日もなぜ？　


    　黒板の方向に目を向けると、暗い目をした永なが石いしの姿があった。


    　教室は鳥の群れでいっぱいだというのに、なぜか永石にはカラスもハトも襲いかかっていない。無傷のまま立っている。


    　もう、何がなんだかわからない。とにかく今は逃げるしかない。


    「高科！　教室から出るぞ。離れるなよ！」


    　無言で、高科はぼくにしがみついてきた。


    　ぼくは高科をかばいながら、教室の床を這はうように進んだ。


    　鳥の数はさらに増えているようだった。天井付近はあまりにも多すぎて、鳥同士がぶつかることもあった。落ちてくるハトやスズメの数も増えている。


    　襲われるクラスメイトの数も、さらに増えている。


    「やめてえ！」


    　悲鳴があがるが、どうにもできない。


    　身体からだを低くしていればつつかれる回数は減るが、ゼロになるわけじゃない。嘴が背中をつつき、皮膚を切り裂いていく。頼むからもう少し、もう少しもってくれ。


    　扉まであと三ｍというところで、横で人影が動いた。


    「泉いずみ、大丈夫か」


    「ふ、布ふ流るのか」


    　布流が教室の床を這い回っていた。ぼくたちとは逆に、教室に入ってきたらしい。


    　何度かつつかれたらしく、ベストはボロボロで、ブラウスの袖そでも裂けていた。


    「いったい、なんだよ、これは。お前、何か知っているんだろ！」


    　ぼくが尋ねても、布流は何も言わなかった。顔をそむけるだけだ。


    「おい！」


    「指輪の力だ……」


    　かろうじて聞き取れるほどの声が響く。


    「なんで、『ソロモンの指輪』がここに……」


    「なんだって？」


    「とにかく、お前たちは逃げろ」


    「バカ。ここで無茶をすれば、お前も……」


    「ダメだ。みんなをなんとかしないと」


    　床には、多くの生徒が倒れていた。動かない者も数多い。制服をずたずたにされて、気を失っている女の子もいる。


    　何もできないのは悔しい。しかし、うかつに手を出せば、犠牲になるだけだ。


    　ぼくが口を開こうとした時、頭上で蛍光灯が弾はじけた。どこかで悲鳴があがる。


    　布ふ流るのは這はったまま前に進んだ。


    「みんなをなんとかしないと。このままじゃどうなるかわからない！」


    「だけど……」


    「放ほうっておいてくれ。おれは、あいつを助けなければならないんだ！」


    　布流がこちらを見る。


    　その瞬間、ぼくは思わず息を呑のんだ。


    　大きく丸い目は異常な輝きを発していた。眼球の奥底に光源でもあるかのようだ。そう、夜のネコの目に似ている。


    　ぼくが驚いたのに気づいたのか、布流は顔をそむけた。


    「早く行ってくれ！　このままなら……」


    　布流の言葉は、そこで途切れた。


    　廊下から鳴き声が響いてきた。鳥ではない動物の気配がある。


    　おそらくイヌかネコ。それ以外にも何かがいるかもしれない。


    　校内に侵入したのは、鳥だけではなかった。地を這うものどもも動いていた。


    　それが味方であるはすがない。もっと事態がひどくなる前に逃げないといけない。


    「走れるか？」


    　声をかけると、高たか科しなは小さくうなずいた。


    「大丈夫。城じよう太た郎ろうがいるなら平気」


    「布流も……」


    　声をかけようとしたが、布流はすでに教室の奥に向かっていた。こうなってはどうしようもない。今は高科といっしょに、ここから逃げださないと。


    「よし、行くぞ！」


    　ぼくたちは腰を浮かして走りはじめた。


    　イヌが教室に飛び込んできたのは、次の瞬間だった。


    　混乱はさらに広がろうとしていた。
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    「ふう」


    　ぼくはパソコンの電源を切った後で、ベッドに横たわった。


    　背中がちくちくと痛むが、たいしたことはない。平ひら瀬せや他ほかのクラスメイトに比べれば、はるかにましだ。少なくとも普通の暮らしができるのだから。


    　カーテンを通して、太陽の光が部屋に差し込んでくる。おかげで、電灯をつけずに文字を読むことができる。


    　手にしたＡ４の紙には、あの事件についての情報がまとめてあった。ネットで検索したデータをプリントアウトしたのだ。


    　動物が人を襲う。


    　あのショッキングな事件は、テレビや新聞でも大々的に報道された。新聞は夕刊に速報が載り、翌日の朝刊には一面に大きな記事が掲載された。


    　テレビは、昼のニュースで速報が流れると、あとは歯止めがかからなかった。午後のワイドショーでは現地のリポーターから無責任な取材が入り、夜のニュースでも専門家の意見をまとめた特番が放送された。


    　翌日もテレビが大騒ぎだった。よくもこれだけ変なことが言えると思えるぐらい、とんでもない意見が流れつづけた。知りもしなかった学校の過去や、付近の幽霊スポットの話まで出てきた。要するに芸能ネタと同じ扱いだ。


    　ただ、あの場にいた者としては、笑って見ることはできない。


    　事件に巻き込まれた生徒は、一八〇名。うち重傷三八名、軽傷者六八名になる。助けに向かった教員も、何人か被害を受けた。


    　重傷の生徒には、ぼくのクラスメイトが多数含まれていた。百もも瀬せや、クラスでわりと目立っていた女子。そして、平瀬もその一人だ。


    　平瀬はカラスの嘴くちばしでやられて、背中と首に全治二か月の重傷を負った。もう少し助けるのが遅かったら、命にかかわっていたらしい。今では学校の近くにある病院に入院している。


    　けがで入院した生徒は三〇名を超える。


    　学校は緊急事態の発生を受けて、翌日から全学休校の処置を取った。生徒は全員待機を命じられ、登校することは原則として禁じられた。


    　おかげで、ぼくは、朝から家にこもって、テレビやネットの情報を見ることができた。見なければよかったと思った番組もたくさんあったけれど……。


    　あれだけの事件があった後では、さすがに遊びに誘ってくるクラスメイトもおらず、ぼくは家で一人、時間を過ごした。


    　学校が立ち直るまでは、長い時間がかかると思う。


    　生徒の傷が癒いえるまで、どのくらいかかるか見当もつかない。身体からだは何とかなっても、心がダメだろう。


    　たいしたことのないぼくですら、今日はカラスに襲われる夢で目を覚ました。起きた時には気持ちの悪い汗でびっしょりだった。けがをしたクラスメイトは、俗にいうＰＴＳＤで苦しめられるんじゃないだろうか。


    　学校を直して、生徒が登校すれば、すべてＯＫってわけじゃない。


    　ぼくは、ベッドに横たわったまま、二枚目のペーパーを見た。


    　そこには、事件の原因に関する情報がまとめてある。


    　意見は、それこそ無数にあった。気候の変動による突発的な事故。行き場を失った動物がさながらねずみのように一か所に向かって動いてしまった。あるいは、傲ごう慢まんな人間に対する、自然界の反攻。謎なぞの怪電波による誘導。あげればキリがない。


    　わからないという意見もあったが、案外、それがまともな回答かもしれない。


    　外から見ただけでは、原因は絶対につかめないだろう。ぼくだって、まだ半信半疑だ。


    　最後のペーパーには、今回の事件に関係がありそうなことを整理してあった。


    　動物が人間を襲うという話は、先月上旬から何度か発生していた。ただ事件の規模が小さかったので、新聞の片隅に載ったり、ネットの掲示板に書き込まれていただけで、目につきにくかったようだ。


    　それでも、集めてみると、簡単に二〇を超えた。しかも、その大半が高う鳥ちの周りに集中していた。イヌに嚙かまれたとか、ネズミが人に飛びついてきたりといったレベルの話ばかりだったが、実際に起きていたことは間違いない。


    　考えてみれば、ぼくと布ふ流るのがヤンキーと戦ったあの時も、野良ネコがヤンキーに襲いかかって嚙みついた。ネコが人を襲ったわけだ。あの時はたまたまだと思ったが、もし必然であったとすれば、事件はあの頃からはじまっていたとみることもできる。根は、意外に深い。


    「問題は……やっぱりあれだよな」


    　事件に立ち合った者だけが知っている事実。


    　あの日、永なが石いし美み奈な子こが取った行動、そして黒く輝く指輪。そして意味ありげな言葉。それは今回の事件に深くかかわっているように思える。


    　直感で判断すると、永石が、鳥やイヌ、ネコに命じて、人を襲わせたように見える。悲鳴が飛び交う教室にあって、永石だけが無傷だったのはあまりにも異様だ。手を振った瞬間、カラスは飛び込んできており、タイミングもあまりにも合いすぎている。


    　しかし、あそこまで動物を操ることが可能なのか。


    　イヌ一匹をしつけるのですら、かなりの手間と暇がかかる。それでいて、完かん璧ぺきに操っているとは言えない。相手が鳥となれば、なおさらだ。


    　一〇〇羽を超える鳥を制御する。それは人の手には余るはずだ。


    　常識を超えた何かという言葉が、頭をよぎる。


    　そうだ、あの時、布ふ流るのはなんと言ったか。


    「ソロモンの指輪」だ。それはいったいなんだ。今回の事件とかかわりがあるのか？


    　ぼくはベッドから起きあがって、机の上にあったケータイを手に取った。アドレス帳を操作して、布流の番号に合わせる。


    　発信のボタンを押すと、呼び出し音が鳴った。三回、四回とつづく。


    　出る気配はない。


    　しばらくすると留守電に変わったので、ぼくは連絡してくれというメッセージを残して、通話を切った。


    　ここ三日間、連絡しても、布流は電話に出なかった。メールを出しても反応はない。


    　なぜ、連絡を断っているのか。そこまでする理由があるのか。


    「いったいどうしちまったんだよ」


    　ぼくは、机の上に置かれた写真立てを見つめた。


    　そこには、夏休みの時、布流や高たか科しなと遊びに行った時の写真がある。


    　子供のように歯を剝むき出しにして笑う布流と、もたれかかるようにして身体からだを寄せてくる高科の間に挟まるようにして、ぼくがいた。いきなり撮られてしまったので、ひどく間の抜けた顔をしている。えっ、という声が聞こえてきそうだ。


    　写真は夏休み明けにもらってしばらくしまっていたのだが、そのことを知った布流がひどく怒って、百円ショップで買った写真立てを押しつけてきた。


    　今度チェックするからな、飾ってなかったら罰金だからなと言われ、ぼくは恥ずかしさを抑えて、写真を飾った。この間、来た時も、布流はしっかり調べていた。


    　これを撮った時から、まだ二か月しか経たっていない。なのに、はるか遠くまで来たように思えてならない。


    　とりわけ、この一ひと月つきは怒ど濤とうのごとく進んだ。あまりにも多くのことがありすぎ、その全容はいまだにわかっていない。


    　多分、今回の件で、鍵かぎを握っているのは永なが石いしと布流だ。


    　とくに布流は、かなりのことを知っているようだ。本当のことを知りたいのであれば、あいつに聞くのがいちばんだろう。しかし、連絡が取れない状況では、どうしたらいいのか。


    　考えてみたが、思いつくことは一つしなかった。


    「高科にでも訊きいてみるか……」


    　ぼくの知らないところで連絡を取り合っているかもしれない。


    　ぼくは再びケータイを手にした。


    　着信音がなったのは、まさにその瞬間だった。あまりにもタイミングがよかったので、危うくケータイを落としそうになったほどだ。


    　あわてて持ち直して、ディスプレーを見る。


    　そこには、望んでいた人物の名前があった。布ふ流るのだ。
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    　布流が指定してきた場所は、学校の隣にある公園だった。ヤンキーを倒し、あいつを背負って帰った所である。


    　なぜ、そこなのか布流は理由を説明しなかった。ひどく暗い声で、十二時に来てくれと言っただけだ。


    　もちろん、こちらに選択権はない。話を聞くのであれば、行くしかなかった。


    　通話を終えると、ぼくは自転車に乗って家を出た。


    　公園に入る前、ぼくは一度、学校の周りを回った。


    　校門はすべて閉ざされており、校内に人の気配はほとんどなかった。たまに職員室のあたりで、影が揺らぐぐらいだ。マスコミも張りついていたが、その数は思っていたよりも少なかった。昨日、食品会社でスキャンダルが起きたから、そちらに回っているのかもしれない。


    　生徒のいない学校は、別の建物のように見える。


    　ぼくは、重い気持ちを引きずったまま自転車を止め、待ち合わせの場所に向かった。


    　約束の時間まで三十分以上あるのに、すでに布流はベンチに座って待っていた。


    　一人でうつむいている様はどこか寂しげだ。いつもとはまるで違う。


    　ぼくはわざと足音を立てて、布流に近づいた。


    「来たか」


    　白のブルゾンにジーンズという格好の布流は、ひどく疲れたような顔をしていた。目も充血していたし、顔色もよくなかった。気力が抜けてしまったような感じだ。


    「まあ、座れよ」


    　うながされるままに、ぼくは腰をおろした。


    　北からの風が公園を吹き抜ける。遮さえぎるものがないだけに、寒さがひどくこたえる。


    　ぼくは、ポケットに手を突っ込んだままじっとしていた。


    　布流が口を開くまでは、長い時間がかかった。頭上の太陽が雲にかくれ、姿を現わす。それが三度繰り返されてから、ようやく低い声が響いてきた。


    「泉いずみのことだ。今回のこと、自分で調べたんだろ？」


    「ああ、うん」


    「なら、話してくれよ。何がわかったのか」


    　布流は顔をそむけたまま言った。


    　迷ったが、結局ぼくは、頭の中でまとめていた情報を話した。事実も、ぼくの感想も、何もかも。


    　布ふ流るのは身じろぎもせずに聞いていた。話を止めても、まったく動かなかった。


    　またも沈黙が訪れる。が、今回は前よりも短かった。


    「それで、原因は、なんだと思っている？」


    「はっきりしたことはわからない。でも、あの指輪が関係していると思っている」


    　ためらうことなく、ぼくは応じた。


    「永なが石いしがつけていた銀の指輪だよ。布流が『ソロモンの指輪』と言ったもの。あれが間違いなくかかわっていると思う」


    　ここでようやく布流が反応した。肩をぴくりと震わせ、こちらを見る。


    「……そんなこと言ったのか？」


    「言った。あの時、確かに『ソロモンの指輪』って」


    「……」


    「よくわからないけれど、あれがカラスやイヌ、ネコを操っていたんだと思う。方法は見当もつかない。でも、永石がなんらかの形で命令を出して、動物がそれに従っていたようにしか見えない。でなければ、説明のつかないことが多すぎる」


    　布流は何も言わない。ぼくはかまわずにつづけた。


    「知っているんだろ。どうして、あんなことになったのか。だったら話してくれよ」


    「知りたいのか？」


    「当たり前だろ。今のままじゃ、胸にもやもやが残る。それは嫌だ」


    　中途半端は好きじゃない。決着のつかない思いを抱いたまま、何もなかったように進むことなんてできない。それほど大人になってないってことだ。


    「布流の話だったら、どんなことでも受け入れるからさ。だから、頼むよ」


    「どんなことでもか？」


    「もちろん。半年間ずっとつるんできたじゃないか。それなりに布流のことはわかっているつもりでいる。だから、突飛な話でも受け入れることができると思う」


    　この半年間、ぼくたちは、それなりに濃いつき合いをしてきた。男子の友人よりも、顔を合わせていた時間は長い。かけがえない時を過ごしてきたといえる。


    　もちろん、ずっと順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだったわけではない。口くち喧げん嘩かをしたこともあったし、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなふるまいにこの野郎と思ったこともある。三日ぐらいしゃべらないこともあった。すべてをわかり合っているわけじゃない。


    　それでも、半年間のつき合いを通して、お互いが少しずつ見えてきたことは確かだ。言葉の裏で何を考えているのか。布流が動く時にはなんのために動いているのか。どんな思いを秘めているのか。それぐらいは察している。


    　だから、布ふ流るのの言葉で語ってほしかった。何が起きているのかを。


    　事情がわかっているのならば、その一端を知りたいと思ったのだ。ただ、それだけだ。


    　ぼくが顔を向けると、布流は天を仰いだ。大きく息を吸い、吐き出す。


    　身体からだの力を抜いてうつむいたが、それは一瞬のことだった。ぱっと立ちあがって、こちらを見おろす。


    「はっ。何を言ってるんだ。指輪が動物を操るって？　そんなことあるわけないだろ。マンガの読みすぎじゃないのか。このバカが！」


    　刺とげ々とげしい口調だ。口の悪い布流だが、こんなふうに罵ののしられるのははじめてだ。


    　ぼくは、呆ぼう然ぜんとした。


    「あんなの偶然。ただの偶然に決まっているだろ。気温とか風向きとか、そういうのが作用しただけだよ。もう少し常識ってものを考えたら、どうだよ。人が動物を操れるなんて。そんなことあるわけないだろ！」


    「おい、布流……」


    「だから、バカはダメなんだよ！」


    　布流は一気にまくし立てた。こっちの話は聞こうとしない。


    「もう少しましな奴やつだと思ってつき合ってきたんだけど、根が腐っているとどうにもならないね。つき合って損したわ。こんなことだから、きっと……」
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    　布ふ流るのはそこで一度、言葉を切った。ほんの少し間を開けてから、再び口を開く。


    「親がいなくなるんだよ！」


    　背筋が凍った。口が固まって、まったく動かない。


    「知っているんだぞ。お前、小学校の頃ころ、今の家に引き取られたんだってな。両親が蒸発してな」


    　反論はできなかった。


    　身体からだがこわばっていたし、何より布流の言っていることは正しかったからだ。


    　ぼくの両親は、小学校四年の時、蒸発した。それぞれが二日と間を置かずに。


    　理由は、今もってわからない。


    　ただ、ぼくの父親はお金にだらしのない人間であり、あちこちで金を借りて博ばく打ちに突っ込んでいたみたいだ。結婚して、ぼくが生まれても、それは変わらなかった。


    　そのことで両親は、毎日のように喧けん嘩かしていた。殴り合っている光景も、ぼくの記憶にはある。逆に仲よくしている情景はまったく覚えがない。


    　父親は自分のことしか考えておらず、母親はそんな男にいつしか愛想を尽かしていた。


    　破局がいつだったのかよく覚えていない。その頃の記憶は怪しい。ただ、ひどく暑い日に、母親が荷物をまとめて、家を出ていったことだけが頭の片隅にある。ぼくは無視された。


    　夜、父親は帰ってきて、母がいなくなったことを知った。ぼくを一発殴って、役に立たない奴やつとだけ言うと、そのまま出ていった。家に帰ってくることはなかった。


    　その後、ぼくはしばらく一人で生活をつづけた。お金がなかったから、食べるものはなく、水だけ飲んで暮らした。洗濯も掃除も自分でやった。


    　もちろん、そんな生活が長くつづくわけがなく、ある日、ぼくは学校で倒れた。それですべての事情が明るみに出た。


    　学校は、父と母に連絡を取ろうとしたが、帰ってこないので、どうにもならない。


    　事件ではないので、警察はあまり行方を捜さなかった。警察が必ずしもあてにならないという事実は、この時、身をもって体験した。


    　結局、ぼくは遠縁の親しん戚せきである今の家に引き取られた。それまでの間、叔お父じや叔お母ばの間をたらい回しにされており、それを見かねて、おじさんが声をかけてくれたのだ。


    　遠縁の親戚、おじさんとおばさんは、子供がいないということもあって、よくしてくれた。ほとんど会ったこともなかったぼくに食事も出してくれたし、学校にも通わせたくれた。びくびくするぼくをなぐさめてくれたこともある。ちゃんと人並みの生活ができるようになったのは、おじさんとおばさんが、時間をかけて面倒を見てくれたからだ。


    　ようやく、ぼくは人並みの生活を手にすることができた。表向きはどこにでもいる子供になっていたが……。


    　いつしか両親の話は、他人に知られるところとなった。噂うわさは抑えられない。


    　おかげで、小学校、中学校の時はひどくいじめられた。時には[image: ]こぶしで、時には言葉で、さんざん両親がいないことを言いたてられた。嘲あざける声は今でも耳に残っている。


    　殴られても、罵ののしられても、ぼくはいっさい反撃しなかった。中学生になる頃ころには、心に壁を作る技術をおぼえており、多少のことでは傷つくようなことはなくなっていた。あまりにも繰り返されるので、慣れてしまったともいえる。


    　中学も三年になると、飽きたのか、ぼくをいじめる者はほとんどいなくなった。それなりに理解のある友人に囲まれて、それなりに穏やかな生活を送っていた。


    「同じクラスになった時、一目でわかったぜ！」


    　布ふ流るのは、なおも話をつづけた。


    「ああ、こいつは友達の一人もいない、つまらない奴やつなんだって。意志が弱くて、なんの取り柄もない男だって。だから声をかけたんだよ。まさか、ここまでおれについてくるとは思わなかったがな！」


    　ぼくはベンチに座ったまま、話を聞いていた。


    　ようやく頭が回りはじめていた。……いったいなぜ？


    「思ったとおり、お前は便利な奴だったよ。こき使っても文句一つ言わなかったからな。こっちは楽できた。けど、もうお終しまいだ。なんだかつまらない誤解をする連中も出てきたし、何より、つるんでいるメリットがなくなっちまった。親に捨てられるようなアホとつき合っていたんじゃ、貴重な青春時代をムダにしちまう！」


    　布流は腕を振った。


    「バイバイだよ。いいか。今後、絶対、おれに話しかけるな。近寄るのもダメだ。声なんかかけてきたら、その場でぶん殴るからな。わかったな！」


    　布流はぼくに背を向けた。


    「言いたかったのは、それだけだ。おれとお前は友達でもなんでもないからな。よけいなちょっかいを出すなよ。首を突っ込むなよ。いいな」


    　ゆっくりと布流は歩き出した。そのまま一度も振り返ることなく、公園から消えた。


    　ぼくはベンチから動かず、その姿を見送った。冷たい風が吹いても、立ちあがらずにじっとしていた。


    　頭で考えをまとめる。


    　ようやくそのことを理解した時、頭がかっと熱くなるのを感じた。


    　そうきたか。これが布流のやり方か。


    　ふざけやがって。よくも好き放題言ってくれたな。冗談じゃない。こっちが何も感じないと思っているのか。


    　思わずポケットの中で手を握りしめた時、ケータイが鳴った。ゆっくり取り出す。


    　ディスプレイには、これから連絡を取ろうとしていた人物の名前があった。
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    　ぼくがドアを開けるのと、高たか科しながベッドの上で半身を起こすのはほぼ同時だった。そのままベッドから出ようとしたので、あわてて押しとどめる。


    「よせ。無理しないで、休めよ」


    「でも、人が来ているのに、こんな所で……」


    「そんなの気にする仲じゃないだろ。けがしているんだから、よけいなことは考えるな」


    　高科はためらっていたが、なおもぼくが言うとあきらめて、半身を起こしているだけにとどめた。ピンクのカーディガンをパジャマの上から羽織る。


    　高科の顔色はよくなかった。目の下には小さな隈くまがあり、頰ほおも青く見える。青あお痣あざも首のあたりにいくつか残ったままで、いつもの弾はじけるようなオーラもない。


    「具合はどうだ？」


    「だいぶよくなっているけれど、まだちょっと痛いかな」


    　高科は、右の肩に手をやった。


    「あと少しだと思うんだけど……」


    「無理するなよ。ここで悪化させたら、何もならないぞ」


    「わかってる。気にしてくれてありがと」


    　あの日、高科はカラスにつつかれて傷を負った。とはいえ、嘴くちばしによる一撃は強烈で、皮をつらぬいてその下までえぐられていたほどだ。


    　手当てを受けた後、高科は自宅で療養していた。


    　責任はかなり感じる。あの時、もう少ししっかりと高科をかばっていれば、こんなことにはならなかったはずだ。


    　そのことをぼくが言うと、高科は軽く首を振った。


    「無理よ。あの状況じゃ、どうやっても無傷ではいられなかったもの」


    「でも……」


    「城じよう太た郎ろうがかばってくれなかったら、もっとひどいことになっていたと思う。教室から出ることもできなかったかもしれない。そっちのほうが大事よ」


    　あの時、ぼくは高科をかばって教室から出た。外にはイヌやネコの群れがいて、どうなることかと思ったが、たまたま人一人が走り抜けることのできるスペースが空いていた。ぼくは高科を抱きかかえて、なんとか校舎の外まで脱出した。本当に運がよかった。


    「まさか、あんなことになるなんて。考えもしなかったわ」


    　高科はうつむいていたが、それは長い時間ではなかった。


    「ごめん。こんな話をするために来てもらったんじゃなかった」


    　先刻、ケータイを鳴らしたのは、高たか科しなだった。話があるからすぐに来てくれと言うのだ。


    　ぼくも訊ききたいことがあったので、時間を決めると、すぐ自転車に飛び乗って高科の家まで来た。


    「今日中にはっきりさせておきたかったから」


    「それ、もしかして、布ふ流るののことか？」


    「やっぱり城じよう太た郎ろうも会ったんだ」


    「電話もらった時、ちょうど別れたところだった」


    「どんな話をしたの？」


    　ためらったが、隠しても仕方がない。どうせ高科は両親のことを知っている。ぼくはすべてを語った。


    　話が進むにつれて、高科の顔がこわばるのがわかった。


    「驚いた。まさか、そんなことを言うなんて」


    「まあな」


    「本当に言ったの。信じられないな」


    　実のところ、ショックはだいぶやわらいでいた。むしろ、別に気になることがある。


    「高科は？　布流と会ったのか」


    「うん。時間的に見て、城太郎と会う前ね」


    　高科は、机の時計で時間を確認した。


    「ここに寄って、話をしていったわ」


    「なんの話を？」


    　少し間を置いてから、高科は上目使いでこちらを見た。


    「あんたのことよ」


    「え？」


    「城太郎の話をしていったって言ったの」


    　なぜ？　ぼくのことなんか話してどうするんだ？　さっぱりわからない。


    「あー、今、思い出してもむかつく！」


    　高科は、両手でシーツを叩たたいた。


    「なんで、あの娘こにあんなこと言われなきゃならないのよ。城太郎が、バカで、どうしようもなく鈍いことなんて、とっくにわかっている。先が見えてないことだって知っているわよ。でも、だからって、あんなことを言う権利はない！　何を考えていようが、あたしの勝手でしょ！」


    「何を言っているのか、さっぱりわからないんだが……」


    「わからないあたりがダメなのよ！」


    　高科は腕を組んで、横を向いてしまった。かなり怒っている。


    　話の筋がさっぱり見えない。ぼくのことで、なんで高たか科しながこんなに腹が立てるんだ。


    「ああ、ホント、むかつく。思い出しただけで、かなり腹が立ってきた」


    「八つ当たりされても困るぞ」


    「晶あきらの言い方もきつかったからね。一瞬、本気で縁を切ってやろうかと思ったわよ」


    「あ、やろうと思ったということは……」


    「ふん、あの娘この考えなんて、見え見えよ」


    　高科は組んでいた腕をほどいた。瞳ひとみには怒りとは異なる感情がある。


    　そうか。やっぱり気づいていたのか。


    「あいつとどのぐらいつき合っていたと思うの？　半年よ、半年。その間、毎日のように顔を合わせて、話をして、振り回されてきたのよ。あれだけ濃くつき合っていれば、どんな女であるか見当がつくわ。よほどのことがないかぎり、人を傷つけるようなことは言わない。バカみたいにふるまっているけれど、意外に気をつかっているのよ。もっとも、それが今回みたいに見当はずれになることもあるけど」


    　ぼくも同じ意見だった。さすがに高科はよく見ている。


    「その晶が、正面から人を傷つけるようなことを言った。しかも、絶対に触れてほしくないところを引っかき回して。その理由は多分……」


    「ぼくたちを遠ざけようとした。怒らせて二度と顔も見たくないと思わせることによって、布ふ流るの自身に近づかないように仕向けたかった」


    「そういうことよ！」


    　布流が去った後、いや、話をしている時から、ぼくはベンチに座って、なぜ布流があんなことを言い出したのか考えていた。両親のことを言われたのはもちろんショックだったが、それよりも、なぜ、そんな話をしたのかが気になっていた。


    　話の切り出しが唐突すぎる。今日、話をする理由がまったくない。ぼくを傷つけるつもりであるのならば、もっと早くに言ってもよかったはずだ。効果的な機会は、いくらでもあった。前触れもなく、タイミングとしては最悪だ。


    　なぜ、人の気持ちを逆なでするようなことを言ったのか。そのことにおぼろげながら気づいたのは、布流が去った直後だった。


    　そう、あえてひどいことを言って、自分から遠ざけようとしたのではないかと。たとえ、自分が嫌われても、ぼくと距離を置こうとしたのではないかと。


    　なぜ、そこまでしたのか。簡単だ。今回の事件がからんでいる。


    　多分、布流は事の真相を知っている。だから、ぼくや高科が事件にかかわれば、また巻き込まれると思ったに違いない。今度はけがでは済まない。だから、あえて強い態度に出た。


    「何が腹立つかって言えば、そこがいちばん、腹が立つ！」


    　高科はベッドを[image: ]こぶしで叩たたいた。


    「ああ言えば、こっちが腹を立てて、口を利かないとでも思ったわけ？　あたしはその程度の女だと思われたわけ？　むかつく。そんな薄っぺらいつき合いなんてしてないよ。女の友情は紙よりも薄いけれど、人の結びつきは血より濃いのよ。そのあたりをまったく考えていないところが、すごく頭にくる！」


    　高たか科しなの言葉を聞いて、ぼくは少し笑った。


    　単純にうれしかったからだ。


    　布ふ流るのの本心に気づいた時、ぼくも嘗なめられたと思った。ふざけるなと言いたかった。


    　冗談じゃない。そんなことで切れるつき合いだと思っているのか。


    　わかるか、布流。見ている奴やつはちゃんと見ているんだぞ。


    　そんなのでごまかせるはずがないだろう。わかるか、布流。おれたちは濃い時間を過ごしてきたんだ。すべては見えなくとも、察することぐらいはできるぞ。


    「何よ、その顔は」


    　高科は、ベッドで顔をあげた。


    「あたしは本気で怒っているんだから……痛たた」


    　腕を振ったところで、肩を押さえる。けがしていることも忘れていたらしい。


    「バカ、興奮するなよ。少し身体からだのことも考えろ」


    「やりすぎたわ……」


    　高科は呼吸を整えると、ぼくを見た。


    「それで、あのバカ、何をするつもりだと思う？」


    「今回の事件を、なんとかするつもりなんじゃないかな」


    　布流の気性からみて、事情を知っていて黙っているとは思えない。


    「材料はそろっている。絶対に逃げるようなまねはしない」


    「で、城じよう太た郎ろうはどうするの？　放ほうっておくの？」


    「そうはいかない」


    　成り行きとはいえ、ここまでかかわってしまった以上、中途半端で終わらせるつもりはない。胸がもやもやするのは、ごめんだ。


    　ここまで嘗められて、黙っていられるか。人を侮あなどるのもいい加減にしろ。永なが石いしのこともある。布流の思惑どおりになんて動いてやらない。


    「布流が動いているなら、こっちもできるだけのことはするさ」


    「やっぱり、そうなるわよね。気持ちはわかる。あたしだってそうしたもの」


    　そこで、高科は少し表情を曇らせた。


    「ただ、あまり危ないことはしてほしくない。避けて通れるものなら、そうしてほしい」


    「大丈夫だって。この間みたいなことにはならないだろ」


    「二つだけ約束して」


    　高たか科しなはぼくをまっすぐに見て、指を二本立てた。


    「一つは危ないと思ったら、すぐ逃げること。くれぐれも無茶はしないでね」


    「ぼくは臆おく病びよう者ものだから、平気だよ」


    「口で言うほど、城じよう太た郎ろうが弱気だったら心配していない。中途半端に無鉄砲で、そのうえにバカだから心配しているの」


    「ひどいな」


    「あと一つは、あの子をあたしの前に連れてくること。このまま終わらせるなんて絶対に許さない。無理にでも頭を下げさせて、仲直りしてやるんだから。首根っこをつかんででも引っぱってくるのよ」


    「わかったよ」


    　ぼくとしても、このまま縁を切るつもりなんて、さらさらない。何を考えているのか。いったいなんのために動いているのか、意地でもつきとめてやる。


    「やってみるよ。なんとかね」


    「お願い。それで、あたしにできることはない？」


    「ある」


    　ぼくは気になっていたことを尋ねた。


    　高科は意外な質問に困惑しつつも、その質問に答えてくれた。


    



    　　　　４


    



    　ぼくは高科の話を聞き終えると、その足で図書館に向かった。


    　いいと言ったのに、高科は見送りに出てくれた。ひどくしおらしい声で、気をつけてねと言ったのが、やけに記憶に残っている。


    　図書館では、一つのキーワードを使って、本を片っ端から調べまくった。


    　そのワードは、もちろん「ソロモンの指輪」だ。


    　目的の本はあっさりと見つかった。


    　関連書籍も見つけ出すことができたし、図書館に設置されたパソコンからネットの情報も調べることができた。高科からのアドバイスも役に立った。


    　調べ終えた後、ぼくはしばし言葉がなかった。


    　もし、「ソロモンの指輪」が本に書いてあるとおりのものだとすれば、今回の事件はすべて説明がつく。学校で起きた事件はもちろん、それ以前の出来事もすべてわかる。平ひら瀬せの事件から、一本の線ですべてがつながる。


    　だが、現実にそのようなものが存在するのか。


    　非科学的であり、あまりにも常識から外れている。普通に考えれば、そんなものがあるなんて考えられない。


    　ぼくが何も言えなかったのは、結果があまりにもファンタスティックだったからだ。


    　ないとは言えないが、あると言いきることにもためらいがあった。


    　ここから先は、本やネットではどうにもならない。あとは事情を知っている者に尋ねるしかないが、布ふ流るのは連絡が取れないままだったし、もう一人事情を知っていそうな永なが石いしとは接点がなかった。重傷で入院中の平瀬に会うのは、ためらわれる。


    　どうするか。


    　ぼくはかなり迷った。図書館を出た時も答えは出ていなかった。


    　自転車を駐輪場から出すと、ぼくは出入り口からつづく銀杏いちよう並木へ抜けた。


    　人影が出てきたのは、その時だ。


    　前に並んだ二人の顔を見た瞬間、ぼくは自分を叱しかりつけた。なぜ、彼らに連絡を取ることを考えなかったのか。事情を知っていそうな者はこんなところにいたじゃないか。


    　ぼくを待ちかまえるようにして立っていたのは、石いそ上かみと秋あき月つきだった。どちらも高う鳥ちの制服を着て、葉の落ちた道の先にいた。


    　二人ともまっすぐにこちらを見ている。


    　ぼくは覚悟を決めて、二人に近づいた。軽く手をあげる。


    「やあ。久しぶり」


    　といっても四日しか経たっていないが。


    「秋月、お前の言うことは正しかったよ。本は知識の宝庫だな。図書館で調べたら、たいていのことはわかったよ。ありがとう」


    　秋月は口元を少し動かしただけで、表情は変えなかった。まっすぐこちらを見たまま、口を開く。


    「布流さまがどこに行ったのか、ご存じないでしょうか」


    　ひどく丁寧な言い回しだ。いつもとはまるで違う。


    「今日、家を出て以来、行方不明です。心あたりは捜したのですが、まったく手がかりがありません。あなたが出かけたと聞いて、あわてて後を追ったのですが、接触はできませんでした。お会いになりましたか」


    「うん。会ったよ」


    　ぼくはためらわずに答えた。隠し事をするつもりはない。


    「十二時ちょっと前だったよ。公園で話をして別れた。言っておくけど、どこへ行ったのかは知らない。話してくれなかったし、聞いても教えてくれなかったと思う」


    「心あたりはありませんか？」


    「ないよ。あったらとっくに行っている」


    　ぼくの口調は、少し突き放したようになった。


    　秋あき月つきの丁寧な口調が気になった。何を遠慮しているんだ。友達だろ。聞きたいことがあったら、堂々と言えよ。


    　空気を察したのか、石いそ上かみが微笑を浮かべた。


    「そんなに怒らないでくれよ。ぼくらも行方がわからないと、ホントに困るんだ。あの人を危険にさらすわけにはいかないからね」


    「あいつの性格を考えれば、何をするつもりなのかわかるだろ」


    「ああ、決着をつけようとしている」


    「そう。そのために、永なが石いしの後を追っている。たった一人で。そのあたりの事情は二人のほうがよく知っているんじゃないか」


    　風が吹き、梢こずえが鳴った。銀杏いちようの葉が飛び、ぼくたちの間に落ちる。


    　この二人は、ぼくの知らない布ふ流るのを知っている。ファーストフード店での会話は、共通の知識がなければ成立しない。


    　それに学校の事件が起きる前、言い争っていたと高たか科しなが話していたじゃないか。


    「いったい何を隠しているんだ？」


    　ぼくの問いに、秋月は顔をそむけ、石上は微笑を消した。答えはない。


    　多分、これ以上尋ねても、二人は絶対に話してくれない。ぼくの知らないところで、物事を進めるだけだ。


    　だったら、こっちもやりたいようにやるだけだ。邪魔なんかさせるものか。


    「心あたりはないと言ったけれど、考えていることはあるよ。こっちはそれをやるだけだ」


    　ぼくは語気をわざと強めた。


    「調べたければ調べればいいさ。後をつけたっていい。だけど、ぼくは何も言わない。絶対に話してなんかやるものか」


    　表情の変わらない石上に対し、秋月の顔はたちまちこわばっていった。


    「布流の行方がわからないって言ったよね。接触することもできないって。どうして、あいつがそんなことをしているのかわかるか？　どうして、お前たち二人に話さなかったのか、見当がつくか？　簡単だよ。まだ、あいつは日常にこだわっているからさ。今のうちになんとか事を治めることができれば、元の生活に戻れると思っているからだよ」


    　前に、布流は将さ来きのことを訊きかれて、ずっとこのままがいいと言った。日常が大好きだと。今の生活がこのままつづいてくれればいいと。


    　今ならわかる。あの言葉はそのままの意味だった。


    　本当に布流は、学校での毎日が大好きだった。学校でつまらない授業を聞きつつ、友達とバカ話をして、ぶらぶらと家に帰るという生活が好きだった。そうでなければ、人とのかかわりを深くしようなんて思わない。


    　すべてを知ったうえで、懸命に日常を楽しんでいたのだ。


    　しかし、今回の怪異で、布ふ流るのの望む現実は大きくゆらいだ。


    　世界は、とんでもない方向にねじ曲がろうとしている。多分、ぼくの頭では想像もできないところに。


    　その歪ゆがみを正すため、布流は動いている。完全に戻るかどうかはわからないが、少しでも手を打とうとしている。


    　事態は想像もできない方向に流れているが、さっさと投げてしまうほど、あきらめのいい奴やつじゃない。それは半年もつるんでいればわかる。


    　あいつは、まだ自分の好きだった日常をなんとかするために、頑張っている。世界にできた穴をふさごうとしている。心の中で吠ほえつつ。


    　なぜ、それが二人にはわからないのか。それとも、わかっていて気づかないふりをしているのか。どちらにしろ、今のままでは、助ける気にはならない。


    　少なくとも、ぼくは布流の味方でありたかったから。


    　ぼくは、石いそ上かみを見た。


    　彼もこちらから視線をそらさない。しばらくにらみ合いがつづく。


    　先に顔をそむけたのは、石上だった。


    「わかったよ。ぼくたちの負けだ。今は聞かないよ」


    「聡さと史し、あなた、何を……」


    「無理だよ。彼が話したくないと言っているのに、聞き出すことなんてできない。強制や命令に意味はないだろう」


    「しかし、布流さまが危険に曝さらされるのなら、見み逃のがすわけにはいかないわ。なんとか……」


    　言いつのる秋あき月つきを、石上は手で制した。


    「そんなことをしたら、彼を、ぼくたちの世界に巻き込むことになるよ。それは君も望むところじゃないだろ。ついでにいえば、あれは彼には効かないわけだし」


    　秋月は口を開いたが、言葉は出てこなかった。力なくうつむく。


    　石上は秋月の肩を叩たたくと、ぼくを見た。表情は少し曇っている。


    「じゃあ、ぼくたちは行くよ。やらなければならないことがたくさんあるからね。ただ、ぼくたちが布流さんのことを心配しているのは本当だよ」


    　口元に小さな微笑が浮かぶ。


    「もしあの人の行方がわかったなら、そして、君がぼくのことをまだ友達だと思っていてくれるなら、連絡してほしい。頼むよ」


    　二人は背を向けると、銀杏いちよう並木の彼方に姿を消した。その姿はひどく寂しげだった。


    　ぼくのやったことは間違っていないと思う。あれしか言いようがなかった。


    　それでも、心がほんの少しだけ痛むのは、どこかに後ろめたさを感じているせいか。


    　ぼくはうつむいて、首を振った。


    　突然、カン高い声が響いたのは、一つ息を吐いた直後だった。


    「あー、びっくりした。〈蒼あお〉の一族がこんな近くにいるなんて」


    　ぼくの心臓は、文字どおり飛び跳ねた。思わず振り向くと、そこには深紅のワンピースを着た美少女が立っていた。


    　一度、見たら忘れられない顔立ちは、アミと名乗った女の子のものだった。歩道に立って、こちらを見あげている。


    　いったい、どこから出てきた？　


    　ここまで近づくまで気づかなかったなんて。まるで、突然、その場に出てきたみたいだ。


    「『アイギスの盾』を使っていなければ、ばれちゃうところでしたよ」


    「君は……」


    「はい。アミです。ご無ぶ沙さ汰たしております」


    　アミはワンピースの裾すそをつまんで、頭を下げた。


    「あれに巻き込まれたみたいですけれど、無事だったんですね。運がいいのか、悪いのか、よくわかりませんね」


    　ぼくは一歩、下がった。いったいなんの用だ。


    　はじめてこの子にあったのは、ストーカーの正体を暴くために街へ出た時だった。


    　あの時、妙なことを言っていたし、それに……。


    「君は、確か公園で永なが石いしと一緒にいたんじゃ……」


    「あら、ちゃんと見ていたんですね。たいした眼力ですね」


    　アミは笑った。邪気はまったくない。それがかえって不気味だ。


    　高層ビル近くの公園でヤンキーが襲いかかってきた時、この子は永石といっしょに、ぼくと布流を見ていた。鳥が襲いかかってきたのを見ているはずだ。


    　状況からみて、ある程度の事情は知っているような気もする。指輪の能力を知っていてもおかしくない。


    　しかし、アミはなんといっても子供だ。上に見ても、一〇歳ぐらいだと思う。大人びたふるまいがひどく不自然だ。


    　ぼくは、あえて尋ねた。


    「君は知っているのか。永石のことも、『ソロモンの指輪』のことも」


    「あら、『ソロモンの指輪』にまでたどり着いていたんですか。たいした直感ですね。そこまで調べているとなると、やはり放ほうっておくわけにはいきませんね」


    　アミは指を振った。


    「自覚があるのかないのかわかりませんが、あなたは真相にかなり近づいているのですよ。ちょっと信じられませんが、これは事実です。ただ、これ以上、かき回されるのは面倒なので、ここらへんでやめてもらいます。あなたはあたしの奴隷になってもらいますよ」


    　アミは右手を前に出した。白い手袋をした手のひらには、緑色の粉が乗っていた。


    　これは確か……。


    「さあ、すべてを忘れて、あたしに従いなさーい」


    　言うなり、粉をぼくの身体からだに投げつける。


    　粉はぱっと広がって、髪や服にかかった。右手が緑に染まったが……。


    　たいして時を置かずに、すべて消えてしまった。蒸発でもしたみたいだ。


    　身体に異常はない。何の変化もない。


    「なんだ、これ？」


    「えっえっえっ。噓うそでしょ」


    　アミはなおも粉を投げつけてきたが、結果は同じだった。一部は服に残っていたが、それも払っただけで消えてしまった。


    　粉そのものは、前にヤンキーとやり合った時、一人が投げたものと似ている。あの時、ヤンキーは粉を浴びてひどいことになったが、今度はなんともない。


    「なんで、なんで！　この粉を浴びれば、誰だれでもゾンビになるはずなのに。どうして、効かないの！」


    「なんだって？」


    「わかったわよ。そういうことなら、あたしだって本気になるんだから！」


    　アミはぱっと下がって、小さな石をポケットから取り出した。


    「言うことを聞いてもらいますよ」


    「いったい何を！」


    「黙りなさ……」


    　そこで、アミの声は止まった。右手を耳に当てると、顔をしかめる。


    「ちょっと、ジャマしないでよ。こっちは大事なところなんだから。え？　それぐらいわかっているわよ」


    　誰かと話しているように見えるが、いったいどうやって？　ケータイを手にしているわけではないのに。


    「ちゃんと見ているって。何……それホント？　もう動いちゃったの？」


    　アミはため息をついて、ぼくを見た。


    「仕方ないわ。勝負はお預けよ。いい。絶対にバカなまねはしないでね。変なことをすると、あなた自身が傷つくことになるのよ！」


    　アミは右手を高くあげると、さっと横に振った。


    　途端に姿が消える。走って去ったわけでもなければ、上に飛んだわけでもない。ただ、手を横に振っただけで、いなくなってしまった。空気に吸い込まれたかのようだ。


    　ありえない。また常識ではかれないことが起きている。


    　くそっ、この世界はいったいどうなっているんだ？


    　ぼくが唇を嚙かみしめるのと、ケータイが鳴るのはほぼ同時だった。名前を確認すると、すぐに着信のボタンを押す。


    「はい」


    「あ、城じよう太た郎ろう。大変よ」


    　高たか科しなだ。焦っているせいか、ひどく早口になっている。


    「真ま美みが、真美が病院を抜け出したみたいなの。行方がわからなくて、家族で捜しているんだって」


    「平ひら瀬せが？」


    「あたしのところにも連絡が入ったんだけど、見当もつかないって……」


    　なんてことだ。物事が一気に流れ出している。それはどっちに向かっているんだ？


    　ぼくは高科をなだめつつ、要点を聞き出した。珍しくぼくの頭は全力で回っていた。
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    　ぼくは自転車を止めると、ゆっくりとスタンドをおろした。そのまま左右を見回す。


    　夜の闇やみにつつまれた金網は、色がいつもよりも濃く見えた。街灯に照らされた樹木の影がうっすらと伸び、隙すき間まから見えるグラウンドは月光に照らされている。


    　見あげれば、街の明かりを受けた校舎がある。


    　この後も同じままなのか。それともまったく違った何かが出てくるのか。ぼくにもわからない。今できることは、とにかく前へ進むことだけだ。


    　ぼくは一件だけメールを打つと、ケータイの電源を切った。そのまま学校を囲むフェンスに沿って歩きはじめる。


    　高たか科しなから連絡を受けた後、ぼくは自転車を飛ばして学校へ向かった。


    　なぜ、平ひら瀬せが姿を消したのか、話を聞いているうちに、ぼくはわかるような気がした。


    　決着をつけようとしたか、もしくは、それを強要されたかだと思う。


    　平瀬は自分で病院を抜け出している。入院している状況にあっては、簡単に連れ去ることなどできないし、無理にやればひどく目立つだろう。平瀬だって、抵抗するはずだ。誰だれも気づかなかったのは、平瀬自身が意識して動いたからだ。


    　重傷の平瀬が自ら抜け出したのは、よほどの理由があってのこととみていい。


    　それは、九割方、今回の事件と関係がある。永なが石いしか、あるいはよほど事の真相を知っている者に呼び出されたに違いない。いや、ここへきて他人がかかわるとは考えられないから、やはり永石が動いたとみるのが妥当だ。


    　もし、永石が平瀬との決着をつけるために呼び出したとすれば……。


    　おそらく場所は学校である可能性が高い。


    　事件が起きた日、永石は言った。学校での恨みは学校で晴らすと。すべてを奪われた学校で復ふく讐しゆうを果たすと。


    　あの時、永石は、本音を言ったようにみえる。事件をわざわざ教室で起こしたことを考えれば、なおさらだ。多分、学校にこだわりはある。


    　もちろん、その言葉が、今日も通用するとは限らないが、大きく外れてないようにも思える。あの場に立ち合った者ならば、なんとなくそれがわかるはずだ。


    　仮定に仮定を重ねているようなところもある。少しでも考え違いをしていたら、この結論は導き出せない。ただ他ほかに根拠がない以上、賭かけてみるよりなかった。


    　ぼくは金網に沿って、学校の周りを歩いた。足を止めたのは、街灯のポールが立っている所だった。


    　道路から三番目。間違っていない。


    　ぼくはライトを取り出して、金網を丹念に調べた。


    　針金が結んである場所はすぐにわかった。全部で四箇所だ。外からわからないように巧妙に偽装してある。秘密の出入り口だ。


    　前に、学校でのぞき事件が起きた後、学校側は金網を補修し、外から人が入らないように手を打った。しかし、生徒としては、外部と完全に遮断されると、いささか困ったことになる。買い出しをする必要もあったし、外の空気を吸いたいこともある。


    　そこで示し合わせて、二箇所だけ金網を外して外に抜け出すポイントを作った。


    　ここは、そのうちの一つだ。知らなければ絶対にわからないと思う。クラスメイトでもポイントがわからず帰ってきた者もいる。


    　ぼくは周りに人がいないことを確認して、偽装を外した。四つの針金を取ると、一人分がくぐり抜けることのできるスペースが生まれる。くぐり抜けて校庭に入ると、すぐに仕掛けを元に戻す。


    　ぼくは金網沿いに植えられた木に沿って、グラウンドの縁を回った。


    　例の事件以来、学校にはガードマンが張りついている。見つかったらそれまでなので、警戒が必要だ。抜け道を使ったのも、足止めをくうのが面倒くさかったからだ。


    　気になったのは、校内の状況を確かめることができるかどうかだった。二人が来ていないのであれば、さっさと場所を変えないといけない。うまくそれができるかどうか。


    　ぼくは息を潜めて、左右を見回した。


    　体育館の横を青い影がかすめたのは、月が雲の後ろから現れた時だった。走って体育館の裏に回る。距離があったので顔はわからないが、身体からだがふらついていた。もしかしたら……。


    　ぼくは身体を隠しながら、全力で走った。


    　また影が動いた。青い服が横切る。間違いなく誰かがいる。


    　体育館の手前まで来ると、ぼくは少しショートカットして、横に回り込む。


    　バレーコートのあたりに人影はなかった。


    　となると、奥のテニスコートか？　


    　体育館とテニスコートの間には、金網と植え込みがあって、視界は遮さえぎられている。容易に気配はわからない。しかし、その時だけは、テニスコートに人がいることがわかった。肌がびんびんに感じている。


    　意を決して、ぼくはテニスコートに飛び込んだ。


    　視界に入ってきたのは、二人の女の子と動物の群れだった。


    　一人は手前に倒れており、もう一人はコートの奥に立ってこちらを見ている。奥の女の子を取り囲むようにして、イヌ、ネコ、カラス、ハトが集まっている。どのぐらいの数なのかわからない。


    　動物の視線はすべてこちらに向いていた。まるで憎悪を叩たたきつけているかのようだ。


    「平ひら瀬せ！」


    　倒れていた女の子は平瀬だった。目は閉じたままで、身体からだはぴくりとも動かない。


    　さっきまで歩いていたはずのに、いきなり、これか。


    　ぼくはこみあげてくる怒りが抑えられなかった。


    「やったのは、お前か、永なが石いし」


    「そうよ。あたしがやったの。当然の報いだわ」


    　テニスコートの奥に立っていた女の子は、歯を剝むき出しにして笑った。


    　ひどく品がなくて、禍まが々まがしい。


    　永石美み奈な子こだった。


    「人の彼氏を奪って、平然としているんだもの。厚かましいったらありゃしない。その娘こには、地獄の苦しみを与えてやるわ」


    　高い声には、強い憎悪の念が感じられた。暗い情念がそのまま言葉となっているかのようだ。そこまで、平瀬のことを恨んでいたのか？　そこまでやるのか。


    　永石が左手をかざすと、薬指の指輪が輝きはじめた。あの指輪だ。


    「まだ、その子は気を失っているだけ。生きたまま、イヌやネコにかじらせてやるわ。少しずつ自分の身体からだが傷つき、えぐられるところを見るがいい。胸や太ふと股ももの肉を食いちぎられ、骨が剝き出しになる様をね」


    　永石は笑った。


    「死んだ時には二目と見られない姿になっているわ。獣に食い散らかされた身体なんて、最低よね！　手足がちぎられて、目も髪も奪われた顔を満天下にさらすといいわ!!」


    　声は異様なまでに高い。ただならぬ気配を漂わせている。


    　目を赤く染め、髪を振り乱す様は、触れてはならない領域に足を踏み込んでしまったかのような危うさがある。


    　いったい、どうしてこんなことになったしまったんだ？　


    　永石だって、夏休みがはじまるまでは普通の女の子だったはずだ。面倒見のいい子が、なぜここまで？


    「彼はあたしのすべてだった。彼さえいれば、他ほかには何もいらなかった！　それをその子が全部奪った。清せい楚そなふりをして、その身体で釣りあげたんだ。ならすべてを奪ってやる。醜い身体になって死ぬがいい」


    　血走った目がこちらを見る。


    「ジャマをするなら、あんたも殺すわよ」


    　永石は本気だ。ぼくが手を出したら、本気でイヌやカラスをけしかけるだろう。


    　ぼくは左右を見回し、テニスコートの出入り口を確かめた。


    　あまり距離はない。うまくすれば、平瀬を抱きかかえて逃げることができるかもしれない。テニスコートから抜け出せば、身を隠すことぐらいはできるだろう。一いちか八ばちかやるか。


    　ぼくは身をかがめた。


    　イヌやネコの群れが平ひら瀬せに向かって歩きはじめた。その顔はなぜかこちらを向いている。警戒しているのが感じ取れる。


    　なんとかなるのか？　かいくぐって逃げることが本当にできるのか？


    　ぼくは息をつめて、踵かかとを浮かせた。


    　永なが石いしが手を振ったのは、次の瞬間だった。


    　ネコが先頭を切って走り出す。


    　反射的に、ぼくも走った。平瀬のところに駆け寄ると、その身体からだをかかえあげる。


    　あとは逃げるだけだが……。


    　体重を左足に移した時、ネコはすでに目の前に迫っていた。三み毛けが牙きばを剝むいて襲いかかってくる。


    　やられる！


    　ぼくが平瀬の頭を抱きかかえた、ちょうどその時だった。


    　人影がぼくの横に立った。その右手が大きく振られる。


    　いきなり突風が吹いて、ネコたちは吹き飛ばされた。鳴き声をあげて、五メートルも下がってしまう。もう一度、手を振ると、左から来たイヌも飛ばされた。


    「大丈夫か？」


    　こちらを見る顔には、見おぼえがあった。


    　いつもよりも表情は厳しいが、覇気に満ちた女の子の姿がそこにあった。高う鳥ちの制服を着ているところも変わらない。


    　布ふ流るの晶あきらが、ぼくの横に立っていた。


    「やっぱり来たか、このバカ」


    「布流……」


    「まったく無茶しやがって。どうしてのこのこ出てくるんだよ」


    　声はいつもより高めだった。怒りの中に、どこか哀かなしげな響きがあった。


    「あれだけ言ったのに。絶対、この件にはかかわらないように仕向けたのに」


    「お前、演技下手すぎだぞ。ちょっと考えただけでわかったよ。あんなので騙だまされるわけないだろ。そんなことにも気づかなかったのか」


    「でも……」


    「高たか科しなだって怒っていたぞ。後で顔出せってさ。しばらくは小言を言われるだろうけれど、覚悟はしておけよ」


    　布流は無言で天を仰いだ。月光が、どこかつらそうな横顔を照らす。


    　ぼくたちを巻き込んだことを悔いているのか。それとも他ほかに考えていることがあるのか。そこまではわからない。


    「あんたも、あたしのジャマをしようというの！」


    　沈黙は、永なが石いしの声によって吹き飛ばされた。


    「どうして、みんな、その女の味方をするの！　あんたも、そっちの男も、そして学校の連中も。そんなに、その女がいいの！」


    「よせ」


    「だったら、あたしがみんな始末してやるわ。この手でバーン、バーンってね」


    　永石は、右手で銃ひき爪がねを引くしぐさをした。声はさらに高く、ヒステリックになっていた。足元もふらふらしている。もうまともじゃない。


    「あたしにはできるんだから、それだけの力は持っている」


    「もういい。やめるんだ！」


    　布ふ流るのは永石を見て、手を前に伸ばした。その表情は哀かなしげだ。


    「指輪を返してくれ。その力は人の手に余る。この世界にあってはいけないものなんだ」


    「嫌よ。この指輪のおかげで、あたしは力を手に入れることができた。その女に罪の深さを教えてやることができるんだから！」


    「そんなことしても、意味がない。指輪を外して、元の生活に戻るんだ！」


    「ふざけないで！　やっぱり、あんたもあたしのジャマをするんだ。だったら、その喉のど笛ぶえをかき切ってやる。今すぐに！」


    　永石が布流を見つめると、左手の指輪が輝きを増した。まるで黒い光線を放っているみたいだった。


    　布流は横目でこちらを見た。


    「泉いずみは、平ひら瀬せを頼む」


    「けれど……」


    「おれは大丈夫だ。だから……」


    「死になさい！」


    　永石が手を振りおろすと、一〇を超えるイヌやネコが走り出す。カラスも舞う。


    　布流は、動物が来るのを待っていなかった。自ら前へ出て迎え撃つ。


    　手刀でネコの首を叩たたき、身体からだを回転させて、イヌの背に軽く[image: ]こぶしを入れる。


    　左右からネコが襲いかかってきてもまるで動じない。軽く下がってかわすと、首を叩く。


    　イヌやネコは、たちまちその場に倒れた。


    　ぼくは息を呑のんだ。前からすばしこい奴やつだとは思っていたが、ここまでとは。とても人の動きとは思えない。


    　しかも、それだけ早く動きながら、イヌやネコを叩く時、けがをさせないように気を使っている。力の加減をして、うまく気絶させているのだ。


    　牙きばや爪をかわしつつも、それだけのことができるとは。信じられない。


    　そのあたりは、永なが石いしも同じだったようだ。目を大きく開いて、布ふ流るのを見ている。


    「どうして。なぜ？」


    「これ以上、手荒なことはしたくない。頼むから指輪を渡してくれ」


    　布流が歩み寄ると、永石は下がった。


    「嫌だって言っているでしょう！」


    　上空でカラスが鳴き声をあげた。夜の闇やみに紛れるようにして、二〇羽を超える群れが布流を見ている。黒い竜巻のようだ。


    　竜巻は槍やりとなって、地上にその先端を向けた。うなりをあげて舞い降りる。


    　布流は跳躍してかわす。


    「次はないわよ！」


    　再びカラスの集団は、上空に集結する。


    　その動きを確認してから、布流はこちらを見た。


    　その瞳ひとみはひどく哀かなしげだ。悲痛といってもいい。


    　いったいどうして？　その疑問を口にしようとした時、布流は再び走りはじめていた。


    　永石は一瞬、ひるんだようだったが、すぐに手を振りおろした。


    　カラスの集団は塊となって、降下をはじめる。


    　それを待っていたかのように、布流はキュロットスカートのポケットに手を突っ込んだ。


    　取り出したのは、小さな紙切れだった。お札のように見える。


    　紙切れを顔の前にかざすと、布流は声を張りあげた。


    「天の気き息そくは、我らが息い吹ぶき。我らが息吹は、天の気息。我が意をもって、気息を呼べば、清風ここにあり。穢けがれし空気を払って祓はらえ。払って祓え！」


    　紙切れを放ほうり投げると、布流はふうと息を吐いた。


    　直後、烈風が巻き起こり、カラスの集団は吹き飛ばされた。二〇羽を超える群れは散り散りになって、夜の闇やみに吸い込まれた。


    「な！」


    　永石が次の手を打つ前に、布流は地面に向かって息を吐いた。


    　それだけでイヌやネコは風に流されて、コートの奥まで押し込まれる。永石の周囲はイヌとネコがそれぞれ三匹ばかり残っているだけだった。


    「何、これ！」


    「もう終わりだ」


    　布流は歩いて間をつめた。


    「来るな！」


    　永石が手を振ると、イヌが襲いかかってくる。


    　布ふ流るのは視線を動かすことなく、イヌの首を叩たたいて眠らせてしまう。


    「なんで？」


    「もういいだろう。指輪は返してくれ」


    　いつしか、布流は距離をつめて永なが石いしの前に立っていた。その左手をつかむ。


    「いやよ。これはあたしのものよ。離しなさい」


    　ネコが一匹飛びついて、布流の右腕に嚙かみついた。永石の命令を聞いてのことなのか。


    　布流はあえて払わず、そのままにしていた。


    「あんたなんかに、あたしの気持ちがわかるわけないでしょ。この悔しさが理解できるわけがないでしょ！」


    「ああ、わからないさ」


    　布流は静かに応じた。


    「同級生を傷つけてまで、恨みを晴らそうなんて気持ち、理解できないし、知りたくもない。その気になれば、別の形で取り戻せたはずだ。過ぎたこととして、思い出に閉じ込めてしまうこともできたはずだ。日常の一ページで済んだはずなのに、ここまでする理由なんてまったく思いつかないよ」


    「くそっ！」


    「ただ、指輪さえなければ、ここまで悪くならなかったかもしれない。そのことだけは本当にすまないと思っているよ」


    「あなた、いったい何者なの！　なぜ、このことを知っているの！」


    「普通の女子高生だよ。日常が好きな私立高たか鳥とり高校の一年生。それがすべてさ」


    「そんなこと……」


    　言葉は途中で途切れた。永石が腕をふりあげた瞬間、布流が彼女の首筋を叩たたいたのだ。


    　気を失い、大柄な身体からだはその場に崩れる。それを支えて、布流はテニスコートに横たえた。


    　静寂が周囲をつつみ込んだ。イヌやネコは、なぜ自分がここにいるのかわからないといった様子で左右を見回していた。テニスコートから離れていくネコもいる。鳥の気配も消える。


    　布流に嚙かみついていたネコも、いつしか姿を消していた。


    　残ったのは、ぼくたち四人だけだ。ぼくは平ひら瀬せをその場に置き、二人に歩み寄った。


    　布流は、永石を無言で見おろしていた。


    「どうして。なんで、こんなひどいことになったんだ？」


    「こいつのせいさ」


    　布流は、左手に持っていた指輪を見せた。


    　普通の指輪よりは二回りは大きい。宝石はなく、飾かざり台だいには銀色の金属が埋め込まれている。何か文字が記してあったが、意味はさっぱりわからない。


    「それが『ソロモンの指輪』か」


    　布ふ流るのはうなずいた。否定はしない。


    「それがあると、動物を自由に操ることができるんだよな」


    「少しは知っているみたいだな」


    「図書館で調べた」


    　ぼくが図書館で引っ張り出した資料によれば、「ソロモンの指輪」は、古代イスラエルの王、ソロモンが持っていたという伝説の指輪だ。その指輪をはめるだけで、動物と自由に話をすることができる。ネコでもイヌでも、あるいは昆虫でも。人以外なら、その力から逃のがれることはできない。別の伝承によれば、七二の悪魔を操り、封印する力も持っているという。


    　ソロモン王は、動物や悪魔から知識を仕入れ、古代イスラエルにかつてない繁栄をもたらしたということだ。


    　常識で考えれば、マユツバの話だ。動物と話ができるというだけで、もう怪しい空気がぷんぷんと漂ってくる。悪魔なんて聞いたら、もう聞く気が失せる。とんでもない世界だ。


    　しかし、現実に永なが石いしがイヌやネコを従える光景を見ると、笑い飛ばすことはできない。


    　指輪は現実にあるのだから。


    　最も説得力のある話が、最もおかしいというのがなんとも異様だ。


    「当たりだが、それじゃ半分だな」


    　布流は指輪を見つめた。


    「これを使えば、操るだけでなく、その動物に自分の意志、っていうか、魂みたいなものを憑ひよう依いさせることができる。その動物の視線で世界を見て、その動物の身体からだを使って、自分の好きな所へ行ける」


    「そんなことが……」


    「人の出入りに神経は使っても、ネコやスズメの動きは気にしないからな。それこそ、やりたい放題さ。どこにでも入っていくことができるし、人に気づかれずにどんなことでもできる」


    「あ、それじゃ、もしかして平ひら瀬せのストーカーの件は……」


    「そう。この指輪を使った結果さ。いくら人を捜しても意味はなかった。誰だれが窓の外に止まったスズメを気にする？　家の中の虫が自分を見ているなんて考える？　盲点どころの騒ぎじゃないさ」


    　それですべてに筋が通る。


    　永石は、「ソロモンの指輪」を使って、平瀬のあとをつけていた。本人は動かずに、動物たちの目を使って。


    　女子更衣室のガラスを割ったあの事件も、ネコやカラスの力を借りて、パチンコ玉を放ったのだろう。ネコならば、テニスコート脇わきの小さな穴からでも逃げることができる。


    　カラスが教室に飛び込んだ件については、もう言うことはない。


    　考えてみれば、今回の事件は最初から動物がからんでいた。ネコが行く手を阻んだこともあったし、カラスに邪魔をされたこともあった。脅迫状も、カラスやスズメに運ばせれば、人の目につかず届けることができる。


    　超能力を持つ指輪が、すべてを支配していたわけだ。


    「もう少し早く気づいていれば、止められたかもしれない。それが悔しいよ」


    「でも、永なが石いしがここまで暴走するなんて、誰だれにも……」


    「いや、知っていれば、なんとかなったんだ。この指輪には、伝承にも書いていない欠点があるからな」


    　布ふ流るのは、「ソロモンの指輪」を握りしめた。


    「こいつは長い間使っていると、こちらの意志を動物に伝えるだけじゃなく、向こうの感情もフィードバックしてて、持ち主に流し込むようになる。つながっているすべての相手からな。その力は圧倒的さ。一対一ならばともかく、多くの動物を制御していれば、一対一〇、場合によっては一対一〇〇にもなる。それだけの感情が流れ込んでみろ。よほど心の強い者じゃなければ耐えられない」


    　布流は一度、言葉を切って、ぼくを見た。


    「お前、今の日本が動物にとって住みやすいと思うか？」


    「いや、残念ながら」


    「そう。空気も悪いし、ろくに住む所もない。人の隙すき間まに入って生きているようなものさ。それだけにネガティブな念が強い。聡そう明めいなソロモン王ですら、耐えられなくなって、晩年はおかしくなっちまったんだ。普通の女子高生にどうにかできるわけがない」


    「……」


    「流れ込んでくる動物の感情に耐えきれなくなって、オーバーフローしてしまった。最後に暴走したのはそのためさ。心が砕けてしまった。多分、永石も最初はちょっと脅しをかけるぐらいのつもりだったんだろう。彼氏を取られたのはショックだったと思うが、殺してやろうと思うほど平ひら瀬せを憎んでいたわけではないと思う。それが、指輪のパワーに振り回されて、精神が悲鳴をあげてしまった。最後の永石は、もう永石じゃなかった。かわいそうなことをしたと思うよ」


    「何でも知っているんだな」


    　ぼくは、少し語気を強めた。


    「どうして、そんなに知っているんだよ」


    　布流はうつむいて、視線をそらした。何も言わない。


    「いったいなんなんだよ。なんで、『ソロモンの指輪』なんてわけのわからないものがここにあるんだよ。そして、この力はなんなんだよ。おかしいじゃないか。こんなことが現実にあるなんて変じゃないか」


    「……」


    「永なが石いしが、こんな化け物じみた指輪を持っている理由だってわからない。そもそも、いったいどこにあったんだよ。からくりがまるで見えないよ。わかるように話してくれよ」


    　布ふ流るのは手を握りしめたまま立っていた。話したくても話せないといった感じだ。


    　気持ちはわかる。人には隠しておきたいことの一つや二つはある。


    　けれど、納得はできない。自分自身のため、そして、布流のためにも、すべてを知っておきたいという気持ちはある。


    　重苦しい雰囲気が高まり、頂点に向かう。空気が肩に重くのしかかる。


    　その流れが変わったのは、少し高めの声が響いてきた時だった。


    「すべて話してしまえば、いいじゃないですか」


    　テニスコートの端からだ。驚いて顔を向けると、ドレスを着た女の子が立っていた。


    　年少の美少女。アミだった。大きな瞳ひとみはまっすぐ布流に向けられている。


    「『ホウ』のことも、それを守る〈蒼あお〉の一族のことも。すべてを明かしてしまえば、きっとすっきりすると思いますよ」


    「お前、何者だ？」


    　前に出た布流が尋ねると、アミは笑ってみせた。


    「申し遅れました。私はアミ・オキイシ・シュナイダーと申します。そちらの男の方には、もう挨あい拶さつしたのですが……考えてみれば、まだ身分は明かしていませんでしたね。事情には詳しいけれど、あなたの一族に属していない者といえばわかっていただけますかね」


    「〈黒〉の一族……」


    「当たりです。さすが〈蒼〉の姫。察しがいいですね」


    「なんのつもりだ。こんなところに出てきて」


    「決まっているんでしょう。その指輪を返してもらうためです。それは私のものですよ」


    　アミは微笑したままだった。


    「この学校が、あなたたちにとって重要なポイントであることはわかっていました。あなたがいるんですから。ただ、何があるのかつかむことができなかったんで、ちょっとつついてみたんですよ。戦争でいうところの、威力偵察ってやつですね」


    「永石に『ソロモンの指輪』を渡したのはお前か！」


    「半分当たりってところですね。話はしましたが、欲しいって言い出したのは、そっちの娘ですよ。いい機会だったので、『ホウ』の実験も兼ねて、やってもらっただけです。なかなかおもしろい結果が出ましたね」


    「貴様……」


    　布流の声が高まる。


    　何か重要な会話をしているらしいが、内容はさっぱりわからない。完全に置いてけぼりだ。


    　そんなぼくにアミは笑顔を向けた。


    「ああ、すぐに説明しますよ。この娘を倒した後でね」


    「やらせるか！」


    　布ふ流るのは右腕を横に伸ばした。


    「守ってみせる。この学校も仲間も。すべてを終わらせて、いつもの生活に戻るんだ」


    　光が渦となって、布流の右手に集まっていく。光度はたちまちあがる。


    　ぼくが目を閉じようとした瞬間、出し抜けに闇やみが訪れた。


    　改めて布流を見ると、その右手には剣があった。


    　不思議な形をしている。日本刀のように見えるが、普通とは逆で、刃が反りの内側についていた。刃にあたる部分が引っ込んでいて、峰が突き出している形だ。反りもひどく大きく、半円に近い。長さは一メートルぐらいで、鈍い銀色をしている。


    　その剣には、人の心を圧する何かがあった。見ているだけで、魂が吸い込まれそうだ。


    「はじめて見ましたよ」


    　アミは一歩前に出た。


    「日の本の国に、古代より伝えられし三つの霊剣あり。一つは八や岐またの大蛇おろちを倒した素す戔さの嗚おの尊みことが握りし、『天あめの十と握つかの剣つるぎ』。二本目は、今もこの国に残る『天あめの叢むら雲くもの剣つるぎ』。そして、その二本が暴走した時、すべてを封じるため最後の力を出すという『布ふ流るの御み魂たま』、別名、『布ふ流るの剣つるぎ』。まさに、あなたが持つにふさわしい剣ですね。決着をつけるにはふさわしいですが……」


    　美少女の口元が歪ゆがむ。


    「それだけのものを出しておいて、日常に戻るですって。すべてをなかったことにするつもりですか。バカらしい。そんなことできるわけがないでしょう。これが世界の現実。本来、あなたがいるべき世界なのです。いまさら繕つくろってみたところで、どうにもなりません！」


    「うるさい！　貴様に、おれの気持ちがわかってたまるか！」


    「ええ、わかりませんとも。世界を圧倒する力を持っていながら、小さな日常にこだわるなんて、そんな愚かなこと。いったいどうしてできましょうか。もう耐えられませんわ。思い知らせてあげます！」


    　アミが天に向かって手をかざすと、周辺の景色が歪んで、ガラスを鉄でひっかいたような音が響いた。


    　それが消えた時、右手には土にまみれた杖つえが握られていた。


    　木製で長さは一メートルほど。物語に出てくる魔法使いが持っていそうな杖だ。


    「この『モーセの杖』に勝てますか。『イェリコの壁』を砕き、紅こう海かいを割った、この大いなる杖に！」


    「黙れ！」


    　言うなり、布流はジャンプした。五メートルの距離を一気につめ、剣を振りおろす。


    　アミは杖をかざして、その一撃を食いとめた。


    　乾いた音がして、剣と杖つえがからみ合う。


    　体格では布ふ流るのが勝っていたが、アミはまるで気にした様子を見せない。逆に押し返して、布流をはじき飛ばしてしまう。


    「くっ！」


    　空中で一回転して、布流は着地する。


    「遅いですよ！」


    　アミが杖を振ると、レーザーのような光線が放たれる。


    　危ないと思った時、布流はすでに剣を縦に構えていた。光線は剣にぶつかる。


    「くそったれ！」


    　剣を振ると、光線は四散した。


    「やりますね」


    「今度は、こっちの番だ」


    　布流は剣を大地に突き刺した。


    「雷いかずちの風！」


    　声とともにテニスコートが割れる。地割れはそのままアミに向かう。


    　地割れはそのまま美少女を襲うかと思われたが、直前で大きく左に曲がった。まるで見えない何かにぶつかったかのようだ。
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    「そんなのは、予想済みです」


    「壁！　イージスか」


    「正しく発音してください。『アイギスの盾』です。たとえ、布ふ流るの剣つるぎをもってしても、この壁は破れませんよ」


    「最大出力なら十秒ともたないくせに」


    「それだけあれば、十分です！」


    　アミはたてつづけに杖つえを振った。光線が飛び交い、大地をえぐる。


    　激しい攻撃を受けて、布ふ流るのは近づくことすらできない。


    「どうしました。早くいらっしゃい！」


    「くそっ！」


    「布流！」


    　ぼくが思わず声をかけると、布流は足を止めてこちらを見た。


    「よけいなことするな。お前は平ひら瀬せと永なが石いしを守ってくれれば、それでいい！」


    「そうですよ。女の子二人、放ほうり出してどうするんですか」


    　言われて、ぼくは二人を放り出したままのことに気づいた。あわてて抱きかかえて、アミとは逆方向にある金網の手前まで運んだ。


    　その間、アミは見ているだけで、何もしなかった。


    　待ってくれたのか。それとも……。


    「ふふ、一箇所に集まってくれたのはうれしいですね。これで手間がはぶけます！」


    「何！」


    　アミは手をあげ、テニスコートの一角を指で示した。


    　自然と、ぼくはそこに目を向けていた。


    　テニスコートの出入り口には、人影があった。


    　数は二〇人……。いやもっといるかもしれない。服装はまちまちで、背広姿の者もいれば、ガードマンの格好をした男性もいた。


    　全員が焦点の合わない瞳ひとみを、こちらに向けている。


    　似ている。前に公園で襲ってきたヤンキーに。


    「まさか、『ゾンビ・パウダー』を？」


    　布流が叫ぶと、間を置かずにアミが応じる。


    「ええ、便利な『ホウ』ですね。人を死霊に堕おとし、自由に操ることができる。一度、命令したら、身体がその機能を止めるまで動きつづける。かけすぎると、ショック死するっていう弱点もありますが、それは仕方ないでしょう」


    　アミはぼくを見た。


    「あなた方三人は、私の忠実な僕しもべとなってもらいましょう。死霊となって、〈蒼あお〉の姫を襲うのです。自分の友達にねらわれる気分はいかがなものですかね」


    「くっ！」


    「おっと、行かせませんよ。あなたの相手は私です」


    　下がろうとする布ふ流るのに、アミは容赦なく光線を浴びせかけた。


    　防ぐだけで、後退はできない。自分を守るので、精一杯という感じだ。


    　ぼくは、迫り来る男の集団を見つめた。もう五メートルと離れていない。


    　どうすることもできない。ぼく一人だったらなんとかできるかもしれないが、ここには気を失ったままの平ひら瀬せと永なが石いしがいる。二人を抱えて逃げることはできない。


    　なんとか、なんとか、逃げ場を見つけないと。


    　ぼくの後ろと右側には金網があり、左前に行けばアミが襲ってくる。


    　こうなれば、打つ手は一つしかない。ぼくがあの一〇人をなんとかして、道を切り開く。倒せなくてもいい。なんとか隙すきを作って、平瀬と永石を担いで逃げる。それだけだ。


    　できるかどうかはわかないけれど、やるしかない。


    　ぼくは手を握りしめて、迫り来る人影を見つめた。


    「よせ。ゾンビの力は、並の人間よりはるかに強い。戦ってどうにかなる相手じゃない」


    　わかっているよ。だけど、他ほかに道はないんだ。


    「やめろ！」


    「行かせませんよ！」


    　視界の片隅を光がかすめた時、ぼくは間合いをつめた。


    　男の一人がうなり声をあげる。もう二メートルと離れていない。


    　やられる前にやるしかない。ええい、行くぞ！


    　ぼくは足に力を込める。


    　その瞬間、男の一人が悲鳴をあげて、後ろに下がった。顔を手で押さえている。


    　指の間から見えるのは、カードだった。それは、どこかで見たことがあるような気が……。


    「ごめん。遅くなったね」


    　背後の金網を越えて、高う鳥ちの制服を着た男子が姿を見せた。


    　整った顔立ちは、石いそ上かみのものだった。ウインクしてから、右手を振る。


    「でも、なんとか間に合ったかな」


    「危ない！」


    　ガードマンの服を着た男が急に走り出して、石上に迫った。警棒を振りあげる。


    　それは間違いなく、石上の顔をねらっていたが……。


    　石上は動揺したそぶりも見せず、右手に持っていたカードを投げつけた。


    　ねらいは違たがわず、男の顔に突き刺さる。熱い棒でも突っ込まれたかのように、男は身体からだをのけぞらせた。


    「この『アカシック・カード』を使えば、人はあるべき姿に戻る。たとえ死霊であってもそれは変わらない」


    「石いそ上かみ」


    「城じよう太た郎ろう君。さっきはメールをありがとう。おかげで、なんとか間に合ったよ」


    　学校に入る直前、ぼくは石上にメールを打った。


    　迷ったけど、石上が本気で布ふ流るののことを気にかけていることはわかっていた。それだけに無視はできなかった。


    「本当に、感謝します。おかげで私たちは姫と……大事な人を失わずに済みました」


    　石上の横に、もう一つ影が降り立った。


    　秋あき月つきだ。長い髪が揺れる。


    「もう少し結けつ界かいが早く解けていれば、苦労をかけさせずに済んだのですが……」


    「それより、この死霊をなんとかしてくれよ。これ以上、カードはムダにしたくない」


    　石上の問いには答えず、秋月はスカートのポケットから、小さな白い棒を取り出した。


    　それがチョークであるとわかったのは、秋月が地面に小さなサークルを書きはじめた時だった。二十秒もかからずに、サークルは細かい書き込みでいっぱいになる。


    　石上のカードでひるんでいた男たちは、再びぼくたちに歩み寄ってきた。焦点の合わない視線は秋月に向いている。


    「危ない！」


    　ぼくが声をかけるのと、秋月が立ちあがるのはほぼ同時だった。


    「偉大なる精霊と、秋月華か也やの名において命じる。光よ。敵を薙なぎ払え！」


    　秋月がチョークを振ると、サークルが輝きはじめた。すぐに光の棒が現れて、男たちを吹き飛ばす。


    　全員がテニスコートから押し出されるまで、五秒とかからなかった。


    「さすがに、『マジック・チョーク』。君みたいな魔法使いが使うと、効果は絶大だね」


    「バカなこといわないで。あたしは魔法使いじゃない。ただ魔法陣を書いただけよ。すべては、この『ホウ』のおかげ」


    　石上の言葉に応じつつ、秋月は視線を転じた。


    　その先には、アミの姿がある。


    　少女の顔は怒りで歪ゆがんでいた。


    「まさか、こんなことになるなんて。〈蒼あお〉の戦士が三人もそろうなんて」


    「降伏してくれると、こっちもムダな力を使わずに済むんだけどね」


    「ふざけないで」


    　石上の軽口に、アミは杖つえを振って応じた。光がコートを薙なぐ。


    　こちらに向かってくるはずの光は、途中で消えた。石上が一足早くカードを投げて、光線を防いでいたからだ。


    「くっ！」


    　アミはジャンプすると、金網を越えて校庭に向かった。


    　布ふ流るのもそれを追う。


    「待て！」


    　二人の姿が消えたのを見て、ぼくの身体からだも自然に動いていた。


    「城じよう太た郎ろう君！」


    「二人は、平ひら瀬せと永なが石いしをお願い。まかせたから」


    　返事を待たずに走り出す。結果を見届けないわけにはいかなかった。
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    　ぼくが校庭に出た時、戦いは佳境を迎えていた。


    　アミが杖を振ると、光線が大地をえぐる。


    　布流はそれをかわして前に進む。


    　たまに剣を振るが、その切っ先が少女を捕らえることはできない。重力を感じさせない動きで下がっていく。


    　改めて見ると、常識でははかれない光景に驚いてしまう。


    　光線。空中からわき出る剣。五メートルも跳ねる人間。世界を回す歯車が大きくずれてしまったかのようだ。十日前だったら、いや今でも話を聞いただけだったら、そんなことあるかよと笑い飛ばしていたかもしれない。ありえないと。


    「この！」


    　布流は、瞬間移動したかのように間合いをつめると、剣を振りおろした。


    　鋼はがねと杖つえの木がからみ合う。


    　本来ならば杖が負けるはずであったが、受け止めてもまったく変化はない。逆にアミが力を入れると、身体からだごと剣を押し返してしまう。


    　布流は後退せざるをえなかった。


    　ぼくの正面、二〇メートルばかり離れた所で、二人は向かい合った。


    　周囲は闇やみにつつまれている。これだけの騒ぎになっているのに、周りに変化はない。まるで学校だけが別の空間に切り離されたかのようだ。


    　夜のグラウンドで、剣と杖を持つ二人はひどく異様だった。現実感がない。


    「なぜです。なぜ、あなたはそこまで無理をして戦うのです」


    　アミが尋ねた。声は大きい。


    「布ふ流るの剣つるぎの力を使えば、私を倒すこともできましょう。〈蒼あお〉の姫ともあろう者が何に遠慮しているのですか？」


    　布ふ流るのが黙っていると、アミは笑った。


    「そんなに、このちっぽけな場所が大切なのですか？　つまらない日常を愛しているのですか？」


    「当たり前だ」


    　布流は剣をかまえた。


    「守ってみせる。絶対にすべてを」


    「バカなことを。そんな破は廉れん恥ちなことを考えているから、無む高こう様に愛想を尽かされるのです。わかっているのですか」


    「どうして、その名前を」


    「もはや語る言葉はありません。死んでしまいなさい！」


    　杖を振ると、光線が宙を裂く。


    　その一つ一つをはじき飛ばしながら、布流は突き進む。


    「でえぃ！」


    　踏み込んで放った下段からの一いつ閃せんは、アミの服を切り裂いた。紅の布が宙に飛ぶ。


    「よくもやってくれましたね。お気に入りだったのに」


    　アミの目が吊つりあがった。強い怒りの念がある。


    「消えなさい！」


    　アミは両手で杖つえを持って振った。


    　これまでとは比べものにならないほど強い輝きが布流をねらう。


    　態勢を整えていた布流は、剣で光線を受け止めた。しかし、振り払うことはできない。


    「くそっ！」


    　懸命に振ってそらす。


    　光線は角度を変え……ぼくのところに迫ってきた。


    　危ないと思う間もない。すぐにも痛みが全身を覆う……はずだった。


    　ぼくは腕で顔を覆って、その場で固まった。


    　時が経たつ。一秒、三秒……。


    　身体からだに変化はなかった。いつまで経っても同じだ。


    　どうしてだ。どういうことだ？


    　ぼくはゆっくりと目を開けて、自分の身体を見つめる。


    　異常はなかった。服も、身体も前と同じだ。


    　なんだ？　光は当たったはずなのに、どうして変化がないんだ？　


    　あれは、身体に影響を与えるものではなかったのか。しかし、それなら布流が必死にかわしている理由がわからない。いったい何が……。


    　ぼくは二人を見つめた。


    　布ふ流るのは唇を嚙かみしめてうつむき、アミは目を丸くして、こちらを見ている。


    　驚く美少女の顔が変化し、高笑いをあげるまでにはたいして時間がかからなかった。


    「こ、これは驚きです。まさか、こんなところに特異点がいようとは。なんともはや……」


    　アミは笑いつづけていた。


    「〈蒼あお〉が重点配備をするのもわかるというものです。これだけのものを放ほうっておくわけにはいきませんからね」


    　なんのことを言っているんだ？　さっぱりわからない。


    　そこで、アミは顔を引き締め、布流を見た。


    「偽善もいいところではないですか。これだけの者がいながら日常を守ろうなんて。バカバカしいったらありません」


    「黙れ」


    「茶番はやめたら、どうです。〈蒼〉の姫！」


    「黙れと言っている！」


    　布流は両手で剣を構えて前に出た。


    　その姿を見て、ぼくは思わず息を呑のんだ。


    　まっすぐアミに向けられた瞳ひとみ。その色が変わっていく。黒から鮮やかな蒼へと。


    　逆立った髪も、蒼く染まる。


    　蒼に染まった女の子がそこにいた。


    「手出しなんかさせるものか！　日常は、ここにあるんだ！」


    　怒りのオーラをほとばしらせながら、布流は飛んだ。はるかな高みから剣の一撃を振るう。


    　アミは受けたが、今までのように、布流の動きを押さえることはできなかった。逆に後退してしまう。


    「な！」


    「この、この！」


    　布流は激しく剣を振った。上段、八はつ双そう、下段。かまわず剣を繰り出す。


    　アミは受けるだけで精一杯だった。反撃などまるでできない。


    　剣の切っ先は、アミの身体からだに迫る。頰ほおをかすり、服の腕を切り裂く。その数は増える一方だ。


    「そ、そんな！」


    「いけえ！」


    　布流は再び跳躍した。五メートル上から剣を叩たたきつける。


    　アミは杖つえをかざして受け止めた。


    　ドンと空気が震えて、大地が揺れる。


    「こんなことで！」


    　アミは押し戻そうとして、腕に力を入れた。


    　しかし、剣はびくともしない。押し戻すどころか、徐々に押し込まれてくる。


    　アミの表情がはじめて歪ゆがんだ。明らかに動揺している。


    　布ふ流るのがさらに力を入れると、杖つえに変化が生じた。


    　亀き裂れつが入り、一気に広がっていく。内側から光が漏れはじめる。


    「そんな。『モーセの杖』が……」


    「砕け散れ！」


    　絶叫が響いた時、光が弾はじけた。


    　大地が揺れて、爆音が轟とどろく。


    　大爆発が起きて、ぼくは顔を腕でかばった。土の塊が一つ二つと肩に当たる。


    　しばらくはまったく動けない。十秒、二十秒と立ちつくす。


    　爆発音が消え、静寂が周囲をつつんだぼくは目を開けた。爆心地に目を向ける。


    　そこには、膝ひざをついたままのアミと、今、まさに立ちあがろうとしている布流がいた。


    　まだ、決着はついていなかったのか。いったい何があった？


    「逃がすものか」


    　布流は、まだ蒼あおい瞳ひとみでアミを見ていた。


    「教えてもらうからな。お前らが残りの『ホウ』をどこに隠しているか」


    「そんなこと話すわけがないでしょう」


    　アミも立ちあがろうとしていたが、足に力が入らないようで、腰の位置は変わらない。


    「不利な情報を流すぐらいならば、〈黒〉の一族として潔いさぎよく自分で始末をつけますよ」


    「させるかよ」


    「決めるのは、あなたではありませんよ。すぐに……」


    「その必要はない」


    　不意に低い声が響いてきた。よく透とおるバリトンだ。


    　ぼくはあたりを見回したが、声の主を見つけることはできなかった。気配すらない。


    　どこにと思った時、アミの背後に陽炎かげろうが立つのが見えた。


    　闇やみが揺らめく。その直後、人らしい影が現れたが、それはどこかおかしかった。


    　輪郭がぼけている。ピントの合っていないカメラで撮ったみたいに、細かいところがはっきりしない。相当に背の高い人物だと思うが、表情とかはさっぱりわからなかった。


    　男はアミに近づくと、その身体からだを抱きかかえた。


    「見せてもらったよ。よくがんばったな」


    「すみません、無む高こう様。『モーセの杖』と『ソロモンの指輪』が……」


    「かまわん。特異点の存在を確認できたのだ。それで十分だ」


    「義に兄いさん！」


    　布ふ流るのが前に出た。


    「待って。義に兄いさん。どうして、〈黒〉なんかに……」


    　義兄さん？　では布流の身内が、敵の組織にいるのか。そして今、ここに姿を見せているのか。


    「いずれわかる。いや、お前自身が気づかねばならんのだ。この世界の真実に。〈蒼あお〉が隠しているものに」


    「義兄さん！」


    　輪郭は再びぼやけつつある。気配も少しずつ消えていく。闇やみに吸い込まれるかのように。


    「さらばだ。晶あきら」


    「行かないで！」


    　空間の歪ゆがみが消えるのと同時に、二人の姿は完全に消え去った。


    　校庭に残されたのは、ぼくと布流だけになった。


    　物音一つしない。今までの戦いが幻であったかのようだ。


    　ぼくの見ている前で、布流は立ちあがると、腕を振った。それだけで剣は最初からなかったかのように消え失せた。


    　蒼い髪も黒に戻っていく。


    　立ちつくす姿はひどく寂しげだ。


    「布流」


    　ぼくは声をかけたが、反応はなかった。頭を下げたまま、何も言わずに立っている。


    　ぼくも先がつづけられなかった。あまりにもいろいろなことが起きすぎて、何を言っていいのかわからない。


    　ありえない光景が、さも当然のことのように展開していた。尋ねたいことはあるが、どこから話を切り出していいのか見当がつかなかった。


    　闇夜に立つ布流の姿は、孤独の陰を強く漂わせていた。厚い壁があるようで、うかつに話しかけることもできない。


    　ぼくはただ立ったまま、一人でいる女の子の姿を見ていた。


    　雲が流れて、月がその陰に隠れる。風も強くなってくる。


    　それでも、ぼくは待ちつづけた。


    　布流は、物事を中途半端で終わらせる女の子じゃない。必ず何か言ってくる。こちらは、ただそれを受け入れるだけだ。その時が来るのを待てばいい。


    　布流が振り向いたのは、月が再び姿を見せて、しばらく経たってからだった。


    「知りたいか？」


    　つぶやきがグラウンドに響く。


    「今日、何が起きたのか、知りたいか？」


    　準備ができていたぼくは、素直に応じた。


    「ああ、知りたい」


    「永なが石いしのことも、あのわけのわからない女のこともか？」


    「どんなことでも、知っておきたい」


    「やっぱりな、お前ならそう言うと思った。中途半端、嫌いだものな」


    　布ふ流るのはようやくぼくを見た。迷いの浮かぶ顔がそこにはある。


    「本当は言いたくない。知ってしまえば、もしかしたら普通の世界には戻れないかもしれない。日常は彼方に去って、とんでもない世界が目の前に現れるかもしれないんだ。そこまでは巻き込みたくないから……できることならば、ここで引き返してほしい」


    「それができないってことぐらいわかるだろ。これだけのことが目の前で起きているんだ。見過ごすことなんてできないよ」


    「……」


    「この先何が起きるのかはわからない。見なければよかったと思うかもしれない。けれど、今、何が起きたのかを知らずに、通り過ぎるわけにはいかないんだ。大事なのは今であって、まだ見えない明日じゃないよ」


    　あまりにも多くのことが起きすぎた。だから、かえって無視するわけにはいかない。おそらく、ぼくにもかかわりがあることだから。


    　ぼくが見つめると、布流は大きく息を吐いた。天を仰いでから、こちらを見る。


    「わかったよ。ここまできて、ごまかすわけにはいかないものな」


    「じゃあ……」


    「話すよ。すべてをな」
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    　長い階段を下りた布流が、重い鉄の扉を開けると、ぼくは思わず声をあげた。


    　目の前には、土をくり抜いて作った空間が広がっていた。さながら鍾しよう乳にゆう洞どうみたいだ。


    　奥行きは一〇〇メートル近くある。天井というか、洞どう窟くつの上までの高さも一〇メートルはあるんじゃないだろうか。照明が灯ともっているので、地下深くにいるのに視界はいい。


    「信じられない」


    　ぼくは洞どう窟くつに入ると、左右を見回した。


    「体育館の地下がこんなになっているなんて」


    　校庭での話を終えた後で、布流はぼくを体育館へと連れていった。


    　案内されたのは、開かずの間となっていた女子バレー部の旧部室だった。


    　厳重にロックされていて、中には誰だれにも入れないと聞いていたが……。


    　布ふ流るのがノブを回すと、ドアはあっさりと開いた。


    　部室の床に設置されていた戸を開けると、今度は下につづく階段が現れた。電灯がついていたが、どこにつづいているのかまったくわからない。


    　ぼくは、布流に引っぱられるようにして、階段を下りた。


    　階段は、驚くぐらい長かった。三十分、あるいはもっと下ったか。


    　永遠につづくかと思われた階段の終わりに、この洞窟があった。学校の地下にこんなものがあったなんて、驚くしかない。


    　ぼくの視線は、やがて洞窟の中央に引き寄せられた。


    　それは大きめな石板のようなものだった。高さ約三メートル、幅約一メートル。厚みは二〇センチぐらいで、きれいな長方形だ。材質はガラスのようで、表面はきれいに磨かれている。


    　外見だけを見れば、よく観光地で見る記念碑のようにも見える。が、全体が琥こ珀はく色で、しかも自ら輝きを発しているのを見れば、並のものでないことはわかる。


    　石板を見ると、中には黒い点のようなものが見えた。


    　ぼくが近づくと、布流が間に割って入った。


    「さわるな。危ないからな」


    「何だよ、これは」


    「これが『封印』だよ。おれたちが学校に来たのは、こいつを守るためだよ」


    「え？」


    「まあ、一言で言えば、ゴミ箱だよ。やばいものをまとめて捨てておくためのな」


    「意味がわからない」


    「これから、説明するさ」


    「お待ちください。布流さま」


    　後ろから澄んだ声が響く。耐たえられなくなって、口を開いたという感じだ。


    　ぼくが振り向いた先には秋あき月つきが立っていた。険しい表情で布流を見ている。


    「本当に、すべてを話すのですか。彼は〈蒼あお〉の者ではないのですよ。一族の秘を明かせば、後でどのようなことになるか。私は承服しかねます」


    　ぼくは秋月、次いでその隣に立っている石いそ上かみを見つめた。


    　二人は旧女子バレー部の部室の前で、ぼくたちを待っていた。階段を下りる時にも、ずっと後ろについていた。


    　体育館まで戻った時から、秋月は挑戦的だった。ここに案内するという布流に対して、最後まで抵抗した。うかつに見せてはならないと最後まで言いはった。結局、布流が押しきるような格好になったが、納得していないことは確かだった。


    　布流は、石板の前に立ったまま首を振った。


    「そういうわけにはいかないだろ、華か也や。泉いずみはすべてを見てしまったんだ。事情を話さないわけにはいかない」


    「でも、それは記憶を封印すればいいだけの話で」


    「おれたちの力は、泉いずみには通用しない。どんな手も使えないさ」


    「わかっていますが……」


    「それに、一族の者でなくても事情を知っていた者はいくらでもいる。武たけの内うちの宿すく彌ね、安あ倍べの晴せい明めい、明あけ智ち光みつ秀ひで、御み船ふね千ち鶴づ子こ、坂さか本もと龍りよう馬ま。数えあげればキリがないさ」


    　布ふ流るのは秋あき月つきから目をそらさなかった。


    「それに、おれは友達に隠し事はしたくないんだ。下手に隠して、一生、顔をそむけていくような生き方はしたくないんだよ」


    「でも……」


    「やめなよ、華か也や」


    　言いつのる秋月を、石いそ上かみが押さえた。ゆっくりと首を振る。


    　秋月は口を閉ざし、一歩、下がった。うつむいたので表情はわからなかった。


    「悪い。話がそれた。それじゃはじめようか」


    　布流は石板を見あげた。
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    「〈彼ら〉がいつどこから来たのか、実は全然わからない。記録には残ってないし、たとえあったとしてもそれが本当かどうか見当もつかない。地質を調べたら、第四紀の中盤だったからな。何があってもあてにはならないよ」


    「第四紀？」


    　ぼくが尋ねると、布流はため息をついた。


    「お前、歴史だけじゃなくて、地学も弱いんだな。第四紀っていうのは、地質時代の区分だよ。今から二百万年ぐらい前にはじまって、いちおう現代までつづいている。中期っていえば、だいたい百万年から五十万年ぐらい前の話だな」


    　途方もない数字に、ぼくの頭はついていけなかった。


    　いったい何の話をしているんだ。事件の説明じゃなかったのか。


    「どこから来たのかも、正体もわかっていない。ほかの星からって話もあるけれど、それも確認できていない。はっきりしていることは、たった一つだけさ。〈彼ら〉がこの星をゴミ箱にしたってことだな」


    「ゴミ箱？」


    「そう。危険極まりのないものを捨てる場所にしたのさ。下手をすれば、自分たちを滅ぼしてしまうような品物を残して、封印していったのさ。それが、この『封印』であり、『ホウ』さ。まったく面倒なことをしてくれたものだよ」


    「『ホウ』？」


    「そう。〈彼ら〉が残していった最低最悪な代物。それをおれたちは、『ホウ』って呼んでいる。そして、それを閉じ込めているのが、『封印』であるこの石板さ」


    　わけのわからない「ホウ」と呼ばれるものがあり、それが石板に閉じこめられているのか？


    　布ふ流るのは石板に手を伸ばした。


    　本当ならば表面に触れたところで止まってしまうはずが、布流の手はその中に潜った。


    　きわめて自然に。


    　息を呑のむぼくの前で、布流が手を抜いた時、そこには奇妙なものがあった。


    　槍やりだ。長さは二メートルほどで、全体に黒ずんでいた。穂先には赤黒い染みがある。


    　槍には、表現のしがたい迫力があった。見ているだけで心臓の鼓動が早くなる。


    　その槍がどこから出てきたのかまったくわからない。石板に収まっていたとは、とうてい考えられないものだ。


    「こいつは管理コード１４２８７、『ロンギヌスの槍』さ。あのナザレのイエスをつらぬいて、とどめを刺したいわくつきの『ホウ』さ」


    　布流の話はとんでもなくぶっ飛んでいた。理解できない単語がぽんぽんと飛び出してくる。


    　しかし、この洞どう窟くつで、奇妙な石板を前にして聞いていると、なぜか頭にしみ込んでくる。


    「こいつは、人の意志を変換してエネルギーとして放出する能力がある。壊したいと思った気持ちがそのままエネルギーとなって発射されるのさ」


    「……」


    「その力は際限ない。普通の人間ならば、大陸の一つや二つを破壊することができる。本当に意志の強い人間だったら、星さえ砕くことができるかもしれないな。危険どころじゃない。本当はあってはいけないものなのさ」


    「そんな……」


    「もっとも、それだけの力があったからこそ、あの怪物を殺すことができたんだけど」


    　布流は槍を放ほうり投げた。


    　石板に触れた槍は、そのまま吸い込まれて消える。それも異様な光景であったが、布流は気にした様子も見せずに話をつづけた。


    「ほかにも、ここには多くの『ホウ』が封印してある。ちょっと触れただけで、物を分子レベルまで分解してしまう魔ま槍そう『ゲイ・ボルグ』、人の心を操り、無意識のレベルで考えていることまでしゃべらせてしまう『ダワ・サンポの指輪』、空間を切り裂く剣『エクスカリバー』、五〇億人の心を自由にあやつれる『ナゼル・ポンジュウ』、時間と空間を超えて自在に世界を行き来できる『ノアの方はこ舟ぶね』。実に一万を超える『ホウ』が、この『封印』に閉じ込められているのさ」


    　布ふ流るのはちらりとぼくを見た。


    「聞き覚えのある名前もあっただろう？」


    「あ、ああ」


    「エクスカリバー」は有名だし、「ノアの方舟」だって何度か聞いたことがある。「ロンギヌスの槍やり」だって、何かの本に出てきたような気がする。


    　そこで、ぼくの頭に閃ひらめきが走った。


    「そんな……。じゃ、もしかして……」


    「そう。伝承に出てきた武器や道具は、大半が実在しているんだ。異世界から来て、人の世界を引っかき回した代物。それが『ホウ』さ」


    　信じられない。伝説が事実で、しかも道具が本当にあるなんて。


    　そして、それが現実に目の前で使われるなんて。冗談もいいところだ。


    　しかし、冷静に、今までの出来事を考えてみると、反論できない。


    「ソロモンの指輪」は実在し、自由に動物を操っていた。


    　グラウンドで繰り広げられた戦いは、物理法則をはるかに超えていた。


    　常識を超越する代物は、確かに存在していた。


    　過去にそれがなかったと、誰だれが言いきれるだろうか。すべてではないかもしれないが、実在する伝説の道具はある。それが布流の言うところの『ホウ』なのだろう。


    　ぼくは目の前の光景が大きく揺らぐのを感じた。


    「もっとも、その能力は微妙に歪ゆがんで伝わっているけれどな」


    　布流は、琥こ珀はく色の石板を見つめた。


    「『ロンギヌスの槍』だってそうさ。星の一つは壊せるって言ったけれど、そんなこと現代には伝わっていないし、伝説にもまったく記されていない。『ソロモンの指輪』だって、動物を操ることはともかく、精神を壊してしまうフィードバックがあるなんて、誰も触れていないだろう。『ホウ』の大半は、伝承よりも、はるかに大きな力を持っているんだ。簡単に世界を滅ぼしてしまうほどのな。だからこそ、〈彼ら〉はこれを捨てたのさ」


    「〈彼ら〉は、その時、戦争か何かをしていたんだと思うよ。そして、人類が生まれた頃ころに、とんでもない超兵器を無数に作り出した」


    　布流の後をついだのは、石いそ上かみだった。ぼくの横に立って、「封印」を見つめる。


    「ただ、あまりにもハメを外して作ったので、力も絶対的になりすぎた。星どころか、世界を滅ぼしてしまうことすらありえた。だから、怖くなって……捨てた」


    「これがゴミ箱っていうのは、そういう意味さ。『ホウ』をかき集めて、この『封印』に放り込んで、すべてをなかったことにした。あわてて、びくびくしながらな」


    　布流が「封印」と呼んだ物体は、いまだ輝きを発していた。


    「でも、あまりにもあわてすぎたので、〈彼ら〉は単純なミスを犯した。一つは『封印』の構造を不安定にしたこと。もう一つは、この星に『ホウ』を使える生物が存在していたことを見逃してしまったことだよ。とくに後者は計算外だった」


    　五十万年、百万年という時を経て、「封印」はゆるみ、そしてある時、機能がくるって、あまたの「ホウ」を地上にまき散らした。


    　その一つを、この星に住む男が拾い、利用した。「楽園」を作るために。結果から見ると、それは失敗し、世界に深い傷跡を残した。


    「『ホウ』が発動したという事態に、〈彼ら〉の末まつ裔えいは愕がく然ぜんとしたみたいだな。そんなことが起きるとは思っていなかったから。どうすればいいのか、相当に迷ったらしくて、一時は、この星ごと吹き飛ばして証拠を隠滅しようとしたぐらいだ」


    「そんな」


    「うん。おれもそう思ったし、〈彼ら〉もそれはさすがにやりすぎだと思ったらしい。おかげで、最悪の事態は避けられた」


    　布ふ流るのは肩をすくめた。


    「どういう理由からか、〈彼ら〉は直接に『封印』に触れることはできなかった。そして、この星に降りることもできなかった。だから、この星の住民から代表を選んで、『封印』を守る使命を与えた」


    「それが、ぼくたち、〈蒼あお〉の一族というわけさ」


    　笑ったのは石いそ上かみだった。どことなく自じ嘲ちようするような雰囲気が漂っている。少なくとも、ぼくにはそう見えた。


    「〈彼ら〉から使命を押しつけられて、約二千年、ぼくたちの一族はずっと『ホウ』を守りつづけてきたわけだ」


    「正確にいえば、二千二百年だな。泉いずみ、徐じよ福ふくって知っているか？」


    「ええと……知らない」


    「方ほう士しさ。秦しんの時代に生きていて、一族で蓬ほう萊らい、つまり日本に渡ってきた」


    　秦っていうと……ええと……。


    　ぼくが首をかしげるのと、布流が呆あきれるのはほぼ同時だった。この時ばかりは、教室にいる時と同じような表情になっていた。


    「教えてやってくれよ。泉は日本史も世界史もダメダメなんだ」


    「この間、授業で習ったばかりなんだけどね」


    　石上も少し表情をゆるめていた。


    「秦っていうのは、今から約二千二百年前に、中国を統一した王朝だよ。始し皇こう帝ていっていうのがその親玉。徐福っていうのはその部下で、不老不死の妙薬を探すため、日本に渡ってきたんだよ。で、富士山のふもとにたどり着いた時、〈彼ら〉と出会った。それから徐福とその一族は、『封印』を守り、『ホウ』を回収しながら細々と生きてきたってわけさ」


    「本当ならば、何事もなくやっていけるはずだった。滅びの日がくるまでな」


    　布ふ流るのは顔をしかめた。手が強く握りしめられる。


    「けれど、四年前に事件が起きて、さらに『封印』がゆるんで、『ホウ』が一〇〇〇個近く飛び散ってしまった。そのうえ、『封印』そのものの存在も行方不明になって、大変なことになっていた。あの〈黒〉の一族のせいでな」


    　アミは、自らを〈黒〉の一族と呼んでいた。やはり、敵対する組織であったのか。


    「ようやく、ここにあるってわかったのが二年前だ。こうして掘り出すことはできたけれど、ひどく不安定になっていたから、動かすこともできなかった」


    「だから、布流たちが来たのか」


    「そう。これと……そして、お前を監視するためにな」


    「え？」


    　三人の視線がいっせいに集まった。


    「お前、さっき『モーセの杖つえ』にやられた時、なんともなかっただろう。それはお前の持って生まれた能力なんだよ。特異点っていってな。あらゆる『ホウ』の力を無効にしちまう」


    「なんで……」


    「それがいかに危険なことであるか、もう見当がつくだろ。お前一人がいるだけで、『ホウ』との戦いがまったく変わっちまう。それは世界が変わることにも等しいんだ」


    「じゃあ、学校でぼくに近づいてきたのも……」


    「そうお前を監視するためさ。友達でもなんでもなかったんだよ」


    　布流は顔をそむけた。


    　ショッキングな一言だった。もし、そのとおりであれば、ぼくは単なる監視対象でしかなかったことになる。すべての関係は偽りであったわけだ。しかし……。


    「おれたちは普通じゃないんだ。見ろよ」


    　布流はこちらを見た。


    　思わず、ぼくは息を呑のむ。その目が蒼あおく光っていたからだ。


    「感情が高ぶるとこうなっちまう。今まではカラーコンタクトでごまかしていたから、わからなかっただけさ。もっとひどくなると、目だけじゃなく、髪の色まで変わる」


    　戦いのさなか、布流の髪は鮮やかな蒼になっていた。


    　考えてみれば、教室にカラスが飛び込んできたあの日も、布流の目は異様に輝いていた。思わず息を呑んでしまうほどに。あの時も、実は色が変わっていたのかもしれない。


    「こうなると、身体能力も抜群にあがる。知っているか。一〇〇メートルだって五秒台で走れるし、垂直跳びだって三メートルは軽い。鉄パイプだって、ちょっと力を入れるだけで曲げることができる。もう怪物だよ」


    　布流の声は震えていた。音域も高くなったり、低くなったりしている。


    「〈彼ら〉が何をしたのかよくわかない。ただ、おれたちの先祖を選び出した時、身体に何か手を加えていったのは確かだな。おかげで生まれた時から、このざまさ」


    「布ふ流るの……」


    「もちろん、頭ではわかっていたさ。おれたちは、現実と非現実、蒼あおと黒の狭はざ間まで生きているってことはな。いまさらどうこういうつもりはなかった。けれど……」


    「けれど？」


    「もしかしたらと思っていた。少なくとも学校にいる間だけは、普通の生活ができるんじゃないかって。ただ笑って怒って泣いて楽しむだけの生活に浸れると思っていた。お前たちと会った時、本気でそう思ったんだよ」


    　布流は顔をそむけた。秋あき月つきも石いそ上かみも何も言わなかった。


    　洞どう窟くつを沈黙が覆う。それはひどく重い。


    　布流の言葉に噓うそはない。それは、考えなくてもわかる。


    　ただの監視で来ていた女の子が、友達のことで本気で腹を立てるだろうか？　困っているクラスメイトがいれば、手を差し伸べて、学校中を駆け回るだろうか。


    　そんなはずはない。本気で布流は、普通の生活を楽しんでいた。


    　前に言った、いつまでもこのままでいたいという言葉は、ぼくが考えていた以上に重かった。少しでも道を外しただけで、熾し烈れつな戦いの世界に飛び込む運命を布流は背負っていたのだ。


    「けれど、それもお終しまいだな。今日のことで、〈黒〉の連中はここに何かあるって気づいただろう。そして、お前のことにもな」


    「……この先はどうなる？」


    　ぼくは口を開いた。考えが頭の中で渦巻く。


    「よくわからないけれど、〈蒼あお〉の長老がどう考えるかによって決まるな。最悪の場合、学校は閉鎖されて、〈蒼〉の管理下に置かれるかもしれない」


    「そんなことができるのか？」


    「〈蒼〉の一族は、お前が考えているよりはるかに力を持っているんだよ。二千二百年も生きながらえてきたんだからな。権力者ともつながりがあって、この国のいいところも悪いところも知り尽くしている。学校の一つぐらい吹き飛ばすのは簡単さ」


    　何とも凄すさまじい話だ。


    「バラバラだな。学校もクラスも」


    　布流の声はひどく重い。考えていることは手に取るようにわかる。本気で、布流はダメだと思っているだろう。


    　だが……本当にそれでいいのか。本当に、そんなことになっていいのか。


    　あれだけのことがあったんだ。駄目だっていうのはわかる。わかるが……。


    　あきらめつつある布流の表情を見た時、ぼくは腹が立った。なぜか、猛烈に。


    　なんだよ！　今まで、お前ががんばってきたのはなんだったんだよ。


    　一人で解決しようとしているのはなんだったんだよ。誰にも知られないようにして、日常を守るためじゃなかったのか。ぼくを罵ののしってまで、一人で守ろうとしたお前はどこへ行ってしまったんだよ！


    　おかげで、つづくぼくの口調はきつくなった。


    「いいのか、それで？」


    「え？」


    「本当にバラバラになっていいのかって言っているんだよ！」


    「だって……それは」


    　布ふ流るのは動揺していた。声も大きく揺れる。


    「仕方ないんだよ。これだけのことが起きて、〈黒〉の一族が出て」


    「そんなことはどうだっていい。お前がどうしたいのかって、ぼくは聞いているんだ」


    　大事件が起きたのはわかっている。それはわかっている。


    　鳥の事件だけじゃない。わけのわからない武器を使って、わけのわからない戦いが繰り広げられたのだ。とんでもないことになっているのは理解できる。


    　けれど、それがなんだっていうんだ。そんなのに流されていいのか。事件が起きたから捨ててしまえるほど、布流の日常は軽かったのかよ。どうなんだよ。


    「その程度なのかよ！」


    　ぼくが声をかけても布流はうなだれたまま動かなかった。目線も合わせない。


    　オレンジの照明と「封印」の輝きが、あたりを照らす。


    　布流の口が動くまでは、ひどく時間がかかった。絞り出すようにして声を出したのは、一分ぐらい経たってからだった。


    「バラバラなんて、もちろん嫌だよ」


    　静かに、しかし確かに聞き取れる声で布流は言った。


    「おれは、もう少しここにいたい。勉強は嫌いだけど、もう少し学校にいたい。クラスの連中と遊んでいたいんだ」


    「だったら、簡単にあきらめるなよ。もう少しやってみようと思わないのかよ」


    「だめだ。長老たちがなんて言うか」


    「そんな、ぼくが知らないような連中のことは、どうでもいいんだ。大事なのは、布流がどうしたいのかってことだろ」


    　ぼくは思ったままのことを言っていた。


    　どうして、こんな強気なことが言えるのかよくわからない。


    「今日は、とんでもないことが起きた。『ソロモンの指輪』やら『モーセの杖つえ』やら、今までの常識じゃ理解できないものが現れては消えていった。布流がいろいろと説明してくれたけれど、今でもわからないことがある。頭は混乱しっぱなしさ」


    　布ふ流るのは目を開いて、こちらを見ていた。まだ左の目は蒼あおいままだったが、その輝きはいくらか衰えていた。


    「でも、はっきりしていることもある。そう。ぼくも戻りたいってことだ。人とかかわりを持つことができる。いつもの世界に」


    　学校に通って、クラスの連中とバカ話をした後で、教師に怒られながら嫌々勉強する。眠い頭を引きずって登校し、学校でも爆ばく睡すいする。そんな日常を捨てる気にはなれなかった。なぜなら……。


    「ぼくも楽しかったからな」


    　日常に浸っていたこの半年は、とても楽しかった。親に捨てられてはじめて、ぼくは他人と過ごして楽しい日々を味わった。日常のすばらしさを知った。


    　布流がぼくのことをどう思っているのかはわからない。


    　だけど、ぼくは布流といて楽しかった。ずけずけと人の心に踏み込んでくるショートカットの女の子と遊ぶのが、たまらなく好きだった。


    「お前が投げ出すのは勝手さ。だけど、あの毎日を楽しみにしていたぼくの立場はどうなる。見捨てるのかよ！」


    「そんな、おれは、そんなこと……」


    「ぼくだけじゃない。これまでずっとかかわってきた学校の連中はどうなるんだよ。高たか科しなも、ほかの連中も、どうでもいいのかよ」


    　中学時代の担任につきまとわれていた女の子は、すっかり元気になって、今はブラスバンド部で熱心に活動している。この間、練習とかいって、ぼくたちの前で自慢のフルートを吹いてくれた。


    　友人と喧けん嘩かしていた男子は、布流の手引きで仲直りして、今でも普通につるんでいる。


    　飼い主のもとに戻ったプリンは、幸福に暮らしている。ケータイで撮った画像を見て、女の子たちが歓声をあげていた。


    　面倒とか、かったるいとか言いながら、みんな、この日常を楽しんでいるんだ。


    「それを全部、捨てちまうのかよ。ぼくたちのことなんかどうでもいいと思っているんだろ」


    「そんなつもりはない。おれは、ただ！」


    「だったら、なぜ投げ出すんだよ」


    　ぼくは布流の目を見て言いきった。


    「明日は無理でも、来週には学校に来られるようにしてみようぜ。ぼくたちと、そして布流自身のために」


    「……」


    「お前だって、好きなんだろ。この日常が」


    　ぼくは思いきりあおった。こうでも言わなければ、何も変わりはしない。


    　クラスメイトのことを言ったのも、そうでもしなければ本心に気づかないと思ったからだ。もう理り屈くつじゃない。こいつの本能に訴えなければ事態はひっくり返せない。


    　こいつがあの日常に背を向けるなんて、ありえない！


    　布ふ流るのは大きく息を吸い込んで、天を仰いだ。声はひどく高かった。気持ちの高ぶりを抑えられないみたいだ。


    　本当に、この先、どうなるかなんてわからない。


    　でも、布流の本心は見当がつく。そうさ……。


    「でも、こんな事件があったのに」


    「だからだよ。この場所をわけのわからない連中に荒らされてたまるかよ」


    「でも、またお前を巻き込んでしまうかもしれない。未み来くやクラスの連中を危険な目にあわせ


    　るかもしれない」


    「その時はまた助けてくれるだろ。今日みたいに」


    「まだまだ隠していることがあるんだ。いっぱい話していないことが！」


    「いずれは説明してくれるだろ。今日だって話してくれたじゃないか」


    「けれど、おれはお前を監視していた」


    「あれが監視かよ。おちょくって遊んでいたほうが多いぐらいだ。だろ、石いそ上かみ」

  


  [image: ]


  
    　振り向くと、石いそ上かみは微笑していた。答えは聞かずともわかる。


    　ぼくは布ふ流るのの前に立った。


    「お前はどうだったんだよ。遊んでいて楽しくなかったのか」


    　布流はこちらを見あげていたが、やがて頭をぼくの胸に押しつけた。


    「楽しかったさ！　だから、一生懸命がんばったんだ！」


    「だったら、やってみようぜ」


    　ぼくは、一つ間を置いてから言った。


    「日常は、まだそこにあるさ」


    　布流の頭を抱きかかえる。


    　すぐに低い泣き声が響いた。


    　ぼくは少しだけ明日のことを考えながら、その場に立っていた。薄い光を浴びながら。

  


  
    [image: ]

  


  
    



    



    　窓際にある自分の席に座ると、ぼくは教室を見回した。


    　クラスメイトは、けがが治っていない者をのぞいて、大半が姿を見せていた。事件の後遺症で休む者もいると思われていたが、幸い心配する必要はなかった。


    　かったるいと言いながら、男子も女子もごく普通にふるまっていた。女の子のガハハという笑い声も前と同じだし、わき目もふらずパンを食べるバレー部員の姿も変わらない。いつもと同じ日常だ。


    　あの日以来、事件は一気に終息へと向かった。「ソロモンの指輪」は回収されて、平ひら瀬せと永なが石いしは〈蒼あお〉の一族の手引きで入院した。平瀬は順調に回復しているが、永石は心の傷がひどく当分は退院できないようだ。


    　マスコミの扱いも急速にしぼみ、ワイドショーもいつもの芸能ネタを放送している。


    　あの日の争いで傷ついたテニスコートや校庭も元に戻っていた。


    　すべては終わり、今日から学校がはじまった。


    　どうやったのかはわからないが、布ふ流るのが裏で働いたことは間違いないらしい。いろいろやり合ったという話を石いそ上かみから聞いた。日常の歯車を回すには、ものすごい労力がかかっただろう。


    　おかげで、一見したところ、普通の日々が戻ったように見える。教室も元どおりになっており、あの事件を思い出させるものはない。すべてが元に戻ったように感じられる。


    　しかし、それは正しくない。事実はまるで違う。


    　ぼくは窓の外に視線を転じた。


    　朝日を浴びた体育館の屋根は輝いていた。ところどころペンキが剝はげていたが、築十五年にしてはきれいだ。いつもと変わらぬ姿がそこにはある。


    　だが、その地下には、「封印」と「ホウ」がある。世界をひっくり返すことのできる異世界の物体が隠されている。それだけは動かすことのできない事実だ。


    　学校ははじまったものの、この日常はきわどいところで成り立っていて、いつひっくり返ってもおかしくない。世界がねじれ、また常識を超えた世界が現れても不思議ではない。あれだけのことがあったのだ。それぐらいのことは自覚している。


    　わからないことだっていっぱいある。


    　なぜ〈蒼〉の一族が、学校を閉鎖せず、このままにしておいたのか。布流に説得されたからなのか。それともほかに理由があるのか。


    　〈黒〉の一族とはいったい何なのか。


    　そして、ぼくはいったい何者なのか。特異点とは何なのか。


    　はっきりしないことはいくらでもある。


    　でも、だからこそだ。だからこそやらなければならないことがある。


    　ぼくが視線を教室に戻すと、布ふ流るのと高たか科しなが入ってきたところだった。


    　今朝、ぼくは約束したとおり、布流を高科のところに連れていった。というよりも示し合わせて、教室で待っている高科のところに布流が行くように仕向けたのだ。


    　あれから二十分。しょげている布流の姿と、まだ頰ほおの赤い高科の姿を見れば、何が起きたかはわかる。激しいバトル、いや、一方的に布流は攻められたに違いない。何回もごめんなさいを言わされたことだろう。


    　教室を横切る布流の後ろでは、秋あき月つきが仲のいい女の子に話しかけられていた。


    　石いそ上かみも男子のクラスメイトと話をしている。


    　先のことはわからない。だから、今あるこの日常を大切にしなければならない。今をしっかりこの手に握るだけだ。そして、少しずつ高く手を伸ばして、自分の求める何かをつかみにいけばいい。そのためにやっていくんだ。


    　ぼくは立ちあがると、手をあげた。


    「おーい」


    　布流と高科がこちらを見て小さく笑った。ゆっくり歩み寄ってくる。


    　何を話そうか考えながら、ぼくも立ちあがった。笑みを浮かべながら。

  


  
    　あとがき


    



    　今回は、はじめましての方も多いと思います。中岡潤一郎です。今後ともよろしく。


    　Black & Blue、いかがでしたでしょうか。ホント、こうして、発表することができて、うれしいです。


    　Black & Blueは、不思議なぐらい紆う余よ曲きよく折せつの多い作品で、構想を練ってからここまで来るのに、びっくりするぐらい長い時間がかかってしまいました。これを世に出すことができるのかなと思ったのも、一度や二度ではありません。現在の形とはまるで違ったものになったこともあります。


    　何とか世に出せたのは、この作品に、私が思っていた以上のパワーがあったからだと思います。それがヒロインに起因するのか、それともほかの要素があったのか、それはわかりません。ただ、作品自体が広い世界に飛び出したがっていたことは確かで、作者もそれに引っぱられたようなところもあります。間違いなく、力がありました。


    　それが、ほんの少しでも読んでいる方に伝われば、うれしいですね。


    　それでは、機会がありましたら、また。


    
      中岡潤一郎

    

  


  
    中岡潤一郎


    Jyunichiro Nakaoka


    



    学園モノです。ただ、読んでいただければわかりますが、それ以外の要素も混じっています。どちらも私の好きなファクターで、両方つっこんで、何とか作品ができないかと思ったら、こんな形になりました。仕上げてみて、計算外だったのは、ヒロインが意外なほどタフだったこと。やっぱりキャラクターは動いてみなければ、わかりませんね。お酒なら何でも好きな、ぐうたら作家です。今後ともよろしくお願いいたします。
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